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８度目の人生、嫌われていたはずの王太子殿下の溺愛ルートにはまりました～お飾り側妃なのでどうぞお構いなく～２










プロローグ




　昼間はにぎやかだった後宮も、夜には静けさが戻ってくる。

　子犬姿で寝そべっていたドルフは、寝室に入ってきたのがフィオナだけなのを確認すると、聖獣の姿に戻った。銀色の毛がおぼろげに光る狼の姿だ。

「あら、ドルフ、ここにいたの」

　フィオナは彼の姿を認めると、やわらかく微笑む。

『ああ』

　ベッドに腰かけたフィオナの膝の上に、ドルフは頭をのせる。耳をピクピク動かすと、フィオナが小さく笑って頭をなでた。

「どうしたの。甘えちゃって」

『やはり、この姿の方が楽だなと思ってな。いっそ、みんなに正体を明かしてしまおうか』

「やめてよ。聖獣の存在を信じていないオズボーン王国でそんなことしたら、化け物扱いされちゃうわよ」

『はん。そんなことをしたら、この国ごと滅ぼしてやる。たとえ大軍に襲いかかられたところで、俺は負けなどしないからな』

　ドルフが鼻で笑うと、フィオナはとがめるように彼の鼻先をつついた。

「駄目よ。私は今の生活が大切なの。この幸せを壊したくないのよ」

『そんなに今が気に入ったのか？　九度目の人生は、もっと楽しかったかもしれないぞ？』

「冗談でもやめて。あんな濃密な三年間は、もう二度とごめんだわ」

　ブライト王国の王女だったフィオナには、人に知られていない特殊な過去がある。

　戦争終結のための切り札として、オズボーン王国の王太子、オスニエルとの政略結婚を打診された十七歳から、二十歳で命を落とすまでの三年間を、七回もループしたのだ。そしてフィオナは八度目の人生にして、初めて幸せを手に入れたのである。

「今がいいのよ。最初の人生なんてひどかったじゃない。あれこそまさに人質って感じだったわ」

　過去を懐かしむフィオナを見つめながら、ドルフは自分が力を貸さなかった、彼女の最初の人生を思い出した。

　父親に言われるがまま、政略結婚に応じたフィオナは、オスニエルの側妃として嫁いだ。だが、オスニエルは聖獣の加護に頼るブライト王国を嫌っており、フィオナに、『側妃という立場だが、お前はただの人質だ』と宣言し、後宮に閉じ込めたのだ。

　フィオナの存在価値は、ブライト王国との同盟の象徴としてのみであり、それすらも、彼女が二十歳になる頃には失った。オスニエル率いるオズボーン王国軍が、ブライト王国を征服したのだ。こうなると彼女は、オズボーン王国にとって、もう厄介者でしかない。オスニエルは、失意のどん底にいた彼女に、情報漏洩の濡れ衣を着せて処刑したのだ。

　あまりに悲惨な人生を送ったフィオナにやり直しをさせるため、ドルフは、フィオナが政略結婚を打診される十七歳まで、時を戻した。これが、初めての巻き戻りだ。

『二度目以降もひどかったじゃないか。だいたい、お前がトラヴィスやローランドなどという役に立たない男たちを連れていこうとするから』

　ドルフの批判に、「べつに役に立たないわけじゃないわ」とフィオナが反論する。

　時が戻ったことを知ったフィオナは、二度目以降、漫然と同じ人生を歩んだわけではない。

　二度目は政略結婚に抗ったし、三度目以降も、好意を示してくれたトラヴィスやローランドに寄りかかろうとしたり、夫に気に入られるよう媚びてみたりと、生き残るために努力をし続けた。しかし、結果としてどの人生でも三年以内に死を迎えてしまったのだ。

「でも、あの七回の人生があったから、私の悪いところがわかったのよ。あの頃の私は、誰かに幸せにしてもらうことばかり考えていたんだもの。本当に幸せになりたいのなら、自分で幸せになるために動かなきゃいけないのにね」

　ドルフはうなずく。それは、ドルフがブライト王国に対して、不満に感じていたことでもあるからだ。

　ブライト王国内に存在するルングレン山に住む聖獣たちが、ブライト王国を保護するのは、それが先祖の願いだからだ。今の王家に恩義を感じているわけでもなんでもない。なのに、今の王家の人間たちは、加護を得られるのが当然だという態度で享受している。

　力があるゆえに傲慢なドルフは、それに納得がいかなかった。守ってほしいのなら、守られるに値する資質を見せてほしい。だから、フィオナのことは気に入っていたものの、加護は与えず、様子を見るにとどめていたのだ。

『そうだな、八度目の人生で、お前は自分の人生を切り開いたんだ』

　もう愛情などいらない。そんなことより、自国の国民を守り、自分らしく楽しく生きることを優先しようと、輝く瞳で語ったフィオナ。七度も死んだというのに、そこに行きついた彼女は、間違いなく強い。

「だから八度目はこれまでの人生を踏まえて計画を立てたのよ」

　フィオナはちょっと得意そうに言った。

　そもそも、一国の姫をつかまえて側妃に迎えたいなどというのは大変に失礼な申し出だ。だが、この婚約を破棄すると、フィオナは最速で死を迎える。そのため、側妃にはなった。どうせ、オスニエルは話すのも嫌なほどフィオナを嫌っているので、貞操を奪われることもないのだから。

「オズボーンに連れていく人選にも、すごく迷ったのよ？」

　オズボーン王国からは、侍女と護衛騎士をひとりずつ連れてきていいと言われていたので、フィオナは七度の人生で、様々なパターンを試してみた。しかし結果として、侍女を連れていけば、フィオナの情報をほかの侍女に横流しされ、護衛騎士としてトラヴィスかローランドを連れていけば、オスニエルから不貞を疑われる。

「人間を連れていくと摩擦が起きて、いざこざを引き起こすけど、動物なら害がないだろうと思ったのよ。だからドルフを選んだの」

　そこで自分を選んでもらえたことが、ドルフは自分でも驚くほどうれしかった。心の奥では、フィオナが自分を選ぶ日を待ち望んでいたのだと、気づかされたのだ。

　自分の気持ちを自覚したドルフは、今世では、絶対にフィオナを守ってやろうと決めた。

「後宮に引きこもって、趣味の紐ひも編あみをしてのんびり過ごそうと思っていたのに、実際はすごく忙しかったわよね。まさか、ドルフが聖獣だなんて思わなかったし、紐編みを事業にすることになるとも思わなかった。不思議ね、同じ人と出会っているのに、アプローチが変わるだけで、こんなに違った人生になるなんて」

「そうだな」

　輿入れ道中でオスニエルの指示によって暗殺されそうになったとき、フィオナは怯おびえるより先に怒りだした。これまでの七度の人生で、いい意味で度胸が据わったのだろう。それがおもしろくて、ドルフはフィオナに正体を明かし、自ら氷を生み出せる〝氷の力〟を与えた。彼女が、自分の身を守り、未来を切り開いていけるように。

　その後、侍女のポリーとのいい出会いを経て、ただ趣味でするつもりだった紐編みアクセサリー作りを事業化し、それが孤児たちの就労支援にもつながった。

「オスニエル様とも、かかわり合いにならないつもりだったけれど、ドルフのくれた加護の力のおかげで、物怖じせずに話ができるようになったし」

『ああ。……あれは傑作だった』

　ブライト王国を毛嫌いし、理由もなくフィオナを嫌っていたオスニエルは、たおやかな見た目とは裏腹に、切っ先鋭い言葉で反発してくるフィオナにタジタジになっていた。そして、いつしか彼女のことが気になって仕方なくなっていたのである。

「でも、オスニエル様って、結局、単に不器用なだけなのよね」

『年の割には子供みたいなところはあるな』

　自分を殺そうとまでしたオスニエルに、最悪な印象を持っていたフィオナだったが、言い合いやケンカを繰り返しているうちに、彼が不器用でまっすぐな人間なのではないかと思い始めた。

　彼はやっていることは横暴だが、その根底には国を発展させ、国民を守ろうという思いがあったのだ。

　だから、フィオナが紐編みアクセサリーの事業で孤児たちを救おうとしているのを知ってからは、積極的に協力してくれるようになった。

『あいつは、いつからお前に惚れたんだろうな』

「知らないわよ、そんなこと」

『お前の方はいつからなんだ？』

「そっ、そんなこと聞かないでよ……自分でもわからないわ」

　顔を真っ赤に染めるフィオナに、ドルフはからかうように笑った。

（まったく。結婚までしたのに、なにを照れているのだか）

　ドルフとしては、フィオナにひとりで後宮に引きこもっていてもらってもよかった。自分がいるのだから、寂しくもないだろうしと。

　しかし今の幸せそうなフィオナを見ていれば、これでよかったのだろうと思える。

　やがて、オスニエルの正妃候補であるジェマ・リプトン侯こう爵しゃく令嬢の起こした毒薬によるフィオナ暗殺未遂事件をきっかけに、ふたりは気持ちを確かめ合い、オスニエルはフィオナを側妃ではなく正妃とし、領土拡大のための戦争をやめ、自国の整備に力を注ぐことを誓ったのだ。

　オスニエルは王太子だが、国策を変更させるには並々ならぬ努力がいる。有力貴族を説得し、最終的に国王に認めさせねばならないのだ。

　彼は粘り強く説得してそれを実現し、オズボーン王国は、今までになく平和な国へと変わったのだ。

「あら？」

　隣室から泣き声が聞こえてくる。

「寝てから一時間くらいしかたってないのに、起きるなんて珍しいわね」

『アイラの方だぞ』

　ドルフが声を聞き分けてそう教えると、フィオナはうなずいて立ち上がった。

「わかったわ。見てくる。そろそろオスニエル様も戻ってくる頃でしょうし」

　ドルフは、そそくさと隣室へ向かうフィオナを見送った。

　隣室にいるのは、フィオナとオスニエルの間に生まれた男女の双子だ。慣れた様子で娘をあやすフィオナの声に聞き耳を立てながら、ドルフは『すっかり親らしくなったもんだ』とつぶやいた。










王太子一家の平和な日常




　オズボーン王国の王城には、ふたつの後宮がある。

　ひとつは現国王、アラスター・オズボーンのもので、彼には正妃を含め妻が六人いる。妻たちが鉢合わせしないよう、動線を考慮してつくられた後宮は、まるで迷路のようで、その全体を把握しているのは、後宮付きの使用人くらいだろう。

　もうひとつは、王太子オスニエルの後宮だ。

『正妃がひとりいればいい』と公言するオスニエルは、自分が入りびたるために後宮に自室を構え、使いやすさを重視して改装を重ねた。

　そのため、今や後宮というよりは、オスニエルとフィオナの屋敷といった方が正しい。特徴的なのは、どの部屋からもよく見えるよう、大きく取られた中庭だ。子供たちが遊ぶために庭木は減らされ、動き回りやすいように芝生が広がっている。

「かーたま、こっち！」

　侍女のポリーに抱かれてフィオナに手を伸ばすのは、一歳半となるアイラだ。

　緩い癖のある黒髪で、涼しげな目もとがオスニエルによく似ている。瞳はピンクの混じった灰色だ。将来は美人になるだろう。

「みて、おはな」

　アイラは言葉を覚えるのが早く、一歳を過ぎた頃から単語をいくつも話しだした。今では、普通に大人と会話ができるくらいだ。

「本当ね。綺麗」

「はやく！　ちゃんとみて！」

　ゆっくり歩いてくるフィオナを、まだかまだかと手足をバタバタさせながら待っている。抱いているポリーは、アイラを落とさないようにと必死の表情だ。

「かーた」

　一方、出産前から新たにつけられた侍女のシンディに付き添われながら、すたすた歩いてくるのが、同じく一歳半になるオリバーだ。こちらも黒髪なのだが、なぜか数束ずつ銀色の髪が交じり込んでいる。くりっとした丸い形の目はフィオナによく似ており、灰色の瞳は青みがかっていた。

　アイラとは双子だが、二卵性だからか、顔の印象はそこまで似ているわけではない。

　フィオナは立ち止まり、オリバーを受け止めるために手を広げた。すると彼は、顔を輝かせて走り出した。

　オリバーは十ヵ月になる前から歩きだしたつわもので、今では普通に走ることができる。幼児にしてはかなり速く、シンディは完全に後おくれを取っている。

　オリバーは、フィオナに抱きつくとあどけなく笑い、見上げてくる。とてもかわいらしく、抱き上げるとずしりと重い。我が子の成長がうれしくて、フィオナは頬を緩めた。

（オスニエル様もこんな感じだったのかしら）

　夫の子供時代を想像していると、ポリーに抱かれたアイラが悔しそうな表情で、フィオナに向かって手を伸ばす。

「アイラも！　だっこ！」

「アイラ様。フィオナ様のお手は二本しかありません。抱っこはひとりが限界ですから、順番ですよ」

　ポリーになだめられるも、アイラは不満そうだ。

「いや、アイラもだっこ」と繰り返して暴れるので、フィオナはオリバーをシンディに預け、今度はアイラを抱きしめる。

　ギュッと力を込めると、「えへ」とアイラは満面の笑みになった。

「かーたま、だいすき」

「母様もアイラが大好きよ。でもアイラは、もう少し自分で歩かなきゃ駄目ね」

　おしゃべり上手なアイラだが、動くのは苦手で、抱っこされていることが多い。

　後宮の誰もが、せがまれればつい抱き上げてしまうので、アイラだけの責任でもないのだが。

「……と！」

　シンディに抱かれておとなしくしていたはずのオリバーが、急に暴れだした。

「どうされました。オリバー様」

「離してあげて。シンディ。なにか見つけたのよ」

　フィオナに言われ、シンディはオリバーを芝生に下ろす。オリバーは勘がよく、人や物の気配を察知するのが早いのだ。

「と、たま！」

　オリバーの行く先に視線をやると、オスニエルがロジャーを伴って角を曲がってくるのが見えた。

　オリバーに気づいたオスニエルは、目もとを緩ませ、しゃがんで我が子を待ち構える。やがてたどり着いた息子を、オスニエルは勢いよく抱き上げた。

「オリバー。どうした？　母様をアイラに取られたか」

　逞たくましい体躯の彼は、オリバーを片腕にのせても余裕そうだ。

　オスニエルが中庭に入ってくると、侍女たちは若干緊張したように姿勢を正す。

「おとたま！」

　フィオナの腕の中のアイラが、今度は父親の腕を求めて暴れだす。こうなるとフィオナでは支えきれない。

「危ないわ、アイラ。暴れないで」

「アイラ、母様が困っているぞ」

　オスニエルは空いている側の腕にアイラを受け取ると、軽々と双子を両腕に抱えた。

「ふたりとも元気そうでなによりだ」

　オスニエルにそう言われて、双子は顔を見合わせ、ようやく笑った。

　なんだかんだと、双子は同様に扱われるのが好きなのだ。フィオナの力ではひとりずつしか抱き上げられないので、こういう時はオスニエルが頼もしく感じられる。

　オスニエルは案外子煩悩で、アイラとオリバーを怒ることは滅多にない。笑顔を見せてくれることも多くなり、フィオナは子供が生まれてからの方が、彼にときめくことが増えたように思う。

「お子様たちはいつも元気ですねー」

　ロジャーがのんびりした声でつぶやく。

　オスニエルの部屋をつくってから、この後宮には人の出入りが多くなっている。基本的な執務は城にある執務室で行うのだが、緊急の要件などが発生することも多く、どうしてもロジャーやほかの政務官、伝令や見張りなどが出入りするのだ。

　それならばと、フィオナも護衛騎士であるカイを中まで入れることにした。

　男性が普通に出入りできる状態なので、『後宮』という呼び名はもはやふさわしくないのだろうが、便宜上そのままの名称を使っていた。

「昼間からどうなさったのです？　お仕事は終わったのですか？」

　フィオナが問いかけると、オスニエルは少しだけ顔を曇らせた。

「話があるから来たのだ。中に入ろう。支度をしてくれ」

「はい！」

　ポリーとシンディはすぐさま、部屋を整えるために中へと戻った。




　一家が集う居間は、中庭がよく見えるよう床までの大きな窓がある。そのため、庭から戻るときは、窓が出入り口となっているのだ。

　入り口に靴の汚れを落とすためのマットが置かれていて、靴底を軽くこすってから入れば、室内が汚れることもない。

　抱っこから下ろされたオリバーはすぐに中に突進していき、アイラは、オスニエルの足もとに引っついたままだ。

　そのオスニエルは、あとから入ってくるフィオナのために手を差し伸べている。

「アイラ様。抱っこの方がいいのですか？」

「うん」

「では失礼して」

　ロジャーが笑いかけ、手を伸ばしたアイラを抱き上げた。

　居間には、ソファがテーブルを囲むように並んでいて、子犬姿のドルフが寝転んでいた。

「ドルフ、悪いがどいてくれ」

「キャン」

　答える前にオスニエルにどかりと座られて、ドルフは不満げに鳴いてソファから下りた。

　子供たちのおもちゃが置いてあるカーペット敷きのスペースには、同じく子犬姿になっている白い毛並みのリーフェが寝転んでいた。ドルフが近づいてくるのを見ると機嫌よさそうに尻尾を揺らす。

　リーフェは、ふたりの新婚旅行先のルーデンブルグで出会った聖獣だ。

　オズボーン王国の人間は、聖獣の存在を信じていないため、リーフェは誰にも気づかれることなく、ルーデンブルグの湖とその近くの森を守っていた。

　そこにフィオナ一行が現れ、リーフェは滅多に会えない聖獣仲間のドルフに興味を持ったのだ。

　彼女はドルフに存在を気づいてもらうべく、当時、まだフィオナのお腹にいた双子に加護を与えた。フィオナは妊娠にも気づいていない時期で、お腹にいた双子にも当然、自我などあるわけがない。与えられた加護の力だけが暴走し、それによって様々なトラブルを引き起こした。なんとか解決はできたが、あれはひどい体験だったとフィオナは思っている。

『加護を与えちゃったし、時々様子を見に行くね』

　ルーデンブルグから出発する際、リーフェはそう言った。

『来てもいいけど、聖獣の姿のままじゃ駄目よ。王城に来るときは、子犬の姿になること。いいわね？』

『それって大事なこと？』

『そうよ』

『わかった！　いいよ』

　いまいち不安な返事ではあったが、リーフェは約束を守ってくれている。そんなわけで、後宮には時々、白い子犬が入り込んでくるのである。

　事情を知っているポリーはともかく、なにも知らないシンディは最初追い出そうと躍起になった。しかし、聖獣に一介の侍女がかなうわけがない。

　王城の外にまで連れていって、外に出したと安あん堵どして戻ってくると、室内のソファで寝そべっていたり、ほうきで追い立てているうちに、いつの間にかシンディの方が外に締め出されていたりと、リーフェに遊ばれる結果となってしまった。

　フィオナは、まず後宮を清潔に保とうとするシンディに感謝し、彼女に安心させるように言った。

『抜け出し癖はあるけど、この子は私の新しい飼い犬なの。だから追い出さなくていいのよ』

　そして、飼い犬であることがわかりやすいように、リーフェにはドルフとおそろいの首輪を作ってあげた。

　シンディはそれで納得してくれたのだが、今度はドルフが拗すねてしまった。

『俺のと同じものは誰にも作るなと言っただろう！』

『そ、そうだったかしら』

　案外かわいい理由で拗ねるものだと、フィオナは困りつつも微笑ましく思った。

　最終的に、ドルフにも新しく首輪を作ることで、ようやく落ち着いたのだ。

「今日はリーフェがいるのだな」

　白い犬を見て、オスニエルがつぶやいた。

「リーフェは気まぐれな子ですので、いつまでいるかわかりませんけどね」

　フィオナは手を引かれるまま、オスニエルの隣に座る。するとオリバーが、フィオナの膝の上を狙ってやって来た。それを見たアイラも、ロジャーの腕から飛び出し、オスニエルの膝にのる。

　ポリーとシンディがお茶の支度を終えると、オスニエルはふたりの侍女とロジャーに、しばらくは入ってくるなと言いつけて追い出した。

「私もですか？」

　非難の声をあげたのはロジャーだ。

　しかし、オスニエルに、「そもそもついてこいとは言っていないぞ」と睨まれてしまい、肩をすくめて、「わかりましたよー」と力ない返事をして、居間を出ていった。

　部屋の中が家族だけになると、ドルフとリーフェは本来の聖獣の姿に戻る。それを見るなりオリバーが、フィオナの膝から下り、ドルフの背中に乗りに行った。

「ドル！」

　オリバーは、聖獣姿のドルフが大好きなのだ。

『やれやれ。俺はお前のソファではないのだがな』

　あきれたように言いつつも、振り払わないところを見れば、ドルフも嫌ではないのだろう。

「アイラも！」

　対抗心の強い娘は、リーフェの背中にしがみつく。

『えー。重たいよぉ、アイラ』

「やだー。のるの」

　リーフェは本気で嫌そうだが、振り払いまではしない。それは優しさではなく、単に面倒なだけだが、結果は同じだ。

　聖獣二頭が育児に協力的で、フィオナはとても助かっている。

　子供たちが聖獣たちに夢中になったところで、おもむろにオスニエルが切り出した。

「体調は大丈夫か？」

「ええ。オスニエル様は心配しすぎです。もうすっかり元気なのですから」

　それほど大きくもないフィオナの体で、双子を産むのは無理があったようで、出産はなかなかの難産だった。産後の肥立ちも悪く、フィオナは産後三ヵ月、ほぼベッドの上で生活していたのだ。

　オスニエルには、双子を完全にフィオナから離し、侍女や乳母に世話をさせようとしたが、フィオナはかたくなに拒否し、自分たちのベッドの隣に、子供用のベッドを置くように指示した。

　起き上がれなくても、せめてそばにいてあげたかったし、泣いたらすぐに気づいてあげたかったのだ。

　体調の悪い中、フィオナは深夜に起きて泣く双子の授乳やお世話も、侍女たちの手を借りながら、できるだけ自分でやった。

　ドルフとリーフェも、赤子をおくるみでくるみ、ゆりかごの持ち手をくわえて、空を飛んであやしたり、時には強硬に魔力を使って眠らせたりと、人智を超えた力を使って、子育てに協力してくれたのである。

　そして、オスニエルはその期間、心配しすぎて執務もあまり手につかず、しょっちゅう後宮に顔を出しては、フィオナに怒られたという、どうしようもないエピソードもある。

　おかげで、双子はすくすくと、ここまで大きな病気もなく育った。手もとに置いて成長をじっくり見ることができて、フィオナはみんなに感謝している。

　その当時は侍女の数を増やし、乳母も雇ったが、子供たちが大きくなってきた今は、ポリーとシンディのふたりに絞っている。シンディは乳母をしていたエリンの妹で、綺麗好きで掃除が得意な子し爵しゃく令嬢だ。

　もっと多くの侍女を使えばいいのにと、オスニエルの母であるイザベラには言われたが、あまり大人数になると秘密を守りにくくなる。最悪バレても口を噤つぐんでくれそうな人材しか、そばには置きたくないのだ。

　今のところ、家族とポリー以外には、ドルフとリーフェの正体は知られていない。ほかの侍女たちには、ブライト王国出身のフィオナには不思議な力があると伝えてあるため、多少不可解な出来事があっても、フィオナの力のせいだと思ってくれているようだ。

　そんなことを思い返しながら、子供たちに視線を向けると、オリバーはドルフの背中ですっかり眠りこけていた。アイラはまだ目を開けているが、リーフェのふわふわの毛が気持ちいいらしく、目をとろんとさせている。

「子供を寝かすのは、あいつらが一番上手だな」

『偉大な聖獣を子守代わりに使うのはお前たちくらいだぞ』

　ドルフが憤慨してつぶやく。その割には、オリバーを落とそうとはしないのだからなんだかんだと言いながらも面倒見はいいのだろう。

『そうだよ。私だって、重たいのを我慢しているんだからね。感謝してよ』

　自由気ままなリーフェにまで非難されて、オスニエルは少し不満げに、「わかってるよ。ありがたいと思っている」と返事をした。

「ところで、オリバーとアイラはどうだ？　力を暴発させたりはしていないか？」

「ええ。生まれてからは逆におとなしいですね」

　お腹にいるときにリーフェの加護を得てしまった双子は、生まれる前は様々な騒動を起こした。

　フィオナにも影響が出て、ドルフの加護で得た氷の力が暴発してしまい、オスニエルを氷漬けにしてしまったこともあるのだ。

　フィオナの感情が高ぶると、とくに力が暴発しやすくなるようで、双子が生まれるときも、部屋中が冷気で満たされてしまった。おかげで、部屋を暖めるために大量の薪が消費されたものだ。

　ところが、いざ双子が生まれると、その暴発はなりをひそめたのだ。フィオナの氷の力は常に安定していたし、双子もとくに変わった力を見せることはなかった。

　あえて普通の子供と違うところをあげるならば、ふたりとも勘が鋭いことだろうか。オリバーは誰より早く来客に気づくし、アイラは時折なにもないところをじっと見つめて話しかけていることがある。

　これまで、ドルフとリーフェが子犬姿の時は、フィオナにしかその会話の内容は聞こえてこなかったが、双子には最初から通じているようだ。これは、リーフェの加護が与えられているからかもしれない。

「結局、ふたりには特別な力はないのか？」

　オスニエルはたびたびそれを聞いてくるが、フィオナの答えはいつも一緒だ。

「リーフェの加護があるのだから、なにかしらの力はあると思いますけど、今はわかりませんね」

　加護を与える時のさじ加減は、聖獣に委ねられている。

　例えば、ドルフがフィオナに与えたのは、自らの身を守る程度の力だ。フィオナに氷の適性があったことから、それは氷の力となって発動する。

　フィオナの弟のエリオットは、フクロウの聖獣であるホワイティの加護を得ているが、特別な能力は与えられていない。その代わり、ホワイティは常にエリオットの声を聞き分け、呼べばすぐに飛んでくるし、とても従順だ。

　フィオナが知る限り、ホワイティがエリオットの頼みを断ったことはない。自分の気が向いたときしかフィオナの頼みを聞いてくれないドルフとは雲泥の差である。

「つまり、リーフェが双子にどのくらい力を与えたかで決まるってことだな？　リーフェ、どうなんだ？」

　オスニエルの問いかけに、リーフェは首をかしげる。

『さあ。私、加護を与えるのって初めてだからよくわからない。ふたりが混ざっていた頃に加護をあげたから、ふたりが共鳴しないと使えないとかじゃないの』

「持っているのは氷の力なのよね？」

『たぶん？　でもフィオナの力が氷だから、お腹にいたときは氷の力しか出せなかったのかもしれないよ。私は知らない』

　なんともあっけらかんとしている。聖獣の年齢は見た目でわかるものではないのかもしれないが、リーフェは予想しているよりも、ずっと子供なのではないだろうか。

『世に出る前の者に安易に加護を与えたりするからだぞ』

　ドルフがリーフェに苦言を呈したが、リーフェの方は気にした様子もなかった。ついに眠ってしまったアイラを、そのままカーペットに転がし、『あー。重たかった』と首を回す。

　フィオナは立ち上がって、アイラを抱き上げると、ソファに寝かせ上から毛布をかけた。

「ところで、オスニエル様のご用はなんだったのですか？　まだ執務中ですよね」

「休憩がてら妻の顔を見に来るくらいはいいだろう」

　オスニエルは拗ねたように唇を尖とがらせ、フィオナを抱き寄せると目の下にキスをする。結婚当初は憎まれ口ばかりきいていたのにと思うと、この変化には目を見張るものがある。

　フィオナは気恥ずかしくてちょっと睨んでやった。

「ドルフとリーフェが見ていますよ」

「いいだろう。もう見慣れただろ」

『……お前もずいぶん脳内がお花畑になったものだな』

　さらりと告げるオスニエルに、ドルフがあきれたようにつぶやく。

『いいよ、いいよー。リーフェはおもしろいから』

　もう一頭の聖獣はあまりなにも考えていない、好奇心の塊なので、なんでもいいらしい。

　オスニエルは咳ばらいをすると、姿勢を正した。

「まあ、真面目な話もあるにはある。国内に、幹線道路を整備しているだろう？」

　フィオナが、他国や、全国の特産品をうまく流通させるためにと進言してから、オスニエルはずっとその実現のために動いてくれていた。これまでに、ブライト王国から入国する際に使われる北西部から王都への道路はすでにできあがっている。通行料を取られるものの、これまで五日かかったものが三日で来られるとあって、需要は高いと聞いている。

「ええ。あとは東南方面への整備が整えば、国内を横断する道路が完成するのでしたよね」

「そうだ。その最終調整と、工事の計画の確認も含め、東方領を管理しているロイヤルベリー公こう爵しゃく家に出向くことになった。一週間後に出発して、しばらくあちらに滞在する」

「そうなのですか」

「期間は一ヵ月だ」

「長いですね」

　フィオナは寂しさにため息をつく。もちろん、わがままを言うつもりはないが、それほど長い期間夫と離れるのは、正妃になってからは初めてなのだ。

「そんな顔をするな。行きたくなくなるだろう」

「あら、私はべつに」

　見透かされた感じがして、ぷいとそっぽを向くと、オスニエルがくつくつと笑う。

「俺は寂しいが？　お前を抱けないのはつらいし、オリバーとアイラの声が聞けないのもつまらないな」

　あっさり素直になられて、フィオナは戸惑う。自分だけが意地を張っているのは、馬鹿みたいだ。

「それは、……私だって」

　もじもじと弁解し始めた途端、オスニエルに唇を奪われた。離れるとき、彼はいたずらをした子供のような表情で笑った。その顔は、フィオナをときめかせるには十分だった。

「今日は早めに仕事を終えてくる。夜、ゆっくり話そう」

「……はい」

　素直になって、彼の胸に体を預ける。オスニエルの手がいたずらをしようと動きだしたタイミングで、控えめなノックの音が響いた。

「オスニエル様、そろそろお時間です」

　ロジャーの呼びかけに、オスニエルは一度舌打ちをし、名残惜しそうにしながら、執務へ戻っていった。










国王様のはかりごと




　さかのぼることひと月前、オズボーン王国の国王、アラスター・オズボーンは、交易のための幹線道路整備の報告を宰さい相しょうから聞きながら、内心では苦虫を噛みつぶしていた。

　そもそも、この事業はフィオナが側妃時代にひそかに行っていた氷の輸入を後押しするために、オスニエルが始めたものだ。現在までに、ブライト王国との玄関口である北西から王都に至る道路と、南東に向かう道路の途中までが整備されている。

　オスニエルに、フィオナとの結婚を強要したのはアラスターだ。聖獣の加護のために侵略しきれないブライト王国を、事実上の属国にするための政策だった。

　それ自体は成功し、オズボーン王国がやや上の立場に立ち、ブライト王国とは友好関係が続いている。

　予想外だったのは、オスニエルがフィオナにのめり込んでしまったことだ。

　オズボーン王家は、ボーン帝国の血筋を継ぐ尊い血統だ。

　かつて大陸全土を領土とし、四百年続いて栄華を誇ったボーン帝国。アラスターは、その血の尊さを幼少期から教え込まれてきた。

　だから彼は、多くの側妃を持ち、子も多くいるが、帝国ゆかりの貴族令嬢だった正妃イザベラとの子であるオスニエルを王太子として優遇してきたのだ。第二王子もボーン帝国貴族の血統ではあるが、血の正当さでいけば、オスニエルにはかなわない。

　オスニエルにもそんな教育を施してきたはずだった。だからアラスターは、息子が、他国出身の姫を、正妃にするほど入れあげるとは思わなかったのである。

　オスニエルはさらに、フィオナ以外に妻はいらないとまで言いだした。

　やがて熱も冷めるだろうと、アラスターもいったんは了承したが、ますますフィオナに夢中になるオスニエルを見て、心配になってきている。

「――というところですね。通行料を払ってでも、商人たちにはメリットがあるようで、道路整備の初期投資は、二年で回収できると思われます。これが、ロイヤルベリー領を通り、東方諸国への窓口となれば、ますます収益はあがるでしょう」

「ほう。オスニエル様は結婚されてから、変わられましたなあ」

「貿易で、国益がここまで増えるとは……」

　宰相の報告に、貴族たちはオスニエルを持ち上げる発言を始める。それも、アラスターは気に入らない。

　実際、フィオナが各地方の特産品を、女性の茶会で紹介することにより需要が高まり、オスニエルが道路を整備したことで、タイミングよく王都で販売することができ、懐が温まった領土も多い。

　国王としては、この成果を喜ぶべきなのだとは思う。理解しているからこそ彼は苛立ちを表情には出していない。

　だが、この成果が、ブライト王国出身の姫が出したものだと思うと、理不尽な怒りが湧き上がるのだ。

「早く東南へも幹線道路を伸ばしていきたいですね。我が領土では、新しい香水の開発に力を入れております。ぜひこれを特産品として全土に売り込みたいと思っているのですよ」

　にこやかに応じるのは、ロイヤルベリー公爵だ。

「香水？」

　アラスターは公爵へ話しかける。

　オスニエルの四歳上となるロイヤルベリー公爵は、人好きのする笑みを浮かべる。

「ええ。これまでのものよりも、ずっと香りが強く長持ちするのです。妹のジャネットが配合しているのですよ」

「ジャネットか。……息災か？」

　ジャネット・ロイヤルベリーは、オスニエルの最初の縁談相手だ。フィオナ毒殺未遂事件の首謀者であるリプトン侯爵令嬢ジェマが正妃候補として浮上したのは、ずいぶん後になってからのことで、アラスターは当初、ジャネットを正妃候補の大本命と考えていた。年齢のつり合いも取れていることから、オスニエルが十九歳の時に、結婚話が持ち上がったのだった。

　しかし、結婚自体に興味を持たないオスニエルのせいで破談となり、失意のジャネットは、領土内のブレストン伯はく爵しゃく子息のもとへと嫁入りした。

　ブレストン家は花か卉き栽培を事業としており、ジャネットは嫁入りしてから、香水をつくる技術を学び、領地の花を存分に生かしているのだそうだ。

「ええ。戦争で夫を亡くしてからは、事業に熱を入れておりましてね。とくに香りの配合に興味があるようです。領土内では、ジャネットのつくる香水は人気があるのですよ」

「ロイヤルベリー家に戻っているのか？」

「子供がいませんでしたから。それに、ブレストン伯はく爵しゃく家よりは我が家の方が家格も上ですしね」

「そうか」

　だとすれば、ジャネットは寡か婦ふとはいえ、いまだ〝ロイヤルベリー公爵家のご令嬢〟だ。

　アラスターはにやりとほくそ笑む。

（これはチャンスだ。今一度、オスニエルとジャネットの縁談を成立させるのだ）

　正妃がいる以上、側妃としてという形にはなるが、ロイヤルベリー公爵家は帝国の血筋を色濃く継いでいる。ふたりの間に子が生まれれば、ブライト王国の姫が生んだ子よりも、国王となる資質があるに決まっている。

「公爵。あとで内々に話がある」

　そう言い、いったんは報告の場を終える。場所を執務室に変え、アラスターは、ロイヤルベリー公爵と話し合った。

「ジャネット嬢は、オスニエルのことをどう思っておられるだろうか」

　前のめりで言うアラスターに、公爵は困ったように笑みを浮かべた。

「オスニエル様はフィオナ様に夢中でいらっしゃいますよ」

「今はな。きっと物珍しいのだ。だが、それがいつまでも続くと思うか？」

「ジャネットは一度結婚した身ですし」

「だが子はいないだろう。問題はない」

　ロイヤルベリー公爵はあまり乗り気ではなさそうだ。アラスターは不思議に思う。最近の若い者はどうしてこう野心がないのか。妹が王族に嫁ぐなんて、これ以上ない幸運だと思うのに。

「……わかりました。ジャネットにも伝えてみます」

　結局、曖昧な返事のまま、公爵は自領に戻っていった。




　三週間後の会合の際、ロイヤルベリー公爵から戻ってきた返事は、王が望んだ前向きなものだった。

【もしお会いする機会があれば、懐かしく話したいと思っております】

　ジャネット直筆の返事を読み、アラスターはにやりと微笑む。

（ジャネットの方は、オスニエルに未練があったのかもしれないな）

　アラスターは、幹線道路整備事業にかこつけて、オスニエルにロイヤルベリー公爵家への一ヵ月間の滞在を命じた。

　ジャネットには、ぜひとも滞在中にオスニエルを虜にするように、と厳命して。




＊　＊　＊




　ロイヤルベリー公爵家に向かう前日、フィオナ一家は夕食を共にした。

「おいちーね！」

　頬を染めて喜ぶアイラと、パンに一生懸命にかじりつくオリバー。子供たちの食事には手伝いにポリーとシンディがつき、汚れた口もとを拭いてくれている。

「ふたりとも、俺がいない間、いい子にしているのだぞ？」

「おとたま、おでかけなの？」

　ひと月帰ってこない、と言っても、子供たちにはその長さがピンと来ていないようだ。「つまらないなぁ」と言いつつも、そこまで残念そうではない。

「土産を買ってきてやるぞ」というオスニエルに、オリバーが両手を上げて喜びをアピールする。

　食事を終えると、ポリーとシンディは子供たちの世話を引き受けてくれた。

　オスニエルとフィオナは寝室に放り込まれ、「ご夫婦でごゆっくりなさってください」と、侍女たちも聖獣たちも部屋から出ていく。

　お膳立てされると、妙に恥ずかしくなってしまう。オスニエルも同じ気持ちらしく、照れたように首のうしろをかきながら、「あー」と呻うめいていた。

「そうだ、フィオナ。以前から進めていたエリオット殿の留学の話だが」

「はい」

　フィオナの弟のエリオットは、現在十八歳だ。王位を継ぐ前に、ぜひ、建築美術について学びたいと、以前からオズボーン王国への留学を希望していたのである。

　芸術は王位継承に必要ないという父は、なかなか首を縦に振らなかったが、一年の短期留学は、世界を知るためにも有意義な体験になると言って、オスニエルが働きかけてくれていた。

「お義ち父ち上うえの了承は取れた。あとは王立エラルドセントラル大学の編入試験を受けてもらって、合格ならば入学という流れになるだろう。ロジャーに手配を任せていたのだが、あいつも公爵領についてくるから、別の者に担当させる。名前はデニスだ。お前が進捗なんかをチェックしてくれるか？　父上にも話を通しておくから」

「はい。もちろん。……ありがとうございます」

　エリオットの喜ぶ顔が目に浮かぶ。弟のことにまで、細かに気を配ってもらえるのがうれしくて、フィオナの顔は自然にほころんだ。

「……かわいいな」

　ぼそりと聞こえたつぶやきに顔を上げると、オスニエルの顔がすぐ近くにあった。オスニエルの切れ長の目が、やわらかく弧を描いている。見とれているうちにキスをされた。

「……ん」

　誰もいないことが、フィオナに羞恥心を捨てさせた。その先を期待するような吐息が出てしまう。

　オスニエルも、余裕のない様子で、何度も唇を重ねてくる。ふたりの呼吸が少し荒くなったころ、オスニエルはフィオナを抱きしめた。

「ひと月我慢できるよう、今日は堪能させてくれ」

「ん、……もう、なにを言っているんですか」

「ふたりきりのときは、敬語もやめるよう言ったはずだぞ」

　そう言いながら、オスニエルの右手は抜け目なく、フィオナの服の胸もとをはだけさせた。

「フィオナ、愛している」

　胸もとにキスをされ、フィオナの体が軽く跳ねる。彼の息が直接肌にあたり、敏感に反応してしまう。

「私も、……その」

　恥ずかしさでもじもじとするフィオナを、オスニエルは、言葉をねだるように上目遣いで見上げた。

「ちゃんと言え」

「あなたを愛しているわ。オスニエル……さ」

　癖で敬称をつけそうになったフィオナの言葉を、オスニエルが吸い取った。それが始まりの合図であったかのように、オスニエルの手は、フィオナの体をなぞっていく。

「あ……」

「今日は我慢できそうにない」

　ふたりは別れを惜しむように、長い夜を過ごしたのだった。




　出発の朝。フィオナは寝不足の目をこすりながら、オスニエルを見送るために、子供たちと聖獣たちを連れて、城に来ていた。

　出立するのは、オスニエルとロジャー。それと事務作業を手伝う側近がもうひとりと、護衛が五名だ。

　ロイヤルベリー公爵家はオズボーン王国の東側の大半を管理する領主で、領内には小領主である伯爵が数名いる。首都からは、馬車で行けば四日、騎馬で行けば三日というところだ。

　オスニエルは馬で行くつもりなので、飛ばせば片道三日で行けるのだが、荷物があるため、結局は馬車に合わせたスピードで行くことになる。

「とーた」

「おとさま、いっちゃうの？」

　子供たちはオスニエルに抱きつき、別れを惜しんでいる。オリバーはまったくわかっていないようだが、アイラはなにかしら感じているらしく、涙目になっていた。

「母様の言うことをよく聞くのだぞ？　困らせては駄目だからな」

「アイラ、そんなこと、しない」

「あい」

　アイラは反論して頬を膨らませ、オリバーは素直にうなずいた。

　オスニエルの目尻が下がっているのを見て、フィオナは微笑ましい気持ちになる。

「いってらっしゃいませ。どうかお気をつけて」

　最後にフィオナが挨拶すると、オスニエルは彼女を軽く抱きしめ、耳打ちした。

「ドルフがいるから大丈夫だと思うが、フィオナも無理はするな。力仕事が必要なときはカイを呼べ。緊急で問題が起こったときは、ドルフを俺のところによこしてくれ」

『俺は郵便屋じゃない』

　オスニエルの勝手な言い分に、ドルフがフィオナにだけ聞こえる声で文句をつけていた。

「そうね。どうしようもなくなったら、ドルフにお願いしてみます。でも私はあなたの妻です。ちゃんと留守を務め上げてみせますわ」

　心配させまいと笑顔をつくったフィオナに対し、オスニエルはほんの少し眉を下げて苦笑した。

「……いざとなると行きたくなくなるものだな」

「あら、駄目よ。あなたはいずれ、この国をしょって立つ人だもの。しっかり顔を売っていらしてくださいな」

「わかっている。……留守を頼むぞ」

　フィオナの頬に長めのキスをした後、オスニエルはくるりと向きを変え、馬の方へと歩いていった。

「フィオナ様、オスニエル様のことはお任せください！」

　笑顔を見せるのはロジャーだ。細やかに気を配ってくれる彼がいれば、オスニエルのことは大丈夫だろう。

　フィオナは寂しがる双子を励ましつつ、オスニエル一行を見送った。




　オスニエルには強がって見たものの、いざ彼が行ってしまうと、フィオナは虚脱感に襲われた。寂しくて、なんとなく体に力が入らない。後宮に戻るとすぐに、居間のソファに体を沈めてしまった。

「かーたま、おにわであそぼ？」

　アイラが誘ってくれ、オリバーはすでに中庭に向かっていたが、フィオナは動く元気が出てこない。

　ポリーはそんなフィオナの状態をおもんぱかって、「私とシンディがお子様方を見ていますよ！」と請け合ってくれた。

「じゃあ、リーフェも！」

　アイラが面倒くさがるリーフェを連れていってしまったため、後宮の居間には、フィオナとドルフだけが残された。

　ドルフはぐったりとソファに身を預けるフィオナの脇に、ぴょんと飛びのる。

「あーあ。……オスニエル様、行っちゃったわね……」

『俺はせいせいする。あいつがいると、お前にべたべたして邪魔だ』

　ドルフが鼻息荒く言うので、フィオナはおかしくなってきた。

「ふふ。ドルフってば」

　ドルフは子犬姿のまま膝にのってくる。

『定位置を奪おうとするからな、気に入らんのだ』

「よく言うわね。膝にのるのが一番多いのは、ドルフ、あなたよ」

　フィオナがその毛並みをなでると、ドルフは満足そうに耳を揺らした。

　言い方はぶっきらぼうだが、ドルフはいつもフィオナを気遣ってくれる。夫と離れた寂しさが、ドルフとの会話で紛らわされているのは間違いない。

「いつもありがとう。ドルフ」

『ふん。お前に倒れられては困るからな』

「ドルフとふたりでこうしてのんびりするのも、久しぶりね。なんだか幸せで怖くなるわ」

　ドルフは耳をピクリと動かし、顔を上げた。

『そうか？　あまりにも束の間すぎないか。俺はもっとのんびりしたかった』

　どういう意味かと問いかける前に、窓が開き、オリバーが飛び込んできた。

「かーた！」

　そのうしろに「まってぇ」と続くのはアイラだ。

「ドル！」

「やっぱり、かーたまとあそびたい！」

　ふたりのお庭遊びはもう終わりらしい。リーフェとポリー、シンディも入ってきた。

「ドル、ドル！」

　オリバーは、ソファによじ登ると、子犬姿のドルフに上からのしかかってきた。

「オリバー、それじゃあ、ドルフがつぶれちゃうわよ」

「つぶ……？」

　ようやく、オリバーが体をよけた。苦しかったろうに、ドルフはその間ずっとおとなしくしていた。

「ありがとう、ドルフ」

　小声でささやけば、照れたように耳をピクリとさせた。

『ふん。仕方なくだ』

　フィオナを守ってくれる聖獣様は、口で言うよりはずっと優しいのだ。




　オスニエルがいないので、フィオナの寝室にはドルフとリーフェが集まり、聖獣姿に戻ってくつろいでいた。

　双子は隣の子供部屋で眠りにつき、侍女たちも今は自室に下がっている。

　話はリーフェの『オスニエルってどこに行ったの？』から始まり、フィオナがロイヤルべリー公爵家に行ったと説明すると、『ロイヤルベリーって、私、知ってるよ』と言いだした。

「そうなの？」

『うん。ルーデンブルグによく来るよ？　ロイヤルベリーの人』

　以前、オスニエルから、ルーデンブルグは王家の直轄地で、フィオナたちが泊った離宮も王家の持ちものなのだと聞いた。ただ、距離が遠いから、定期的な視察は近くの公爵家筋に任せているとも言っていた気がする。

　地図を見れば、ロイヤルベリー家が管理する領土と隣接しているから、任された公爵家というのはロイヤルベリー家なのだろう。

「そうなのね。公爵様ってどんな方かわかる？」

　リーフェはフィオナに白い毛をなでられて、気持ちよさそうに目を細める。

『なんか、ふにゃふにゃした人。やわらかいけど、なに考えているのかよくわからない。悪い人じゃなさそうなんだけど、たまに嫌なにおいがするんだよね』

「におい？」

『花のにおいなのかな、あれは』

　そういえば、ルーデンブルグにある王家の離宮のそばには、植物園もあると聞いたことがある。

「そうなの？」

『たまにいい匂いの時もあるんだけど、嫌なにおいの時は、鳥がざわついたり、魚が暴れたりするからちょっと苦手』

「……？」

　なぜ鳥や魚が関係するのかわからず、フィオナは小首をかしげたが、リーフェは普段から感じたままを言うので、それがなにを意味しているのかわからないことも多い。今回もそれと同じだろう。

（ロイヤルベリー公爵家では香水をつくっているって言っていたっけ）

　開発しているくらいだから、当然、失敗のにおいもあるのだろう。

　なんにせよ。オスニエルには無事に帰ってきてほしいものだ。










ロイヤルベリー家の香水




　最初の三日をかけて、オスニエル一行はロイヤルベリー公爵家の領土へ入った。このあたりまではすでに道路が整備されているため、旅路もそこまできつくはなかった。

　ここから一日かけて、公爵家まで向かう。この先の道路は必要に応じて突発的に整備したもので、馬車がすれ違うのもギリギリの幅の狭いところが多く、距離のわりには時間がかかる。

　だが、天候には恵まれ、一行は景色を楽しみながら馬を走らせることができた。

「オスニエル様、もうじき到着しますよ」

「ああ」

　ロジャーに言われ、オスニエルはねぎらうように馬の首をなでる。

「いい景色だな。フィオナを連れてきてやりたかった」

「お子様たちもご一緒ならよかったですよね！」

　ロジャーも同意する。いまだ独身のロジャーは、アイラとオリバーを我が子のようにかわいがっているのだ。

　戦争をしないと決めたオスニエルが王都にとどまるようになり、ロジャーにも縁談がいくつか舞い込んでいたようだが、どれも相手から断られてしまったらしい。オスニエルの側近という立場自体はいいが、ロジャーは伯爵家の次男なので、継ぐ家がないのが障害になっているようだ。

（俺が王位を得たら、こいつにも爵しゃく位いを与えないといけないな）

　領土持ちの貴族はどうしても保守的になる。そういう意味では、ロジャーのようなそこそこのいい家門の次男や三男は、使い勝手がいいのだが、いつまでも独身にさせておくのも気の毒だ。

　やがて一行はロイヤルベリー公爵家の敷地に入る。門番が控えている正門をくぐると、季節の花が植えられた庭園が広がっていた。庭には噴水や、広い東屋があり、その奥に大邸宅がある。白い壁に青い屋根の、清潔感漂う屋敷だ。

「ようこそいらっしゃいました。オスニエル殿下」

　出迎えてくれたのは公爵本人で、一行は中へと案内される。

　開放的な玄関ホールは吹き抜けになっており、二階の窓から差し込む夕日が、ホール全体をオレンジに染めていた。中央に大階段があり、天井には豪華なシャンデリア。調度品もすべて最高級品が備えられている。

「素晴らしい屋敷だな。ダレン」

　現ロイヤルベリー公爵のダレンは、オスニエルより四歳上だ。彼が王都の大学で学んでいたときに交流があり、ふたりは名前で呼び合う間柄である。

「お褒めにあずかり光栄です。こちらの屋敷にいらっしゃるのは初めてでしたね。庭園が自慢なのですよ。あとでジャネットに案内させましょう」

「ジャネット？　いるのか？」

「ええ。オスニエル様はご存じありませんでしたか？　輿入れ先のブレストン伯爵子息ユーインとは死に別れましてね。子もいなかったことから、今は我が家に戻ってきているのです」

「そうだったのか」

　公爵家は王家に次いで帝国の血が濃く、オスニエルと同じ黒髪を有しているジャネットは、国王のお気に入りだった。舞踏会では何度か踊ったこともある。

　十九歳の時に縁談も持ち上がったが、当時のオスニエルは結婚そのものに興味がなかった。ジャネットに対しては好きも嫌いもなかったが、『縁談は断る』の一点張りで破談にしたという過去がある。

　断られた方の気持ちなど一切考えなかったのだから、その頃のオスニエルは人でなしだったといえるだろう。

（年頃の娘が、ほぼ決まりかかっていた縁談を断られたのだ。よく考えれば経歴にも傷をつけてしまったな）

　オスニエルは、今さらながらに気まずさを感じる。顔を合わせて長々と話すのは気が進まず、断ろうとした。

「いや、案内はいい――」

「オスニエル様、お久しぶりです」

　声は、途中で遮られた。奥から、妙齢の女性が現れたのだ。緑がかった黒髪は、サイドに緩く編み込まれ、うしろでひとつにまとめられていた。

　あまり日の下にはいないのではと想像させる白い肌に、艶めいた薔ば薇ら色いろの唇が映える。通った鼻筋に、どこか悲しげな目つき。落ち着いた紺色のドレスは、楚そ々そとした彼女によく似合っていた。

　十代の時から、あまり派手ではない女性だと思っていたが、寡婦となったことにより、余計そういった印象を与える。

「ジャネットか」

　オスニエルは彼女が近づいてきた途端、違和感を覚えた。

（……なんだ？　この香りは）

　彼女からは、花の香りがした。嫌な香りではないが、鼻の奥にこびりついたように、いつまでもにおいが続いて、どことなく胸をざわつかせる。

　そういえば、ロイヤルベリー家が押し出そうとしている事業は香水だったと思い出した。

「久しいな」

「お会いできて光栄ですわ」

　堂々とした笑みで卒なく挨拶され、オスニエルは苦笑した。まったく、女性は強い。気まずさに逃げ出そうとしたことが恥ずかしく思える。

「夫君のこと、お悔やみ申し上げる。知らなかったとはいえ、失礼をしてしまったな」

「ご存じなかったんですか？」

　ジャネットは、驚いたように口もとに手をあてると、目を伏せる。

「もう五年になります。東方諸国への侵略戦争中でのことですわ。……私、オスニエル様が貿易中心の政治へ国策を変更してくださったこと、とてもよかったと思っておりますの。私のような寡婦が少しでも減るのならば、幸いですもの」

　他国への侵略戦争は、決定したのは国王だが、実際に兵を率いたのはオスニエルだ。その頃は、戦勝が続き悦に入っていたのも事実なので、少しばかりバツが悪く、オスニエルは彼女との会話を早々に切り上げた。

「悪いが部屋に案内してくれるか。長旅で少し疲れてしまった」

「ええ。荷物も運び入れましょう。事業の話については明日からまたゆっくりと」

　ダレンが使用人を呼びつけ、部屋へと案内してくれる。

　だが、場所が変わっても、花の香りがいつまでもまとわりついている感じがした。その夜、オスニエルは落ち着かない気分を抱えたまま眠りについた。
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　オスニエルが公爵領に行ってから三週間ほどたっていた。

　その間、フィオナはいつも通り、子供たちと過ごしていた。リーフェは『そろそろ湖の様子を見てくる』と言っていなくなり、後宮には穏やかな空気が流れていた。

　一方、オスニエルの言っていた、エリオットの留学の話は順調に進んでいた。

　デニスという名の政務官は几帳面な性格らしく、「後宮に行くわけにはまいりませんから」と、フィオナを城のオスニエルの執務室へと呼び、そこで報告をしてくれた。

　フィオナは護衛としてカイを連れている。

　城の中だから、普段ならば必要のない護衛であるが、オスニエルから、後宮から出るときは必ず誰かと一緒にいるようにと、しつこく言われているのだ。

「エラルドセントラル大学の編入試験に合わせて、エリオット様に王城に滞在していただくことになりました。こちらが日程表です」

「はい」

「エリオット様の滞在の許可は、出立前にオスニエル様が陛下からいただいておりますが、念のためフィオナ様からも、陛下にお伝えいただけますでしょうか」

「わかりました。ありがとう」

　日程表を確認すると、エリオットが来るのは二週間後となっている。試験日はさらにその二週間後。合否判定が出るのがさらに一週間後で、決まれば入寮の手続きをして、寮に移る。入寮手続きには、母国との書類のやり取りもあるので、ひと月くらいはかかるようだ。城を出るのは、ちょうど編入予定日頃になるだろう。

「エリオットが来る頃には、オスニエル様も帰っているわね」

　ここまで決まると、ホッとする。久しぶりに弟に会えることが楽しみになってきた。

「入寮手続きにどのくらいかかるのかわからないけれど、この日程だと、受かればふた月くらいは一緒にいられるのね」

　フィオナは国王への謁見願いを出し、政務官を通じて約束を取りつけた。

　国王とは、積極的に顔を合わせる関係ではない。彼は今でも、フィオナのことを辺境国の姫だという認識で見ていて、話していて楽しい相手ではないのだ。

　しかし、大事な弟のことだ。話しにくいからといって、逃げてばかりはいられない。意を決して、約束の時間に国王の執務室へ向かう。

　中に入ると、彼は重厚そうな執務机に片肘をつき、面倒くさそうにフィオナを見つめた。

「何用かな」

「お時間を取らせて申し訳ありません。弟の留学の件で、ご報告があります」

「ああ。オスニエルが言っていたな。エリオット殿だな」

「はい」

　フィオナが改めて説明し、滞在期間がふた月程度になると告げる。国王は「まあ、客室はあまっている。そこは好きに使えばいい」と興味がなさそうにうなずいた。

「ああ、それより。オスニエルの公爵領への滞在が長引きそうだ」

「え？」

　ついでのように言われた言葉は、フィオナに結構な衝撃を与えた。

「ご政務でなにか問題でも？」

「いいや。王城にいるより、居心地がいいのではないか？」

　少し勘に触る笑い方だったが、これ以上を国王に聞いてもどうにもならない。

「わかりました。では、エリオットの件は、この通りに進めさせていただきます」

　フィオナは頭を下げ、国王の執務室を出た。

　自分を嫌っている人と話すのは疲れる。扉を閉めた瞬間から、長いため息が出てしまった。

「どうかされましたか？」

　廊下で待っていたカイが、心配そうに話しかけてくる。

「少し疲れただけよ。……それより、カイは最近どう？　ポリーとはうまくやっているの？」

　カイとポリーは、フィオナが出産する前に、両思いであることが判明したらしい。

　ご両親には挨拶を済ませ、今は婚約者という関係だが、結婚はまだだ。ポリーが、フィオナの子育てが落ち着くまではと言って渋っているらしい。

　自分のせいだと思うと申し訳なく、フィオナとしては早くふたりを結婚させてあげたいのだが、ポリーほど信頼のおける侍女もいないので、やめられると困ってしまう。

　ポリーは結婚しても続けたいと言ってくれているが、どうしても勤める日数は少なくなるだろう。

「どういうのをうまくやっているというのか俺にはわかりませんが、ケンカなどはしていませんよ。結構楽しくやっています」

「でも、カイだって年齢的にも早く結婚したいでしょう？　そろそろ子供たちも大きくなってきたし、話を進めてもいいのよ」

「ええ。また話してみます。なかなかタイミングが掴めなくてですね……」

　ポリーの結婚に、一番不満そうにしているのは実はドルフだ。

　聖獣のときも子犬のときも変わらぬ態度で世話を焼いてくれるポリーを、彼はことのほか気に入っていて、とくにブラッシングに関しては、フィオナがするときよりもうれしそうにしている。

　ポリーとカイが婚約したと教えたときは、『人間は結婚年齢が早すぎる』とぶちぶち言っていた。ひそかに邪魔をしているのではないかと、フィオナは心配している。

「後宮に戻るわね。カイも一緒に来てくれる？　手紙を書くから、書き終えたらすぐに出してきてほしいの」

「はっ」

　カイを連れて後宮に戻ると、ポリーが迎えてくれた。

「ポリー、私が手紙を書いている間、カイにお茶を出してあげて」

　しばらくふたりで過ごさせるつもりでそう言いつけ、フィオナは別室で、オスニエル宛の手紙を書き始めた。興味を持ったアイラが、服の裾をつんつんと引っ張る。

「かーたま、なにしてるの？」

「お手紙を書いているのよ。アイラ」

「おてがみ？」

「うーん。気持ちを伝えるもの、かな？」

　アイラはフィオナの書いた文字をなぞるように指を動かす。

「アイラもかく」

「そう？　じゃあ、お父様へのお手紙に入れましょうね。新しい紙をあげるから、こっちに書いてね」

　シンディに新しい便せんを出してもらい渡すと、アイラはうれしそうにペンを掴んだ。しかし、手つきがスプーンの持ち方と一緒だ。これではまともな字は書けないだろう。案の定、アイラはいびつな丸を書いていくだけだ。

　それでも、本人は満足げである。

　すぐにオリバーも寄ってきて「も！　も！」と叫び出す。どうやら自分も書きたいようだ。

「はい」

　オリバーに至ってはペンを持つこともできない。だが、手にインクがついたせいで、紙には指紋がついた。オリバーはぱっと笑顔になり、ペタペタとたくさん指紋をつけていく。

「きゃー！　オリバー様、その手でほかのところを触らないでくださいませ！」

　最初に気づいたシンディが叫び、物音を聞きつけたポリーとカイが、慌てて逃げようとするオリバーをつかまえる。

　フィオナは苦笑しながら、オリバーの残した指紋だらけの手紙を見た。

　なにが書きたかったのかはさっぱりわからないけれど、子供たちなりにオスニエルに伝えたい気持ちがあるのかと思えば、微笑ましく思える。

　フィオナは急に素直な気持ちになり、報告を書き連ねた手紙の最後に、【滞在が長引くと聞きました。お体に気をつけて。早く会いたいです】と付け加えた。
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　オスニエルのもとに、フィオナからの手紙が届けられたのは、四日後だ。すぐに開けて、中身を確認するなり、オスニエルは立ち上がる。

「帰る」

「ちょ、ちょーっと待ってください、オスニエル様」

　ロジャーが慌てて止める。

「まだ話し合いは終わっていませんよ」

「だいたい固まっただろう。幹線道路の整備には、ダレンも出資すると言っているし、領内の業者の雇用に関してもだいたい決まった。あとはせいぜい、ジャネットが進めたいと言っている香水の販売計画くらいだが、それは俺が手を出す問題じゃない」

　オスニエルは憮ぶ然ぜんとして言うが、机上の話し合いだけで終わるのならば、べつに王族がわざわざ出てこなくてもいいのだ。

「それだけじゃありませんよ。今後、円滑に工事を進めていくうえでも、ロイヤルベリー領内の貴族ともっと顔つなぎをしていかなければならないでしょう。そのために公爵様も夜会を開いてくださるのですから。滞在を延ばしたのも、夜会の予定がたくさん入ったからでしょう」

「ああ。しかし、ジャネットをエスコートするというのはどうもな」

「仕方ないでしょう。フィオナ様は王都にいるわけですし」

　幹線道路沿いの土地は、今後交易で発展する可能性が高く、そこを領地とする小領主たちは喜んでいるが、逆に道路が通らない地域は衰退する可能性が高い。ロイヤルベリー公爵は、その不満を抑える意味でも、この幹線道路の整備が、王族が率先して行う国の事業であることを領内に知らしめたいのだ。

　だから夜会にオスニエルが参加するのは必須だ。そして夜会には通常パートナーが必要だ。というか、オスニエルはいらないと言ったが、公爵に『領内貴族はパートナー同伴で来るのですから』とごり押しされたのだ。

　そうなれば、年齢的にもつり合いが取れ、現在は独身者であるジャネットがパートナーに選ばれるのは妥当であり、オスニエルとしてもフィオナが王都にいる以上、反対する理由をつけられない。

「……連れてくればよかったな」

　ため息をつきながらポソリとこぼすオスニエルを、ロジャーはぱちくりとした目で見つめる。

「オスニエル様、変わりましたね」

「そうか？」

「昔は仕事を遂行するのに女性は邪魔だという考えでいらっしゃいましたよ」

　言われてみれば、そうだったろうか。たしかに戦時中は結婚する気にはならなかったし、男女のあれこれで心をわずらわされるのも面倒だった。

　だが今は、なにをするにしても『フィオナの意見を聞いてみたい』という思いが先立つ。

「自分の意思だけで推し進めるのは違うと学んだのだ、これでも」

　オスニエルは、王太子として幼少期から帝王教育を受けてきた。

　大国を治める者の心構えとして、細かいところよりも大局を見ろ、感情よりも論理的に考えろと言われて育ってきたのだ。

　それは一理あることで、君主が個人の事情をいちいち鑑みていては、話が進まない。大きな国を動かすには、広い視点で物事を見る必要があるのだ。

　父ももちろんそういう考え方をするし、ドルフも、往々にして結果さえついてくるのならば、途中経過は気にしない傾向がある。もしかしたら、それは男性的な考え方なのかもしれない。

　だから、フィオナが見せる、人の心をおもんぱかり、細やかに気遣う姿は、オスニエルには新鮮なものだった。

　孤児院に関しても、オスニエルは国庫から資金を出しているというだけで支援していた気になっていた。孤児の就職先に関して考えることなどせず、ただ、孤児の人数だけを把握し、対応する受け入れ先があるのかということだけを気にしていたのだ。

　自分たちで将来のための資金を貯めさせよう、子供たち本人に未来の可能性を教えようという発想は、自分からは絶対に出てこなかっただろうと思う。

　時には、どうしてこんな些末なことを、と思うこともある。けれど、フィオナの意見の根底には必ず、国を支える国民を守るという思想があるのだ。

　オスニエルは彼女が教えてくれた新しい視点に感心しているし、感謝もしている。自分のこれまでの考えを変えてもいいと思うくらいには。

「いい伴侶を得ましたね」

「そうだな。お前はいまだに独り者でかわいそうだな」

　ロジャーに諭されるのも癪しゃくに障るので言い返すと、ロジャーは憤慨したようだ。

「部下への心遣いも学んだ方がよろしいですよ！　フィオナ様ならそんなこと言いません！」

「うるさい」

　名前を出されると、もっと会いたくなる。

「……支度をする」

　プイとそっぽを向いて、オスニエルは用意された礼服へと袖を通した。

　そして、空いた時間ですぐに、滞在が延びたということと、【久しぶりに弟とゆっくり過ごすといい】と手紙への返事を書いた。




　それから一時間半後、オスニエルはジャネットの部屋の扉をノックした。

　すぐに扉が開いたが、出てきたのは侍女で、「もうすぐお支度が終わりますので、少々お待ちください」と告げられる。

　エスコートする男が、相手の部屋まで迎えに行くのはマナーなのでやむを得ずだが、フィオナが知ったら憤るのだろうかなどと考える。

（いや、ないか。そんなやきもちを焼かれたことなどなかったな……）

　冷静になり、真顔になるとともに、少しばかり寂しい気分になる。

　そもそも、フィオナと自分の愛情を秤にかけることができるなら、絶対に自分の方が重いと、オスニエルは思っている。

　オスニエルが強気で迫れば、『愛している』とは言ってくれるが、フィオナはあまり自分の気持ちを押しつけてこない。

　普段も、侍女や子供たちと楽しく過ごしているようで、オスニエルが来るのを待ち構えているというわけでもなさそうだ。とくにいなくて寂しがられた覚えはない。

（……かまってほしがらない女が楽だと思っていた時期もあったのだがな）

　自分の方が寂しいと思う日が来るとは思わなかった。

「はあ」

　ため息が止まらない。こうして離れていると妙に不安になってしまう。

　前にドルフから聞いた、『これまでの人生の大半で、お前がフィオナを殺していたんだからな？』という言葉。オスニエルは、あれがずっと引っかかっている。彼女が過ごしたという七回ものループ人生。直接あるいは間接的に彼女を死に追いやったのは、ほかでもないオスニエルだというのだ。

　ドルフが嘘をつく必要性はないので本当なのだろうが、だったらどうして、彼女は自分を愛してくれたのだろう。何度も自分を殺した男など、恐ろしくて近づきたくもないだろうに。

　考えれば考えるほど、オスニエルは自信がなくなってくる。フィオナが、本当に自分のことを許し、愛してくれているのか、わからないのだ。

「お待たせいたしました」

　フィオナのことを考えていたからだろうか。侍女が扉を開けたとき、奥に立っているジャネットが一瞬フィオナに見えた。しかし、瞬まばたきをして、我に返る。

　ジャネットはオスニエルの三歳下で、女性として熟成した年齢だ。まだ二十歳のフィオナとは違い、落ち着いた印象がある。

　ふくよかな胸に見事な腰のくびれ、それを強調するようなマーメイドラインのドレス。落ち着いた紺色が、彼女の大人びた顔にはよく似合っていた。

　綺麗に化粧を施し、特産である香水をつけている。百ゆ合りを思わせるような香りが、あたりに広がった。

「これが、売り出したいと言っていた香水か？　百合の香りがするが」

「売り出したい香水の種類はたくさんあります。これは百合の精油をベースに配合したものですね」

　ただ、いささか香りが強い。フィオナがあまり香水をつけないせいか、どうにもにおいが鼻につく。

（そういえば、フィオナはなにもつけてなくても、いい香りがするな）

　最近は、子供たちと過ごす時間が多いからかミルクっぽい香りが強い。初めて授乳する姿を見たときは、聖母という言葉が浮かんでくるほど、尊く、美しく見えた。

　最近はアイラもオリバーも食事で栄養をとるようになったため、見ることはなくなったが、時々甘えるように彼女の胸にくっついているのを見かけたことがある。

「オスニエル様？」

　ジャネットに呼びかけられ、意識がフィオナのもとへ飛んでいたオスニエルは我に返る。

「ああ。……では行こうか」

「はい」

　ジャネットの身長にしては低い位置に手を差し出してしまい、オスニエルは慌てて手の位置を修正する。ジャネットは不思議そうな顔をしながら、右手をのせ、歩きだした。

「まさか、今になってこうしてオスニエル様と歩けるとは思いませんでしたわ」

「ああ。縁談のことか？　あの時は悪かったな」

　さらりと謝罪すれば、ジャネットは変な顔をした。

「なんだ？」

「いえ。オスニエル様が謝ることなどないと思っていたので」

　以前、フィオナにも言われた気がする。

　彼女に会う前は、自分の考えが絶対だと思っていたし、王太子である以上、人に弱みを見せるなど、あり得ないと思っていた。

「ああ。……フィオナに出会って、俺も少し考えを改めたのだ。以前の俺はあまりに傲慢だった。君の気持ちも考えず、勝手をしたことは悪かったと思っている」

「まあ、奥方様のおかげですの」

　ジャネットは扇を広げ、笑みを浮かべた口もとを隠す。その視線に、冷やかすような雰囲気を感じ取って、オスニエルは眉を寄せた。

「なんだ」

「いいえ。仲睦まじくいらっしゃるのね」

「そうだな。すぐに帰りたいと思うくらいにはな」

「まあ」

　含み笑いをして、ジャネットはオスニエルの腕に手を絡めた。やわらかい胸の感触が腕に伝わってくる。

「ジャネット、離せ」

「今日は私がパートナーでしょう」

　オスニエルは強引に彼女の手を外そうとしたが、離れる前に会場に着いてしまった。

　やがて、多くの客の視線にさらされ、挨拶を受け始めると、ジャネットにかまっている場合ではなくなる。

　幹線道路整備は、フィオナの願う貿易拡大政策にもつながるものだ。公爵や領民の反対意見が出ては、話が面倒になる。

「皆、今日はよく集まってくれた。このたびの道路整備事業は、必ずや国益をもたらし、皆の暮らしを助けるものになると思っている。陛下ももちろんそうお考えだ。ぜひ、皆にも盛り立てていってもらいたい」

　オスニエルの闊かっ達たつな挨拶に、参加した貴族たちは表情を緩める。

　とりあえず、これが王家主導の事業だということが伝わればいいだけなので、それから後、オスニエルは、挨拶にやって来る貴族の相手をしていた。

「オスニエル様、どうぞ、お飲み物を」

　ジャネットが、様子を見てオスニエルに飲み物や食べ物を渡してくる。

　主催者だからこその気遣いなのだろうが、かいがいしく世話を焼かれるのは、居心地が悪い。それに、招待客たちの視線も気になった。宴が中盤を過ぎると、オスニエルの耳にも、ふたりの関係を邪推する者たちの噂話が聞こえてきた。

「やはり他国の姫ではオスニエル様をつなぎとめられなかったのですかね」

「そもそも、ジャネット様との方がお似合いですからな」

　オスニエルはじろりと彼らを睨んだが、噂というのはその程度で収まるものではない。気がつけば、フィオナには聞かせられないような噂で、客のほとんどが盛り上がっていたのだ。
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　オスニエルが不在となり、ひと月と一週間が過ぎた。当初はひと月の計画だったのに、それが延び延びになったのは、夜会の予定が入っただけではなく、ロイヤルベリー領で軽いもめ事が起こり、その仲裁を任されたかららしい。【まだしばらく帰れない】という内容の手紙を見て、フィオナはため息をついた。

　エリオットの留学の話は順調に進んでおり、いよいよ本日、エリオットの一行がオズボーン王国の王都へやって来る。

「エリオット！」

「姉上。お久しぶりです」

　最後に会ったとき、エリオットは十五歳だった。けれどもう十八歳。以前より背も伸び、大人っぽい表情をするようになった。

「ここで建築美術を学べるなんて、夢みたいです」

「エリオット、気が早いわ。編入試験を受けなければならないのでしょう？」

「自信はあります。帝王教育より身を入れて学びましたからね」

　エリオットはうれしそうに頬を染めている。そのうしろには、彼の護衛騎士であるローランドが控えていた。

　エリオットは白フクロウのホワイティの加護を得ているので、おそらく彼女もどこかにはいるのだろう。野生の獣や鳥たちともめ事を起こさないでくれることを、フィオナはひそかに願った。

　エリオットの試験は二週間後だ。その間、王城の客室に滞在し、試験対策の家庭教師をつけ、最後の調整をする。

「オスニエル様が父上を説得してくれたおかげなのですよ」

　お茶を飲みながら、エリオットはそう言って目尻を下げた。オスニエルとエリオットは、以前フィオナを救うために薬を取りに行ってから急に打ち解け、常から手紙のやり取りをしているらしい。

「まあ、そうなの」

　フィオナとエリオットの父は、祖父から受け継いだブライト王国を守ることに執心していたため、芸術方面には造詣が深くない。世継ぎであるエリオットが、古典や建築美術といった方面にばかり興味関心を抱くのを、よくは思っていなかったはずだ。

「オスニエル様が、美術を知るのは歴史を知るのと同じようなものだとおっしゃってくださって」

　たしかに、美術には国の宗教性が表れるし、職業画家はパトロンである貴族の意向を強く受ける。やや強引ではあるが、そこから世情を読み解くこともできなくはない。

　オスニエルは武力の人とばかり思っていたが、そんな説得もできるのかと、フィオナは改めて感心した。

　エリオットと話し終えると、フィオナはうしろに控えるローランドを見やった。

　相変わらず貴族然とした風貌で、護衛騎士というよりは文官のようにも見える。だがその実、腕は立つので王族の護衛騎士としては最適な人物だ。

「ローランドもご苦労様」

「フィオナ様もご機嫌麗しく。私も、エリオット様の護衛騎士として、しばらく滞在させていただきます」

「まあうれしい。あとで子供たちも連れてくるわね。あなたもエリオットも、会うのは初めてでしょう？」

　子供が生まれた報告はしたし、祝いの品ももらっているが、実際に対面するのは初めてだ。

「双子ちゃんなのですよね。僕、会えるのを楽しみにしていたんですよ」

　エリオットが表情を緩める。相変わらず、人を和ませる顔立ちだ。それまでおとなしくしていたドルフがひょこりと顔を出す。

「キャン」

「おや、ドルフ。相変わらず姉上のそばにいるのだね」

　ドルフが聖獣だと知っているのは、この場ではフィオナとエリオットだけだ。今はローランドもいるため、ドルフはかわいい子犬を装う。ローランドが微笑ましく眺めているところを見ると、エリオットは約束通り、ドルフの正体を内緒にしてくれているのだろう。

「オスニエル様もあなたに会いたがっていたのだけど、仕事で東方に行っているの」

「ええ。オスニエル様から直接お手紙で謝罪をいただいています。ゆっくりしてほしいと言っていただけて、ホッとしていますよ」

　ちなみに国王は、相変わらずエリオットを侮ったような態度をとっている。そのせいか、有力貴族の反応は様々で、オスニエルがいない今は冷ややかな態度の者の方が多いくらいだ。

　フィオナはオスニエルと共に、貿易関係で成果を出しているため、国内での彼女への対応はよくなってきたが、周辺国の王族に対して敬意を持たない貴族はまだまだたくさんいる。

（城にいる間は、私が守ってあげなきゃね）

　久しぶりにフィオナの中に、姉としての矜きょう持じがむくむくと湧いてきていた。




　その日はエリオットを歓迎し、フィオナと子供たちは、彼らと共に夕食を取った。

「おじたま？」

「おー？」

　双子はエリオットに手を差し出され、不思議そうな顔をする。オリバーは警戒心をあらわにしているが、アイラの方は、うしろで微笑みをたたえるローランドを見て、ひと目で気に入ったようだ。

「おーじさま」

「違うわよ、アイラ。王子様はエリオットの方。ローランドは騎士」

「ろーらんど……」

　名前もしっかり覚え、両手をピシッと伸ばす。

「ろーらんど、だっこ」

「アイラ！」

「いいのですよ、フィオナ様。光栄です、姫君」

　ローランドは、整った優しげな顔にさらにとろけるような笑みをのせ、腕にアイラを抱き上げる。

「きゃー」

　大喜びするアイラは、小さくても乙女だ。キラキラした王子様のような風貌のローランドを気に入ったところを見ると、アイラの好みは正統派なのだろう。

「かわいらしいですね。フィオナ様の子供の頃のようです」

「その時はあなたも子供だったじゃないの」

「でも覚えていますよ。私に抱っこをねだったときもありました」

　そんなこと、フィオナは覚えていない。過去を知る人間と話すのは楽しいけれど、余計な思い出話は勘弁してほしい。

「あー」

　抱っこされるアイラがうらやましくなったのか、オリバーが手を伸ばしているのに気づいて、フィオナは腕に抱き上げる。

　夕食の時間は和やかに進み、フィオナも、久しぶりの故郷の話を楽しんだ。




　会食が終わり後宮に戻るとき、アイラがごねたため、ローランドが途中までついてきてくれた。

「ローランド、ごめんなさいね。エリオットの護衛をしなきゃならないのに」

「エリオット様はお部屋におられますから大丈夫です。かわいいお姫様のご希望に添うことができてうれしいですよ」

　ローランドに抱っこされて、アイラはご機嫌だ。

　後宮の入り口につくと、ドルフが早く入りたいのか駆け出した。すると、オリバーも追いかけようと、フィオナとつないでいた手を放して走っていく。

「ドル！」

「キャン」

『危ないぞ』と言いながら、オリバーが転ばないようにドルフは速度を緩めた。尻尾を振って、いかにもオリバーと遊んでいるふうを装いながら、ドルフはローランドをじっと見ている。

「ドルフは、相変わらずフィオナ様のおそばから離れないのですね」

「大事なペットだもの」

「……私ではなく、ドルフを連れていくと言われたときは、少しショックでした」

　ローランドがぼそりとつぶやく。彼が自分の気持ちを吐き出すのは珍しく、フィオナは思わず彼を見つめる。

「敵国に嫁ぐあなたを守るためになら、私はなにを捨ててもいいと思っていました」

　アイラを渡すそぶりをしながら、ローランドはこっそりとフィオナの手を握った。

「ローランド」

　やや非難を込めた視線を送ると、ローランドは苦笑して手を離す。

「……あの政略結婚の話が出るまでは、陛下と父の間ではあなたと私を結婚させようという話があったのです。ご存じでしたか？」

　フィオナは息をのむ。それ自体も初耳ではあったが、アイラの前で言われたことにも驚いた。子供だからといって話がわからないわけではないのだ。ましてアイラはおしゃべりで、誰の前でなにを言うのかわからないのに。

「いいえ。そんな話は一度も。……ローランド。それが事実だったとしても、いまさら蒸し返す話ではないわ。私は今、子供たちに囲まれてこれ以上なく幸せなのだから」

　はっきりと言い返すと、ローランドは寂しそうな、少し傷ついたような顔をする。

「そうですね。申し訳ありません。つい懐かしくなって。……その」

　ローランドの目が細められ、その瞳に影がかかる。アイラがそっと手を伸ばした。

「ろーらんど、さびしいの？」

　彼は、驚いたように息をのむ。そしてアイラの小さな手をそっと包むと、力なく微笑んだ。

「大丈夫です。ありがとうございます。小さな姫君」

「えへへ」

「戻ります。久しぶりにお会いできてうれしかったです。フィオナ様」

　アイラのおかげで、ぎくしゃくした空気がほぐれた気がする。ローランドは、落ち着いた表情に戻り、礼をして戻っていった。




　後宮に戻ると、アイラとオリバーは、シンディとほかの侍女たちに風呂に連れていかれた。フィオナがひと足先に寝室へと向かうと、先に戻っていたドルフが、床の上にチョコンと座っていた。

「キャン」

「ドルフ、ここにいたの」

『お前ひとりか』

　言うなり、ドルフは聖獣の姿に戻った。フィオナがベッドに腰をかけると、ドルフも上り、フィオナの膝に頭だけをのせる。

『あの男、いまだにお前が好きなんだな』

　ぽつりとそんなことをつぶやいた。

「あの男って？」

『ローランドだよ。気をつけた方がいいぞ』

　たしかに、先ほどの意味深な態度は気にはなる。が、すでにフィオナは二児の母だ。ましてエリオットの護衛のために来ているローランドが、この城内でおかしな行動に出るとは思えない。

「まさか。大丈夫よ」

『誰かに心酔している奴は、なんでも自分の都合のいいように考えるものなんだよ。トラヴィスだってそうだったろ？』

「……まあ」

　幼い頃、ローランドと共にフィオナの遊び相手だったトラヴィスは、フィオナに想いを寄せていた。結果、ジェマに利用されて、フィオナ誘拐と暗殺未遂にかかわってしまったのだ。その罪で三年前から投獄中である。反省の態度が見られ、獄中での生活態度もいいことから、恩赦の話も出ていると聞くが、今しばらくは牢の中だろう。

「でもあれは、トラヴィスがもともとマイペースで強引な性格だからよ。ローランドはもっと思慮深いし、今の主人あるじであるエリオットの立場を悪くするようなことはしないと思うわ」

『そうかな。お前への態度は、ほかの奴に対するものとは違うぞ。距離も近かった』

「それは、……トラヴィスの話をしていたから」

　トラヴィスの話は、あまり大きな声ではできない。それでもフィオナはトラヴィスの父親がこの現状をどう思っているかを聞きたくて、こっそりとローランドに尋ねた。

　耳打ちをしていたのだから、たしかに息がかかるほど近い距離ではあったが、子供たちに聞かせるような話ではないのだから仕方ないだろう。これを親密といわれても困る。

『眉をひそめていた侍女もいたぞ。知らないぞ。変な噂になっても』

「勘弁して。私はなにもやましいことなんてしてないのよ」

『お前はな。でもあっちはそうじゃない。いまだに、政略結婚を強要されたかわいそうな姫だと思い込んでいるんじゃないのか？　ローランドは、お前とオスニエルが仲のいいところは、一度だって見ていないんだから』

「……それは、そうだけど」

　たしかに、ローランドと会うのは、オスニエルとの結婚式以来だ。

　あの頃はオスニエルと敵対していたし、会話もつっけんどんで、とてもじゃないが仲睦まじい夫婦には見えなかっただろう。

　エリオットは、オスニエルがフィオナのために薬をもらいに行ってくれたことを知っているが、ドルフが聖獣だということを内緒にするために、ほかの誰にも教えないようにと言ってある。だから、オスニエルの必死な姿を、ローランドは知らないわけで、フィオナとオスニエルの関係が改善したことを示す材料はひとつもない。

「でも、子供たちと会って、私が幸せだということはわかったはずよ。ローランドは私の幸せを壊すようなことはしないわ。そういう人よ」

『そうだといいけどな』

　ドルフの言い方に引っかかりながらも、フィオナはそうだと言い聞かせる。

「……とりあえず、オスニエル様に報告だけはしようかしら」

　エリオットが到着したことと、護衛としてローランドが来たことを手紙にしたためる。それから、アイラが歩くのが上手になったことと、オリバーの言葉が増えてきたこと。伝えたいことは、あとからあとから湧いて出てくる。

（……顔を見て、伝えたいな）

　正妃になって以来、こんなに長くオスニエルと会わないのは初めてで、フィオナは素直に寂しいと思う。顔を合わせないで暮らしたいと思っていた昔が、嘘のようだ。

【お帰りをお待ちしております】

　切ない想いはすべて一文に託す。余計なことを言いすぎては、嫌われてしまうかもしれないから。

「……なに考えているの、私ったら」

　センチメンタルな自分が恥ずかしくなってきて、手紙を握りつぶそうとしたとき、入浴を終えた子供たちが戻ってきた。

「なにしているの？　かーたま」

　ぴょこりと小さな頭が顔を出す。アイラだ。

「お父様にお手紙よ」

「また？」

「ええ」

「アイラのこと、かいた？」

「もちろん。オリバーのこともよ」

　うしろから静かにやって来たオリバーは、それを聞いてホッとしたように顔をほころばせた。

「はやく、かえってくるといいねぇ」

　アイラがこんなにお話上手になったのを、聞かせてあげたい。

　彼がいなかったのはたった一ヵ月と一週間なのに、子供はあっという間に大きくなるものだ。










雨降って地固まる夫婦ゲンカ




　ロイヤルベリー公爵家では、二転三転した幹線道路にかかわる取り決めが大詰めを迎えていた。

「では、この道路への通行料は、公爵家に七、王家に三という割り振りでよろしいですか？」

　ロジャーが、オスニエルとロイヤルベリー公爵双方に、確認する。

　幹線道路をつくる際に出資する割合と土地の使用料分を計算して、通行料を分配する。公爵家からはさらに配下の伯爵家に分配されるので、七割でも特段取りすぎということはなかった。

　この取り決めが整えば、オスニエルの最も優先すべき仕事は終わりだ。

「では調印いたしましょう」

　ロイヤルベリー公爵の印をもらい、握手を交わして仕事を終える。結局、最初に王都を出てから二ヵ月もたっていた。

「これでもう問題はないな？　俺はそろそろ王都に戻るぞ」

「もうひと晩くらいよろしいでしょう。実はこちらの方からお願いもありまして」

　すぐさま立ち上がろうとするオスニエルを止めたのは、ロイヤルベリー公爵だ。

「願いとは？」

「ジャネットがつくっている香水の販売について、相談に乗っていただきたいのです。結婚して以降、あの子は製品づくりに強い熱意を持って取り組んできましたし、領内ではそれなりに評判にもなりました。しかし、いざ王都で販売となると、どのように商人に売り込み、宣伝していくのが効果的なのか、わからないのですよ。ほら、私たちには商売をするためのノウハウがないでしょう」

「俺もないぞ？　なぜそれを俺に聞く？」

「フィオナ様は、ご商売がお上手でしょう？　オスニエル様のご助言もあってのことではないのですか？」

　オスニエルは首を横に振る。王国の生粋の貴族に、商売のノウハウなどあるはずがない。自分が気に入ったものを好きなだけ買い上げるのだ。上流貴族が好むものが、自然と話題になり下級貴族の間でもはやりだす。

（そういえば、フィオナが紐で編んだ花飾りはなんであんなにはやったんだったか）

　最初は、結婚式のドレスだった。支度金が足りないと言わせまいと意地になったオスニエルは、文句が言えないくらい豪華なドレスにしてやろうと、フィオナのもとに一流の針子を送った。そうしたら、あの花飾りがふんだんにつけられたのだ。

　色鮮やかな花飾りは、純白のドレスにとても映えた。まだ若いフィオナには少し大人っぽかったドレスが、花飾りをつけたことにより、彼女らしいかわいらしさが加わったのだ。

　おそらく、それが人づてに広がったのだろうが。

「……俺はなにもしていないぞ。フィオナが作っていたものが、商家出身の侍女の目にとまって、試し売りしたら売れたと聞いた気がするが」

「ぜひ、そのあたりのご助言を、フィオナ様よりいただきたいのです」

　ダレンは口もとを引きつらせながら、続ける。

「道路が完成した暁には、他国への輸出ができるよう、まずは、王都でどのくらい受け入れられるか確かめてみたいのです。それで、できればジャネットをしばらく王都に滞在させたいと……」

　ぎこちない微笑みに、オスニエルは苦虫を嚙みつぶしたような顔になる。

「王都に滞在させる気か？　ジャネットを？　それで俺の妻に接待しろと？」

「ええ。……できれば」

「ダレン、正気か？」

　オスニエルに睨まれて、ダレンは深いため息を吐き出した。それだけで、オスニエルは状況を察することができた。

「父上の意向か？」

「……申し訳ありません。国王陛下より、殿下がここでの滞在を終えたら、帰りにジャネットを必ず同行させるようにと言われております」

「父上の命であれば、お前もジャネットを出さないわけにはいかないということか」

「ジャネットの意思がなければ反対しましたが……」

　オスニエルは眉を寄せる。

　ジャネットにその気があるのならば、もっと厄介だ。

　彼女は王国貴族が王妃に求める資質をすべて持つ女性だ。フィオナは実力で貴族たちに存在価値を認めさせているが、生粋の王国貴族が現れれば、そちらを立てるようになるのは国民性から見てもあきらかだ。

「同行するのは避けたいな」

　ひと月の滞在予定を二ヵ月に延ばした揚げ句、女性を伴って帰れば、周りからなんと言われるか目に見えている。

　なにより、オスニエルはフィオナに誤解されたくはない。嫌われたくないのだ。

　今でこそ仲睦まじくしているが、本気で嫌われていた頃をオスニエルは忘れていない。フィオナは気の強い猫みたいに、なにかあれば本気で突っかかってくる。突っかかってくるならまだよくて、見限られたら顔さえ見せてくれない。またあの頃のようになるのはごめんだ。

「あいにくだが、俺は一刻も早く王都に帰りたいのだ。荷物の馬車より先に馬で出るつもりだ。ジャネットは馬車だろう？　荷物もあるし」

「殿下も馬車に同乗してください。護衛の数からいっても、ふたりが一緒にいた方が都合いいはずです。陛下もそのおつもりですよ」

　父を出されるとオスニエルも弱い。だが、ここで譲る気はなかった。

「では、ジャネットの護衛としてロジャーを残そう。俺の片腕で、剣の腕は確かだ」

「それでは、殿下の護衛が足りなくなってしまいます」

　オスニエルはだんだんイライラしてきた。こんな話をしている間にも飛び出したくて仕方ないというのに。

「譲歩できるのはここまでだ。俺はいざとなれば自分で戦える。むしろ、俺を弱らせているのは、二ヵ月も妻子に会っていないという現実だ。一日も早く帰りたいのだ。わかるだろう、ダレン」

　王太子としてではなく、ひとりの友人としてオスニエルは話す。こうなるとダレンも無理強いはできない。

「……わかったよ。引きとめてすまなかった」

　彼の答えが、友人としてのものだったので、オスニエルは少しばかりホッとした。
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　その後すぐ、オスニエルはロイヤルベリー公爵邸を飛び出した。ついていくのは護衛兵が二名のみだ。ロジャーは、残るすべてをうまくまとめてくるよう言いつけられて残される。

　ロジャーは、隣に立つジャネットをちらりと見つめた。

　先代公爵があまり彼女を領地から出したがらなかったため、直接話したことはほとんどないが、美しくつつましい、理想の令嬢だという噂は、常に王都で流れていた。実際に会ってみて、その通りだと思う。当時のオスニエルが、なぜこの縁談を断ったのか不思議なくらいだ。

　ジャネットは、ロジャーの視線に気づくと、申し訳なさそうに微笑んだ。

「……ごめんなさいね。私が王都に行きたいと言ったばかりに、ご迷惑をかけて」

「いいえ。美しいご令嬢の護衛ができるなんて光栄ですよ」

　ロジャーは愛想よく答える。さすが絶世の美女。視界に入るだけで心臓がどきりと波打つ。ふわりと広がる百合の香りが、胸をざわつかせるような気がして、ロジャーはこっそりと自分の頬をつねった。
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　オスニエルがこんなにも帰城を急いでいるのには、妻子に会いたい以外にもうひとつ理由がある。

（あの男が来ていると聞いて、のんびりしていられるか！）

　先週受け取ったフィオナからの手紙には、エリオットが編入試験を受けるため、護衛と共に王城に滞在しているという内容が書かれていた。

（あの護衛騎士……だよな。たぶん）

　オスニエルはいまだに忘れていない。エリオットが自分とフィオナの結婚式に参列するために王城を訪れた際、一緒にやって来た護衛騎士のことを。

　たしか名前はローランド。金髪に深い緑色の瞳を持つ優やさ男おとこだった。洗練された動きといい、騎士というよりは育ちのいい貴族の坊ちゃんという感じだったが、フィオナは笑顔を見せ、手の甲へのキスも許していた。

（幼馴染みとは言っていたが。あいつは油断ならない）

　騎士はフィオナに向かって、忠誠を誓っていた。聞けば、かつてはフィオナの護衛騎士でもあったという。

　エリオットも信頼を寄せているようで、三人がつくり出す空気に、オスニエルの入り込める余地はなかった。

　あの時のムズムズした嫌な気分が、手紙を受け取った日からずっと消えないのだ。

　同じく幼馴染みだというトラヴィスよりも、警戒すべき相手だと、オスニエルは本能的に思う。

　トラヴィスは、フィオナの気持ちを無視して、強引に事を進めるタイプだ。フィオナはそこに嫌気がさしていたようだったし、実際、自分も同じような態度で、彼女を怒らせている。

（あの男は駄目だ。誠実で正統派の優しさは、どんな女心も動かすに決まっている）

　考えれば考えるほど、自分がなぜフィオナに選んでもらえたのかわからなくなる。

　単純に、結婚してしまった相手だから、愛そうと努力しているだけなのではないだろうか。

「オスニエル様、速度を落としましょう。いくら道がいいとはいえ、飛ばしすぎです」

「ついてこられないなら、あとから来い！」

「そういうわけにはいきませんよー！」

　護衛ふたりが悲鳴のような声をあげる。ロジャーならば文句を言いつつもついてくるのにと思うと歯がゆい。

「ええい。お前らは城に戻ったら馬術の鍛錬をしろ！」

　仕方なく、オスニエルは少し馬の歩を緩めた。




　結局、二日という強行軍で、オスニエルは帰城した。『これから帰城する』という連絡を託した伝令さえもどこかで抜いてしまったらしく、突然戻ってきたオスニエルに、城の者は皆驚いたようだった。

「後宮に向かう」

　オスニエルが迎えに出てきた使用人に上着を預け歩きだすと、別の使用人が「国王様がすぐ来るようにと仰せです」と伝えにやって来た。

「……あとで行く」

「ですが、今すぐ来るようにと」

　仏頂面で威圧しても、使用人は動揺さえしない。国王第一の古参の使用人だろう。

　オスニエルはため息をついて、近くのメイドを呼びつける。

「わかった。すぐ行く。……そこのメイド、後宮に行って、フィオナに伝言を。『王との謁見が終わったらすぐに行くから待っているように』と」

「かしこまりました」

「父上は？　執務室か？」

「はい」

　オスニエルは不機嫌さを隠しもせず、ひとり執務室へと向かった。




　国王の執務室には、国王のほかに、政務官が数名いた。相変わらず、ぞろぞろと取り巻きを連れているのが好きな人だと、オスニエルは他ひ人と事ごとのように思う。

「ただいま戻りました、父上」

「お前、なぜジャネット・ロイヤルベリー公爵令嬢を置いてきたのだ」

　国王は不満顔だ。思惑を隠しもしない態度に、オスニエルは苛立ちが湧き上がる。

「彼女と一緒に帰れば、旅程が長くなります。ただでさえ、ひと月の予定が二ヵ月になっているのです。私はこんなに長く王都を離れるつもりはなかった。待ちきれないので、ロジャーに任せてきました」

　国王は不満そうな顔をしている。オスニエルは言い訳がてら付け加える。

「ジャネット殿は、一度結婚したとはいえ未亡人です。一緒に行動して妙な噂を立てられては、彼女の再婚にも支障が出るでしょう？」

　そうでなくとも、かつての縁談相手なのだ。家柄的な部分は申し分なく、おまけにジャネットは昔と変わらぬ……むしろ円熟した色気を漂わせ女として劣るところはなにもない。

　釘を刺しておく意味で、オスニエルは国王をじろりと睨む。

「……私は、側室を迎えるつもりはありませんからね」

「お前、今頃気づいたのか」

「いつから謀っていたのですか」

「そんなもの、公爵家への使者をお前に任命したときからに決まっている」

　さらりと言う国王に、オスニエルは不快感を隠さなかった。

「あきれましたよ、父上。どうしてあなたはいつも私の言うことを聞いてくださらないのですか」

「なにを言う。私の言うことを聞かないのはお前の方だろう。私とお前は、ずっと同じ方向を向いて進んでいたはずなのに、あの娘が現れてからおかしくなったのだ」

「それは、フィオナのことですか？」

　絞り出すように声を出したオスニエルの手は怒りに震えていた。

　国王は眉を寄せながら続ける。

「オスニエル。あの娘を正妃にしたことはまあいい。ただ、わかるだろう？　世継ぎとなるべきは帝国の血を引く者だ。今からでも遅くはない。側妃を迎えて、血を受け継ぐ息子を産んでもらうのだ」

「世継ぎならオリバーがいるでしょう。フィオナは正妃としての役目はすべて果たしていますよ」

「あの子の髪は、生粋の王国のものとは言えない。そうだろう？」

　オリバーの髪は黒色だが、天然で銀色のメッシュが入っている珍しいものだ。

「オズボーン王国とブライト王国の血を引く息子に、劣るところなどなにもありません！　父上とは話にならない。失礼します！」

　オスニエルは怒りに任せ、報告もそこそこに執務室を飛び出した。




（どうして父上はあんなに頭が固いのだ。いつまでも旧帝国に固執して……。オズボーン王国になってから何代が過ぎたと思っているのだ）

　怒りが収まらぬまま、オスニエルがつかつかと廊下を歩いていると、にぎやかな笑い声が聞こえてきた。

　客人用に開放している一区画に、交流目的の談話室がある。扉が完全に閉まっていなかったので、そこから音が漏れているのだ。

（今滞在している客人というと誰だ？　ああ、そうだ。エリオット殿が……）

　思い出して覗いてみると、フィオナの声が聞こえてきた。

「ごめんなさいね、エリオット。まさかオリバーがこんなところまで来ていたなんて」

「ぼ、エリ、みつけた！」

　続く声はオリバーのものだ。

「エリオットのことが気に入ったのね。オリバー。でもひとりで抜け出しては駄目よ」

　オスニエルは息をのむ。離れたときはひと言くらいしか話さなかった息子が、意味の通じる言葉を話しているのだ。

　フィオナがオリバーを抱き上げるのを、エリオットとローランドが優しいまなざしで見守っている。

　オリバーはエリオットの方に手を伸ばし、キャッキャと笑っていた。

（……なんだ、これ）

　オスニエルに最初に去来したのは悔しさだ。たった二ヵ月。その間、自分が見られなかった子供たちの成長を、エリオットやローランドに先に見られてしまった悔しさ。

　そこから、理不尽な怒りが湧いてくる。

（父上との話が終わったらすぐに行くから、後宮で待っていろと言ったのに）

　なぜこんなところにフィオナがいるのか。おそらくオリバーが抜け出したから捜しに来ただけなのだろうが、子供じみた嫉妬が湧き上がるのを止められない。

「フィオナ！」

　その苛立ちを消せないまま、オスニエルは談話室に乗り込んだ。振り向いた彼女の表情は驚きに満ちていた。

「まあ、オスニエル様！　おかえりなさいませ」

　まるで初めてオスニエルの存在に気づいたような態度だ。それもオスニエルの苛立ちに拍車をかける。

「義あ兄に上うえ、ご無沙汰しております」

　すぐにエリオットも挨拶をする。しかし、オスニエルはまだ気持ちがおさまらなかった。

「エリオット殿、元気そうでなによりです。今日はぜひ、晩ばん餐さんを一緒に。ゆっくりお話しましょう。――フィオナ、オリバーを貸せ」

「え？　あ、ちょっと」

　フィオナの腕から強引にオリバーを抱き寄せる。すると、オリバーはびっくりしたように泣きだした。

「うわっ、うわああああ」

　これにはオスニエルも驚く。二ヵ月前、オリバーはオスニエルの腕を嫌がらなかった。むしろ、喜んでいたくらいだったのに。

「な、なぜ泣く」

「オスニエル様。久しぶりなのですから、慣れさせてからじゃないといけませんよ」

　フィオナが慌てて仲裁に入るが、オスニエルの気持ちはおさまらなかった。

「俺は父親だぞ？」

「まだ二歳にもならない子供です。二ヵ月も離れていたら、人見知りをするんですよ」

「馬鹿な……。ええい。いいから、お前も来い！」

　オスニエルは泣きじゃくるオリバーを抱えたまま、強引にフィオナを連れ出す。背中に感じる、責めるような視線が誰のものかなんて、考えたくもなかった。




「いたっ。痛いですってば」

「うわああああん」

　フィオナの叫びと、オリバーの泣き声が廊下に響き渡る。

　それでもオスニエルは歩みを止められなかった。無性にイライラして、気持ちが収まらない。

「うわっ、うえっ」

　オリバーは泣き続けるばかりだが、フィオナの方は立ち止まり、オスニエルの腕を振り払った。

「もうっ、オリバーを返してくださいっ」

　腕から我が子を奪い取られて、茫ぼう然ぜんとしているオスニエルの目の前で、フィオナはオリバーをあやしにかかる。

　オリバーは母親の腕に戻り少し落ち着いたのか、しゃくりあげる程度になっていた。

「よしよし、怖くないわよ。オリバー」

「……怖い、だと？」

　だがその言葉は、オスニエルの苛立ちに油を注いでしまった。

「俺は父親だぞ。公爵領から必死に帰ってきてみれば、お前は弟と歓談しているときている。なぜ迎えに出てこない」

「だって、知りませんでしたもの。帰城するという連絡も受けていませんでしたし」

「帰ってからメイドに伝えさせたぞ？」

「まだ会っていません」

　どうやらメイドとフィオナはすれ違っていたようだ。

　ならば仕方ないと頭でわかっていても、オスニエルは感情がついていかない。

「……ふぇ」

　せっかく落ち着いたオリバーが、オスニエルの剣幕で、また泣きそうになる。

　フィオナは一歩下がり、キッとオスニエルを睨みつけた。

　オスニエルはそこでようやく我に返る。どうやら自分は、彼女を本気で怒らせてしまったようだ――と。

「とにかく、私はオリバーを落ち着かせます。オスニエル様はお気持ちが落ち着いてから後宮にいらしてください」

「待て、アイラに会わせない気か？」

　思わずフィオナにまで怒鳴ってしまった。彼女は一瞬たじろいだようだったが、ふうと息を吐き出すと、毅き然ぜんとして顔を上げた。

「そうじゃありません。久しぶりに会うのですから、優しく微笑んでから抱き上げてくださいと言っています。……今のままじゃ、できそうにありませんでしょう？」

　ぴしゃりと言い放たれ、オスニエルはショックだった。

　今のフィオナはまるで、子猫を守る親猫だ。夫である自分にまで警戒心をあらわにし、母であることを優先している。

「フィオナっ」

　叫んだが、すでにフィオナは背中を向け、オリバーを抱いたまま行ってしまった。

　そこに先ほど伝言を頼んだメイドが小走りでやって来て、オスニエルを見て頭を下げる。今ようやく彼女を見つけ出したのだろう。

（……遅い！）

　地団駄を踏みたい気持ちで、オスニエルは唇を噛みしめた。
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「あ、いたぁ。かーたま」

「アイラ」

　後宮のフィオナの部屋では、シンディと共にアイラが待ち構えていた。オリバーは泣き疲れたのか、腕の中でうとうととしている。

「おとさま、かえってきた？」

「ええ。でも、ちょっとお疲れみたい。またあとで会いに来てくださるわ」

「そっかー」

　アイラは眉を寄せ、ぷうと頬を膨らませる。

（かわいい）

　オリバーもアイラも、オスニエルを忘れたわけじゃない。当初の帰城予定であったひと月前からずっと、『いつ帰ってくるかな』と話し、こんなふうに待っていたのだ。

　早くこの姿を見せたいと思う反面、苛立っている彼の姿を見せたくないとも思う。

　先ほどのような父親を見れば、アイラだって泣くだろう。そうなれば、オスニエルはどれほど傷つくだろうと思うのだ。

「アイラ、お父様に会ったらなんて言うのだっけ？」

「うーんとね。あいたかった！って」

「そうね。練習していてね」

　オリバーをベッドに下ろすと、ドルフもその隣に飛びのってきた。

『なにかあったのか？』

　ドルフの紫の瞳に見つめられて、フィオナはホッとしたのと同時に体がどっと重くなるのを感じた。無意識だったが緊張していたのだろう。

「……うん」

　ずっとオスニエルに会いたかった。なのに、最初に見る顔があんなに不機嫌そうだなんて。

　気を抜いたら涙が出そうだった。オリバーに布団をかけ、フィオナは誰にも見られないようにそっと目尻をぬぐう。

「会いたかったのは、私だけだったのかも」

　言葉にすると、余計に悲しくなった。そのままなにも言えなくなって黙ってしまったら、ドルフは不愉快そうに眉を寄せた。

『……あいつはまた、なにをやっているんだ？』
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　ローランドが、エリオットと共に王城に滞在するようになって、ひと月がたつ。

　先々週編入試験を受けたエリオットは、つい先日合格通知を受け取ったばかりで、これから入寮に向けての準備を始めるところだ。ブライト王国との書類のやり取りもあるため、準備期間として、まだひと月ほどオズボーンの王城に滞在させてもらう予定だ。

「本日は、公爵領よりお戻りになったオスニエル様との会食に招待されています」

　エリオット付きの従者が、夜の予定を知らせてくる。ローランドは脇で聞きながら、昼間のことを思い返していた。

（……フィオナ様はなにも言わないが、オスニエル殿下はあきらかにフィオナ様の意思を無視し、強引に動かれる方だ）

　一国の王太子だ。傲慢なところはあってしかるべきだが、彼女が虐げられているようでは困る。

　このところ、毎日のようにフィオナと顔を合わせるようになって、ローランドは昔を懐かしく思い出していた。

　フィオナは、国王の長子でありながら、聖獣の加護が得られなかった姫だ。それは、ブライト王国では、王族としての価値が失われたことを意味する。

　それを知った貴族の中には、フィオナを軽んじる者も多くいた。親の考えは子に伝わるもので、伯爵以上の貴族子息の中には、あきらかにフィオナを無視する者も多くなった。

　幼馴染みというだけなく、ローランドにとってフィオナは特別な存在だった。お転婆な彼女はずっと目が離せない存在だったし、その彼女が、姫らしくあろうと自分を抑えて生きていく姿は見ていて胸が痛かった。

　ローランドは、フィオナに笑っていてほしかった。だから、もうひとりの幼馴染みのトラヴィスと共に、フィオナを守ることを誓ったのだ。

「エリオット様は、どう思われます？」

「なにを？」

「オスニエル様のことです。先ほど、フィオナ様の話もちゃんと聞かず連れていってしまいましたが……」

　エリオットは、小さく微笑むと、ローランドの肩をポンとたたく。

「ローランドには、いつまでも姉上が頼りなく見えるのかもしれないけど、大丈夫だと思うよ？　オスニエル様も、見かけよりずっと、姉上のことは好きだと思う」

　ローランドの予想とは逆に、エリオットはオスニエルを擁護した。確信めいた態度がローランドには理解できない。

「どうしてそんなふうに断言できるのですか。そもそも、フィオナ様は政略結婚で嫁がれたのですよ？　世継ぎまで産んで、きちんとその役割を果たしているというのに、あの態度はないのではと思うのですが」

「うーん」

　エリオットは、顎に手をあてて考えだした。

　どう見てもオスニエルがフィオナを引っかき回していると思うのに、悩める心理状態がローランドにはわからない。それとも、エリオットは自分の知らないふたりの仲睦まじいエピソードでも知っているのだろうか。

　やがて、エリオットは、思いついたように明るい表情で話しだした。

「アイラとオリバーを見ていればわかるよ。ふたりとも素直にのびのびと育っているじゃないか。大事にされている証拠だよ」

「それはフィオナ様がお子様方を大切にしているからです」

「オスニエル様も、きっと大事に思っているよ」

　だが、先ほどオリバーは泣いていた。そう言い募ろうとしたが、エリオットがそれ以上の反論を望んでいないことを感じ取り、ローランドは黙って唇を噛みしめた。

　今のローランドの主人はエリオットだ。主人が望まないことは彼にはできない。

（だが……。本当にフィオナ様は幸せなのか？）

　約三年前、フィオナの結婚式の前に、ローランドは誓った。他国の王太子妃になっても、変わらず彼女を守ると。

　ローランドにとっては、フィオナは妹のような存在であり、大切な初恋の女性でもある。もう彼女への思いが叶わないのはわかっているが、もしフィオナが悲しみに心を痛めているのならば、救ってあげたかった。

　思いつめた表情のローランドに、エリオットが笑いかける。

「ローランド」

「はい」

「夫婦にしかわからないこともあるんじゃない？　僕は少なくとも、姉上はオスニエル様のことを愛しているんだと思っているよ」

　自分より年下の主人に愛を語られて、ローランドはなにも言えなくなってしまった。
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　夕食前に、オスニエルはフィオナを迎えに後宮を訪れた。

　あれから入浴もし、心を落ち着かせた。いきなり怒鳴ったことはやりすぎだったと反省もしている。いつもならこうなる前にロジャーがうまく止めに入るのだが、今はいない。彼をロイヤルベリー公爵家に置いてきたことが、予想外に裏目に出たのだ。

「ポリー、フィオナと子供たちの準備はできているか？」

「お帰りなさいませ、オスニエル様。少しお待ちください」

　ポリーが中に呼びに行くのと入れ違いで、子犬姿のドルフが出てくる。

　キンと甲高い音がして、空気が一瞬冷たくなる。もう何度も経験しているからわかる、ドルフが時を止めるときに起こる現象だ。目の前のドルフが聖獣の姿に変わった。

「どうした、ドルフ。なにか話でもあるのか？」

『ある。お前はもう少し大人になれ。これ以上フィオナを泣かすようなら、子供ごと俺が連れていくからな』

「は？　泣くってなんだ。フィオナ、泣いていたのか？　怒っていたのではないのか」

　焦って聞き返すオスニエルを、あきれたように見つめ、ドルフは大きくため息をついた。

『フィオナは、なんでお前がいいんだろうな』

　あきらかに馬鹿にしたような声に、オスニエルはムッとするも、それは自分でも疑問に思っていることなので、反論ができない。

「……留守中、困ったことはなかったのか？」

『そういうのはフィオナに聞いてやれ』

　そう言うと、ドルフは時を動かし、子犬の姿に戻る。

「脅しただけで、なにも教えてくれないのか、ドルフ」

「キャン」

　オスニエルの非難は鳴き声ひとつで一蹴し、ドルフは先に歩いていく。

　扉を開けると、アイラがとことこと駆け出してくる。

「おとさま！　おかえりなさい」

　無邪気な笑顔に、心が高揚する。緊張も解け、自然に顔がほころんだ。自分の望むような優しい声が出る。

「ただいま、アイラ」

　手を広げれば、飛びついてくる娘を、力いっぱい抱きしめる。

「かーたまも、オリバーも、あいたかったって」

「本当か？　それにしてもずいぶんおしゃべりが上手になったんだな」

「だってアイラ、がんばってるもん」

　えへん、と胸を張る。そんなアイラがかわいらしく、強く抱きしめると、フィオナからもするようなミルクの匂いがした。

「かーたまも、オリバーも、だよ」

「……そうだな」

　アイラのようにわかりやすく言葉にしてくれる存在がいるのはありがたい。

「ほら」

　アイラが振り向いた先には、フィオナの姿がある。オリバーはフィオナの服の裾に隠れて、オスニエルを見上げていた。

「オリバー、さっきは怖がらせて悪かったな」

「とー、たま？」

「ああ。父様だよ」

　笑いかけると、ようやくフィオナから離れ、おずおずと近づいてきた。オスニエルは、アイラを抱いているのと反対の腕で、オリバーを抱き上げる。

　アイラと同じ目線になって、ようやくオリバーは顔を緩ませ、笑った。

「遅くなって、悪かった」

「いいよー」

「うん」

　子供たちが密着してくる。オスニエルはようやく、帰ってきた実感が湧いてきた。




「さ、エリオット殿が待っているから行こうか」

　双子を下ろし、ポリーとシンディに連れていかせる。そしてオスニエルはフィオナに手を差し出した。

「行こう」

「……はい」

　フィオナはまだ浮かない顔をしていた。子供ほど簡単に機嫌は直らないだろう。オスニエルは再び緊張してくる。

　しかし、フィオナに対してはとにかく、自分の気持ちを正直に話すしかない。脅してもなだめても聞くタイプではないのだ。

「さっきは、悪かった。お前が後宮から出てきているのが珍しいから、つい」

　耳打ちすると、フィオナは腕を掴んでいる手に、少し力を込める。

「オリバーを捜していたら、あそこにたどり着いただけです」

「べつに疑っているわけじゃない」

「そうでしょうか」

　そのまま、フィオナはぷいとそっぽを向いてしまった。




　夕食の時間も、気まずいままだ。

　エリオットの合格の話を聞き、寮生活についてアドバイスしたり、最近の周辺国の状況を聞いたりなど、あたり障りのない話を続ける。

　ほっぺに芋のペーストをつけたアイラが、ふいとローランドを振り返った。

「ローラン、どうしてたべないの？」

「アイラ様。私は護衛ですので、後ほどいただきます」

「いっしょにたべようよう」

「アイラ、無理を言っては駄目よ」

　アイラが妙にローランドに懐いていることに、オスニエルはややムッとする。たしかに王子然としたところはあるが、しょせん護衛騎士だ。こっちは本物の王子だというのに。

　どうしてもローランドに文句をつけたくなるが、それが嫉妬からきていることくらいはオスニエルも自覚しているし、それをここで口に出しても仕方ないこともわかっている。

　ぎこちない笑みを貼りつけたまま、食事を終えた。




　そして夜。後宮に戻ったオスニエルは、ポリーとシンディに子供たちを任せ、まだ仏頂面のフィオナを連れ、寝室へと入った。ベッドにはドルフがのっていて、オスニエルは思いきり眉を寄せる。

「ドルフ、お前もどこかに……」

『お前がフィオナを傷つけないと確信した時点で、出ていってやる』

　ドルフはそう言い、ベッドをふたりに譲り、窓辺に腰を落ち着けた。どうにも信用されていないことに腹は立ったが、最初に大人げない態度をとったのはオスニエルの方なので、甘んじて受けることにする。

「あのな……」

「まずはおかえりなさいませ」

　フィオナが冷たい声で言いきる。怒っているとき、フィオナは礼儀を崩さない。オスニエルが言い返せないような事実を淡々と述べ、静かに怒るのだ。

　これが、オスニエルには結構つらい。彼女の言っていることが正しいだけに、ぐうの音も出ないのだ。

　だが、ここでひるむわけにはいかない。

「昼間は苛立っていて声を荒あららげたのは認める。だが、俺だって必死の思いで帰ってきたのだ。なのに、お前もオリバーもあの護衛騎士と楽しんでいたのかと思ったら腹が立ったんだ」

「オリバーが、エリオットに懐いているのはいいことでしょう？　叔父なのですから。それに、私が会いに行っているのは、ローランドではなくエリオットです」

「わかっている。だが、実際、エリオット殿の隣にはいつもあいつがいるだろう」

「護衛騎士なんですから、あたり前でしょう！」

　フィオナの声が苛立っている。オスニエルは前のめりになって弁明した。

「なにもないことくらいわかっている。それでもイライラするのだから仕方がないだろう。お前を愛しているからだ」

「愛しているなら、どうして信用してくださらないのですか。ローランドは、かつては私の護衛騎士でした。他人より距離が近く見えるのだとしたらそのせいです。三年ぶりに会ったのですから、懐かしさを感じるくらい、いいでしょう？」

　本気で言っているのかと、オスニエルは思う。ローランドのフィオナへの視線――恋する男のまなざしの意味に、本当に気づいていないというのだろうか。

「信用はしている。だが、お前に恋をしている男を相手に、笑顔を振りまかなくたっていいだろう！」

「人のことを言えるのですか？　あなただって、公爵邸で楽しく過ごしていたのでしょう？」

　公爵邸への滞在が延びたことを指摘され、オスニエルはカッとなった。

「楽しくなど……！」

「私は、……心の底から笑っていたわけではありません。この二ヵ月、アイラとオリバーと一緒に、あなたが帰るのをずっと待っていました。予定のひと月が過ぎても帰ってこなくて、心配で、寂しくて……。だけど、子供たちの前で悲しむわけにもいかなかった。……無理に笑っていた私の気持ちなんて、わからないんでしょう？」

　オスニエルは息をのむ。いわれてみれば、フィオナが泣いていれば子供たちは心配するだろう。不安になって彼女のそばから離れなくなるかもしれない。だから彼女は、平気な顔で笑っているしかなかったのだ。

　オスニエルは感情を我慢しない方だ。喜びも怒りもそのままに周囲にぶつける傾向にある。側近であるロジャーを重用するのも、彼がこちらの機嫌に振り回されても柳のように交わし、なんだかんだとうまくまとめるような柔軟なタイプだからだ。

　子供のために感情を隠さなければならないなんて、考えてもみなかった。

「……悪かった」

　顔を上げたフィオナの瞳は潤んでいる。普段なら泣くなと思うところなのに、オスニエルは、思いきり泣いてほしいという感情が湧き上がってきた。

「俺が、悪かった。いくら責めてもいい」

「違うんです、私だって頭ではわかっているつもりなんです……オスニエル様はべつに悪くないんだと。お仕事ですし。ロジャー様が一緒じゃないところを見れば、後を任せて急いで帰ってきたのでしょう？」

「でも、お前に我慢をさせた。それが嫌だ。俺の前で我慢はするな」

　フィオナの目が食い入るようにオスニエルを見つめる。そして、ポロリと目の縁から涙がこぼれ落ちた。

「遅いって、思っていました。早く会って、話したいことがたくさんあったのに……」

　声が震えて恥ずかしくなったのか、フィオナがうつむく。その膝に涙が落ちていくのが見える。

「アイラは前よりしっかり歩くようになったし、オリバーもおしゃべりが上手になったの。あなたに見せたいって、何度も思っていて……。なのに、帰れなくなったって……」

　仕事が延びたのは、べつにオスニエルのせいではない。しかし、そこを責められることに今は腹が立たなかった。フィオナもわかっているのだ。だから我慢して言わないようにして、膨れて。

「ああ。悪かった。俺も見たかったよ」

　そう言って肩を抱き寄せれば、もうフィオナは抵抗せず、体を寄りかからせる。

　カタン、と音がしたと思ったら、ドルフの姿が見えなくなっていた。

　どうやら、聖獣の信用は得られたらしい。

「……私も、冷たい言い方をしてごめんなさい」

　ひとしきり気持ちを吐き出してスッキリしたのか、フィオナは最後に謝罪を述べた。オスニエルは胸に湧き上がる衝動を抑えることができない。

（ああ、俺の妻はいじらしく、なんてかわいいんだ）

「会えなかった時間を埋めたい。いいか？」

「……はい」

　了承を得て、キスをする。フィオナの体にもすぐに火がついたのが、返されるキスでわかった。

　久しぶりの行為で、オスニエルは旅の疲れもあったが、フィオナが「もう、無理」と半泣きになるくらいまで、彼女を抱きつぶしたのだった。










公爵令嬢の社交事情




　帰城した翌日から、オスニエルは公爵領で決定した事項を議会で説明するための資料作りで、執務室にこもり続けていた。

　途中で、フィオナにジャネットが来ることを伝え忘れていることに気づいたが、慌ただしさに紛れ、夜にはすっかり忘れてしまっていた。

　そうこうしているうちに三日が過ぎ、ロジャーに連れられて、ジャネットが王城へやって来た。

　わざわざ高位貴族を謁見室に集め、ジャネットを迎え入れた国王を、オスニエルは苦い気持ちで見つめていた。

　エリオットが来たときは、執務室に呼びつけ『まあ、ゆっくりしていくといい』と言うだけだったと、デニスから聞いている。他国の王太子よりも国内の公爵令嬢を優遇するなんて、外聞が悪いことをするものだと、なかばあきれてしまう。

「よく来たな。ジャネット」

「陛下。お久しぶりでございます」

　国王がジャネットを親しげに呼ぶのを見て、多くの高位貴族はざわついた。

「オスニエル様、数日ぶりですわね」

「……ああ。無事に到着してなによりだ」

　旅の苦労をねぎらいつつ、オスニエルは苦笑いを浮かべる。

　ロイヤルベリー公爵ダレンに出世欲がないのは、高位貴族の多くが知るところだ。

　そのダレンが、妹を王城へ送り出したということは、もっと上位の――国王か王太子の意思が介在しているに違いないと皆邪推するだろう。

　まして、先日までオスニエルが公爵家に滞在していたのだ。ふたりの間になにかがあったのではないかと思う人間は少なくない。

『ジャネット殿を輿入れさせるおつもりなのですかな』

『まあ、お家柄からいけば、最も正妃にふさわしい方ですからな』

　耳に入ってくるそんなささやき声に、オスニエルは内心、大きなため息をついた。
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　ジャネットの輿入れの噂話は、エリオットとローランドの耳にも入ってきた。

　ジャネットに与えられた客室は、談話室を挟んでエリオットの客室の反対側にある。話こそまだしていないが、数名の侍女を従えて部屋に入っていく姿を、ローランドも目撃したことがある。

　彼女は、艶のある黒髪と透けるような肌の白さのコントラストが際立つ美人だ。常に背筋がピンと伸びていて、生粋の貴族女性という感じがした。オスニエルと同じ黒髪のせいか、妻だと言われたときに、フィオナよりもしっくりくるとローランドには思えた。

　この噂が本当ならば、フィオナはどれだけ傷つくだろう。ローランドは動揺し、エリオットに詰め寄った。

「エリオット様……！」

「落ち着いて。ローランド。まだ決まった話かどうかなんてわからないよ。僕は義兄上から直接は聞いていないし。それに、もし噂が本当だとしても、仕方ないんじゃないかな。オズボーン王国は大国だよ。現王は五人も側妃がおられる。オスニエル様が側妃を娶めとられても文句は言えないよ。姉上を正妃にしただけでも、十分厚遇されているとは思わない？」

「それは、……そうですが」

「なんにせよ、こちらが非難する話ではないと僕は思う」

　心優しいエリオットだが、やはりブライト王国の国王となるべく教育を受けているのだ。感情に流されるようで流されない。腹の中でどう思っているのかを、表立って出すこともなかった。

　ローランドも、長年王族付きの護衛騎士をしているのだから理解はできる。が、フィオナを心配する気持ちも消せない。

　ローランドは、昔から思っていた。――フィオナは愛情を求めている。彼女が子供の頃、父王の視察になかば無理やりついていったのも、かまってもらいたかったからだろう。一国の姫として生まれたフィオナは、わがままを口にすることはない。けれど本心では純粋に、誰かひとりに愛され続けることを望んでいるのだと。

「……フィオナ様に会いに行きませんか？」

　居ても立っても居られぬ心地でローランドが言うと、エリオットは首を振った。

「ローランド。義兄上が戻ってこられた以上は、ふらふらと会いに行くわけにはいかないよ。姉上は、もう大国の王太子妃なのだからね」

　会うことさえもエリオットに止められ、ローランドは唇を噛みしめた。
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　公爵家の令嬢の来訪は、オスニエルから聞くより先に、侍女たちの噂話からフィオナの耳に入った。

『どうもオスニエル様の側妃候補っていう噂よ』

『あらでも、オスニエル様はフィオナ様にぞっこんじゃないの』

『国王様のご命令なのでは？』

『まあジャネット様なら仕方ないかも』

　最終的に肯定的な意見が多いところを見ると、ジャネットという令嬢はよほど人望があるのだろう。

　気になるけれど、まだ本人を見ていないので、フィオナとしてはなんとも言いようがない。

「フィオナ様、気になさらないでください」

　心配して、励ましてくれるのはポリーだ。フィオナは、「大丈夫よ」と笑いかける。

　オスニエルから側妃を娶るという話は聞いていないし、彼の愛情も疑わしいところがないため、ポリーやシンディが心配するほど気にしてはいないのだ。

　ただ、ロジャーが連れてきたということは賓客であることに間違いはない。今夜にでも、正妃として対応すべきことはないのか聞かなければならないだろう。

「それよりポリー、孤児院のことだけど」

　フィオナ主導で始めた紐編みアクセサリーを使った孤児の就労支援は、順調といえば順調だが、停滞しているともいえた。

　一番上手に作っていた娘は、独り立ちとともにその手先の器用さを認められ服飾工房に就職した。

　就業体験は、子供たちの自信になったようで、ここ三年以内に孤児院を出た子供たちは、なにかしらの職に就いて、自立していると聞いている。

　ただ、紐編みアクセサリー自体が、飽きられているのだ。

　このあたりで新しい商品を投入したいが、フィオナ自身も出産、子育てで体も頭もいっぱいで、なかなか考える余裕がなかった。

「そうですね。売り上げは少しずつ落ちています。まあ、王家から支援金が出ていますので、困るほどではありませんが」

「でも、売り上げが下がれば、子供たちの自立支援金が減ることになるわ。ずっと続けていくためには、やはり変化が必要よ」

「そうですね。でも、紐編みに代わるような商品はなかなか……」

　新しいアイデアが必要だとは思うが、これだというものも思いつかない。

「まったく違うもの……というよりはアレンジしたいわね。せっかく身につけた技術はそのまま生かしていきたいもの」

　しかし、これはみんなで知恵を出し合って考えていくべきだろう。ひとりの思いつきに頼っていては、いつか先細りしていくのが目に見えている。

「とりあえず、新しい商品のアイデアを募ってみましょう？　子供たちに聞いてみてもいいし、お客様にアンケートを取ってもいいわね？　貴族の意見は、……私が社交をして集めなければいけないわね」

　出産以降、フィオナは社交を控えめにしている。体調不良の期間が長かったことと、子育ての疲れが理由だが、もう双子も一歳半。そろそろ、引きこもっている場合ではないのだろう。

　その後もポリーと世間話をしていると、シンディが手紙を持って入ってきた。

「フィオナ様、お手紙が届いております」

「まあ、ステイシー様からね。なにかしら」

　ステイシー・アリンガム侯爵子息夫人は、元ミルズ侯爵令嬢である。

　アイラとオリバーが六ヵ月の頃に彼女が結婚したため、最近はあまり会っていないが、フィオナの大事な友人である。

　手紙には、話したいことがあるので屋敷まで来てほしいと書かれていた。

「まあ、どうしたのかしら。珍しいわね」

「すぐにお返事を書かれますか？」

　フィオナはうなずき、シンディに便せんとペンを持ってきてもらう。返事を書いている途中で、子供たちとドルフが帰ってきた。

「かーたま、ローランにあそんでもらったの」

「エリ！　も！」

「そうよかったわね。ふたりとも」

　一気ににぎやかになった後宮で、返事はまたあとでかしらと、フィオナはひそかにため息をついたのだった。
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　ジャネットは、王城に着いた翌日から精力的に動き始めた。国王が、初日に高位貴族の前でジャネットを迎えてくれたため、その日のうちに『ぜひ我が娘と会ってやってほしい』という誘いが何件もきた。ジャネットは笑顔で対応し、ここ三日間連日、高位貴族の令嬢が主催する茶会に出席している。

「まあ、いい香り。ジャネット様、こちらの香りは、どうやって作られますの？」

「製法は秘密ですが、ロイヤルベリー公爵領内でつくられた花や樹木から精油をとるのです。それを香水や香油に加工しますの」

　今日、ジャネットがサンプルとして持ってきたのは、百合をベースとして、いくつかの精油をブレンドしたものだ。

　簡単にいうと、香水は精油をアルコールで割ったのもので、香油は油で割ったものだ。香水の方が、揮発性が高く、より短期間で香りを拡散することができる。対して香油は持続性が高いという特徴がある。この国の女性は、夜会では香水、寝室では香油を使うのが主流だ。

「香水というところがいいですわね。紐編みと違って、とても高貴ですわ」

　ひとりの令嬢が、扇で口もとを隠しながら言った。あきらかに、紐編みを揶揄するような発言だ。

「オスニエル様の正妃のフィオナ様は、紐編みのアクセサリーをはやらせたのでしたわね。ロイヤルベリー公爵領は田舎ですので、まだ見たことがありませんの。きっと素敵なのでしょうね」

「ジャネット様のような、大人の女性には子供っぽく見えるかもしれませんわ」

「きっとかわいらしいということなのでしょうね。いつか見てみたいわ」

　同意を得られると思っていた令嬢は、ジャネットの反応に気まずそうに口を噤む。

　ジャネットは、ゆっくりカップを手にしてお茶をひと口飲んだ。

「まあおいしい」と微笑めば、令嬢たちもホッとしたように笑った。

　城に来て数日たつが、ジャネットはまだ、フィオナとは顔を合わせていない。双子の出産以降、あまり体調のよくない彼女は、社交活動は控えめにしているのだとオスニエルは言っていた。国主催の大きな夜会などには出席しているが、自分から茶会などは開いていないようだ。

　そして、ジャネットを茶会に招待する令嬢たちは、多少なりともフィオナに反感があるのだろう。ジャネットを中心として対抗勢力をつくりたいという思惑が見て取れる。思うようにジャネットが話に食いついてこないので、互いに目配せし合いながら様子をうかがっている。

（浅はかね。大したうしろ盾を持たない側妃が正妃になったのだから、オスニエル様の寵ちょう愛あいがあの方に向いているのはあきらかなのに。下手に手を出して、つぶされるのはどちらかしら）

　とはいえ、ジャネットには国王の後押しもある。寵愛を期待せず、側妃として潜り込むくらいならば、できないことはないだろう。

（まあ、こちらも彼女たちを利用させていただきましょう）

　ジャネットはにっこりと微笑み、小瓶をいくつも取り出した。

「私、ぜひ、この香水を王都でも広げていきたいのです。ですから今日は、皆さんに少しずつお分けいたしますわね」

「まあ、よろしいのですか？」

「ええ。お近づきのしるしに。お気に召したら、購入していただけるとうれしいわ」

　ジャネットは香水を渡していく。女性たちは指先に数滴つけ、耳のうしろや手首につけ、満足げにしている。

　百合の気品ある香りが、周囲に広がった。

「いい香りですわね」

「ええ。なんだか気分が高揚してまいりましたわ」

　うなずき合う令嬢たちを眺めながら、ジャネットは歌うようにささやく。

「今度、陛下が歓迎の宴を開いてくださいますの」

「まあ、国王様主催で？　すごい。さすがはジャネット様ね」

「その時はぜひつけてきてくださいね。私たちがお友達であるしるしですから」

「もちろんですわ！」

　微笑み喜ぶ女性たちを見て、ジャネットは緩んでしまう口もとを扇で隠す。

　女性の味方を得るのが、こんなにも簡単だとはと、ジャネットは意外に思った。そして、フィオナはあまり社交上手ではないようだと悟ったのだった。
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　ジャネットが社交に明け暮れている頃、フィオナはステイシーに会いに、アリンガム侯爵邸を訪れていた。

「ご無沙汰しております。ステイシー様」

「フィオナ様、お元気でしたか？　ご足労おかけして申し訳ありません。私の方が出向かなければなりませんのに」

　ステイシーは、現在妊娠中である。安定期であり、動いても支障はないが、なにかあっては大変だから家にいるようにと夫から厳命されているらしい。フィオナはポリーとカイだけを伴って、久しぶりの外出だ。

「お話があるということでしたけど、どうかなさいました？」

「どうかもなにもないですわ。今ジャネット様が城に来ているというじゃありませんか。フィオナ様、オスニエル様となにかありました？」

「いいえ？」

　どうやら、ジャネットのことは屋敷に引きこもっているステイシーにも伝わっているらしい。

　フィオナは、オスニエルにジャネットのことを確認したときのことを思い出す。

　彼は少し気まずそうな顔をしていて、『挨拶はしなくてよろしいでしょうか』と相談すると、『しなくていい』と素っ気なく言ったのだった。

　どこかぎこちないのは、やましいところがあるからだろうか……などと邪推しつつ、フィオナは問いただすこともできずにいた。

　ステイシーは、顔を近づけ、耳打ちする。

「フィオナ様、油断してはいけませんわ。ジャネット様はかつてオスニエル様の縁談相手でもありましたの。少なくとも陛下はとてもお気に入りでした。たしかあの時は、オスニエル様が結婚する気はないと言って破談になったのだったと思います」

　もう十年近く前の話だという。今オスニエルが二十九歳だから、十九歳くらいの頃だろうか。王族であれば適齢期だといえる。

「そうなのですか？」

「ええ。それを聞いて、私、絶対オスニエル様との縁談がこないでほしいって思いましたもの……ってああ、すみません」

　ミルズ侯爵家も家柄としては十分だ。当時ステイシーは十歳くらいだから、オスニエルの縁談相手にはなり得ないのだが、オスニエルが縁談を断り続ければ、お相手の年齢層は下がっていく。

　実際、フィオナが輿入れした頃は、オスニエルが二十六歳なのに対し、十九歳だったリプトン侯爵家のジェマが正妃候補だったのだ。いつか自分にも話が回ってくるかもしれないと、ステイシーは危惧していたのだろう。

「ステイシー様は王太子妃にはなりたくなかったの？」

「そうですね。オスニエル様は恐ろしいというのが本音ですわ。というか、私、ロニーの妻になりたかったのです。ロニーとは幼馴染みで、小さな頃から結婚の約束をしていたのですよ」

　ロニーとはステイシーの夫であるアリンガム侯爵子息だ。

　幼馴染みと幼少期から愛を育んで実らせるなんて、とても素敵だ。この貴族社会の中で、なかなか実現できることではなく、フィオナは恋に憧れていた昔を思い出して、頬を染める。

「憧れるわ。ステイシー様とロニー様にはそんな素敵な恋物語があったのですね」

　褒められるとステイシーもまんざらでもなさそうだ。先ほどよりは落ち着いたトーンになり、「そう思っていただけます？」と微笑んだ。

「ええ。昔から恋焦がれた人と結ばれるなんて、理想じゃありませんか。私も幼いときは、そんな恋に憧れたものですわ。ステイシー様がうらやましいです」

　フィオナがそう言うと、ステイシーはますます気をよくしたようだ。

「フィオナ様の初恋のお相手は？」

「そうね。幼馴染みかしら。でも、あれは結局憧れだった気もするわね」

　トラヴィスとローランドというふたりの幼馴染みの存在は、恋に憧れたフィオナにとって格好の相手ではあった。けれど、ふたりは牽けん制せいし合っていたし、どちらかといえば兄貴分よろしくフィオナを守ることに執心していた。フィオナも、あまりに過保護な彼らに、いつしか恋愛的というよりは、家族的な愛情を感じるようになっていたように思う。

「でも……、最初の縁談だったということは、ジャネット様はオスニエル様とつり合う年齢ということですね？」

「ええ。オスニエル様の三つ下になるのかしら。破談になった後に、一度ご結婚されているのよ。領内の格下の伯爵家だったかしらね。社交界では噂になったものです。でもその旦那様は五年前に戦争でお亡くなりになって。それで公爵家に戻っていると聞いたわ」

「まあ」

　夫を戦争で亡くしたのか……と思うと、フィオナとしてはなんだか気の毒になってくる。

「とにかく、油断は禁物です。フィオナ様。オスニエル様のお心を掴んで離さないよう、しっかりなさってくださいませ」

「え、ええ」

「男性は妻が妊娠中やお子様が小さいときに浮気すると言いますから！　駄目、絶対、ですわ！」

「お、落ち着いて。ステイシー様」

　異様な熱の入りように、フィオナが慌ててなだめると、ステイシーは突然ポロリと涙をこぼした。

「ステイシー様？　どうしたんですか！」

　かなりの情緒不安定である。顔を押さえ、めそめそと泣き続けるステイシーのそばに行き、背中をさすると、しゃくりあげながらも話しだした。

「わ、私、不安なんですの。ロニーったら妊娠しているのだから社交の場には同伴しなくていいって言いますのよ。でも彼はひとりでいろいろな夜会に出席しますでしょう？　貴族男性が愛人をかかえるのはステイタスともいいます。私が知らないうちに、どこかの淑女とねんごろになられたらと思うと……」

（ねんごろ……って。珍しい言葉を知っているわね、ステイシー様）

「落ち着いて、ステイシー様。そんなことあるはずないわ。あなたを大切に思ってくださる旦那様じゃないの。不安に思うなら聞いてみればいいのよ」

「そんなことできないわ。嫉妬深い妻だと思われてしまうじゃないの」

　結局のところ、ステイシーは自身の不安を吐き出したい気持ちもあったらしい。

　夫に問いただせばいいだけのことを、思い悩み、苦しんで、誰かに吐き出したくてフィオナを呼んだのだ。

　でもそれは人間ならば誰でも持ち合わせる感情なのだろう。フィオナだってそうだ。オスニエルの公爵家への滞在が長引くたびに、寂しくて不安で仕方なかった。それを黙ってやり過ごそうと不満を抱え続けた結果、オスニエルとケンカする羽目になったのだ。

　でもあの日、オスニエルに吐き出すことができなければ、夫婦関係はぎくしゃくしてしまったかもしれない。

　だからだろうか。思い悩むステイシーに対して、とても愛おしい感情が湧いてくる。

「私も、時々不安になります。自分の気持ちがうまく伝わらなくて、オスニエル様の気持ちがわからなくて。でも、ジャネット様のこと、勇気を出して話してみるわね。だからステイシー様も……」

「……フィオナ様」

「不安なのは一緒。ね。だから、一緒にがんばってみましょう？」

　ステイシーの手を握りながら、フィオナは自分に言い聞かせる。

　ジャネットと、ちゃんと話してみるべきだろう。オスニエルは会わなくてもいいと言うが、王太子の正妃が賓客である公爵令嬢を無視するような事態はよくない。フィオナは正妃として、正しい対応をしなければならないのだ。

「やっぱり、フィオナ様とお会いできてよかった。ぜひまた招待させてくださいませ」

「ええ。私も楽しみにしていますね」

　フィオナは決意を新たに、アリンガム侯爵邸を後にした。




　その夜、フィオナはオスニエルと話をしようと、待っていた。しかしこんな日に限って、妙にアイラがぐずっている。

「やだやだ。かーたまとねる」

「どうしたの、アイラ」

「だって、こあいもん！」

　いつもなら、ポリーがなだめればすぐに落ち着くのに、フィオナの腰にしがみついて離れない。

「最近、城内では小さないざこざが多いと聞きますが、アイラ様はそういったものを感じ取られているのでしょうか」

　ポリーが頬に手をあてて困っている。

「そうなの？」

「ええ。メイドや侍女たちも、ちょっとしたミスで侍女長に叱責されることが多く、おかげで侍女同士も少しギスギスしています」

「侍女長が？」

　侍女長は厳格な年配の女性で、厳しいと有名である。が、フィオナは、彼女が不条理な理由で怒っているのを見たことがなかったので意外だ。

　アイラはローランドに、オリバーはエリオットに懐いているので、子供たちは侍女やカイを伴って彼らに会いに城に行くこともある。その時に、なにかを目撃したのかもしれない。

「アイラ、誰かに嫌なことをされたの？」

　優しく尋ねたが、アイラは首をぶんぶん振るだけで、理由らしい理由を教えてくれない。

「仕方ないわ。子供たちはふたりとも、ここで寝かせるから、ポリーは下がっていいわよ」

「ですが……」

「大丈夫。ポリーもゆっくり休んで」

　恐縮するポリーを下がらせて、フィオナはアイラを抱いたままベッドへ向かう。オリバーも服の裾を握りしめながら、ちょこちょことついてきた。

「ふたりとも、おいで」

　フィオナが上半身を起こしたままベッドの中央に座り、両脇からアイラとオリバーに膝枕をする。アイラは、フィオナの腿ももに顔をこすりつけるようにしてうずくまった。

「アイラ、大丈夫？」

「うん。かーたまといっしょなら、へーき」

　ぎゅっとしがみつくアイラの頭をなでる。

「ら、こわい、みえる」

　それを見ていたオリバーが、フィオナの腰に手を回し、ポソリと言った。

「オリバー、なにかわかるの？」

「らー、みえる」

「ラーミエル？」

　聞いたことのない名前だ。フィオナはなんのことだかわからず、首をかしげる。

『アイラは見えるから怖いんだって、オリバーは言っているんじゃないか？』

　ドルフが、聖獣姿に戻り、口を挟んだ。

「アイラが？　なにが見えるの？」

　ドルフは、ベッドの上にのると、アイラの首のあたりに鼻先をつけ、クンクンとにおいを嗅ぐ。

『……おそらくだが、人ならざるものを感知しているみたいだな』

「人ならざるものって……ドルフたちみたいな聖獣ってこと？」

『それだけじゃないな。思念の塊とか、普通の人間には見えないが、確実に存在するなにかかもしれない』

「幽霊ってこと？」

　フィオナもぞっとする。ここは権けん謀ぼう術じゅっ数すう渦巻く王城であり、後宮だ。暗殺や謀殺なども、普通の場所よりは行われているはずだ。幽霊なんて、数知れないほどいるのではないだろうか。

「こ、怖い！」

　フィオナががばっと布団をかぶると「きゃーっ」と子供たちがはしゃぎ始める。

「かーたまといっしょ！」

「しょ！」

　ぎゅうぎゅうに抱きつかれて、布団の中はだんだんホカホカになってくる。

　怖がっていたはずなのに、子供ふたりの体温で温められ、フィオナもいつしか眠りについていた。
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　オスニエルがフィオナの部屋を訪れたときには、三人そろってぐっすり眠っていた。

「ドルフ、なんだ、この状況は」

『もう少し早く来ればよかったな、オスニエル。お前も仲間に入れたのに』

　馬鹿にしたような口調に、オスニエルは鼻白む。

「ところで、お前の相棒は最近見ないけれど、どうした？」

『リーフェのことか？　べつに俺の相棒なわけじゃない。あっちが勝手に引っついてくるんだ』

「もてる男の発言だな。まあいい。リーフェはどうした」

『あいつは気の向くままに生きているからよくわからんが、ルーデンブルグの湖に戻ると言っていたぞ。なにか気になることがあるらしい』

「気になること？」

『においがどうこう言っていたが、ちゃんとした説明もしていかなかったから、よくわからん。勝手な奴だ』

「それをお前が言うのか」

　オスニエルは馬鹿にしたように笑ったが、ドルフに、『お前こそ、自分の足もとを見た方がいいぞ』と忠告される。

「どういう意味だ？」

『フィオナにだって情報源がないわけじゃないんだ。隠していたって伝わるってことだよ、どこぞの令嬢のことは』

「……アリンガム侯爵家で聞いてきたのか？」

　オスニエルはジャネットについて、フィオナになにも伝えていない。かつて縁談があった間柄だということも、今未亡人であることも、彼女がなぜ、王都に来たのかも。

「誤解されているのか？」

『さあ。俺が教える義理はないな。今日はベッドも満員だから出ていけ』

　尻尾でしっしっと追い立てられ、オスニエルは不満を顔に出しつつも後宮から退散した。




　すぐに寝る気にもなれなかったオスニエルは、再び城の執務室へと戻った。するとまだロジャーがいて、書類の整理をしている。

「あれ、オスニエル様。どうされました？」

「お前こそ、まだいたのか」

　そんなだから独身なのだ、とは思ったけれど言わなかった。ロジャーはオスニエルのせいで忙しいというが、そもそも頼んでいないことまで調べたり段取りを整えたりするのだから、ロジャー自身がワーカーホリックなのだ。

「ジャネットの夫について、調べてもらえるか？」

「お亡くなりになられたユーイン・ブレストン伯爵子息ですか？」

「ああ。死亡した経緯や、参加した戦争とかだな」

「……ジャネット様になにか言われたのですか？」

「いや。だが、ジャネットがなにを考えているのかを探るヒントにはなるかもしれないと思ってな」

「……フィオナ様とケンカでもしたんですか？」

　オスニエルがじろりと睨むと、ロジャーは肩をすくめた。

「お前、最近余計なひと言が多いな」

「オスニエル様が話しやすくなったからですよ。意外な弊害です」

　それも余計なひと言だと思ったけれど、それ以上突っ込むときりがないので、オスニエルは「そうか」と言って話をもとに戻した。
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　昨晩話ができなかったので、フィオナは朝食の際に、オスニエルに時間を取ってくれるようにお願いした。すると、『執務は立て込んでいるが、昼過ぎには時間をつくる』と言ってくれた。

　そんなわけで、昼食を終えた後、フィオナはポリーを連れて王城にある彼の執務室に向かっていた。

　途中、客室の近くの廊下で、ジャネットを見かけた。フィオナに気づいたジャネットは、廊下の端に寄って、フィオナに道を譲る。思いがけないところで会ってしまって驚いたが、フィオナはこれも運命だと思うことにした。

「あの、ロイヤルベリー公爵令嬢でいらっしゃいますか？」

　ジャネットは、頭を上げて、顔をほころばせる。

「フィオナ様。お初にお目にかかります。ジャネット・ロイヤルベリーでございます」

（あら？）

　ジャネットの笑顔は、意外にもとても親しげだった。今までにも、いろんな令嬢から思惑のこもった笑顔を向けられたが、彼女たちが反感を持っていることは、隠していても伝わってきたものだ。だが、ジャネットの笑顔は、取り繕ったものには見えなかった。

「早くご挨拶したいと思っていましたの。ですがフィオナ様は後宮にこもりがちだとうかがって」

「申し訳ありません。こちらこそご挨拶が遅れてしまって」

　フィオナが慌てて頭を下げる。不意に、気になったのは香りだ。甘くて、鼻のあたりに残る、後を引くような香り。なんとなく胸がざわざわする。

「素敵な香りですね」

　お世辞のつもりで言うと、ジャネットはぱっと顔を輝かせた。

「このたびは私、香水を皆さんに知ってもらうために、まいりましたのよ？」

　ジャネットは小瓶をフィオナに見せた。少し黄色みがかっている、透明な液体だ。瓶を開けると、甘酸っぱい香りがした。

「この香水は、ジャネット様がつくられているのですか？」

「ええ。花びらから精油をとるのです。製法は秘密なのですが、多くの花びらや樹木を使っても、ほんの少量しかとれないんですよ。それにアルコールで加工するとできあがります」

　香水はこれまでにももちろん存在していたし、王都には老舗の香水店もある。しかし、ジャネットの香水は、このあたりの店のものよりも、香りが広がりやすいような気がする。一瞬、封を開けただけなのに、あたり一帯にいい香りが漂っている。

「ロイヤルベリー領はお花が特産品だと聞いています。この香水も、領地のお花を使用されているのですか？」

「ええ。そうなんです。領地では、食用の花を混ぜ込んだお菓子や、花びらで染めた布なども扱っているのですよ。私がかかわっているのは主に香水なので、王都の皆様に香水を紹介するサロンを開きたいと思っておりますの。もしよければ、フィオナ様もお越しくださらないかしら。城の一室で行うならば、移動もありませんし、お体に無理なく参加していただけるのではないかしら」

「ええ、そうね。……オスニエル様とも相談してみます」

　そのまま離れようとしたとき、うしろから声をかけられた。

「姉上！　あ……お話し中でしたか。すみません」

　エリオットとローランドが、廊下の反対側からやって来る。エリオットはジャネットの姿に気づくと、申し訳なさそうな顔をして、会釈をした。

「ジャネット様。私の弟です」

「まあ、弟様？」

「初めまして。エリオット・オールブライトです。このたび、エラルドセントラル大学に留学することになりました。寮の準備が整うまで、城に滞在させていただいております」

　エリオットは金髪のふわりとした毛を揺らして、微笑んだ。

「エリオット、こちらはジャネット・ロイヤルベリー公爵令嬢よ」

　フィオナが紹介すると、エリオットは少しだけ息を吸い込み、背筋を伸ばした。

「お噂はかねがね。お会いできて光栄です」

「あら、どんな噂かしら」

　ジャネットは動じず、扇を口もとにあてて会釈した。

「エリオット様も、どうぞよろしくお願いいたします。フィオナ様、引きとめてしまって申し訳ありません。今度ぜひ、一緒にお茶でも」

「ええ。ありがとうございます。エリオット、こちらへ」

　フィオナはそのまま、エリオットを伴って歩きだす。数歩遅れて、ジャネットが逆方向に歩きだした。おそらくは客室へ戻るのだろう。

　廊下の角を曲がったところで、フィオナはようやく詰めていた息を吐き出した。

「ごめんなさいね。エリオット。彼女の前で話すのはちょっと気が引けて」

「いいえ。……彼女が噂の公爵令嬢ですか。美人ですね」

　エリオットが、ほうとため息をつきながら言う。ローランドは不満げに口もとを引き締めた。

「フィオナ様、オスニエル様はなぜあの方を滞在させておられるのですか？」

　不満げな彼の態度を見ているだけでも、ジャネットが城内でどんな噂をされているのかわかるというものだ。

　フィオナは彼らを安心させるべく、笑ってみせた。

「ローランド、落ち着いて。ジャネット様はこの国の公爵令嬢よ。香水を広めるために来ているそうじゃないの」

「なにをのんきな。噂では、オスニエル様の側妃候補だとか」

「ローランド、口を出しすぎだよ」

　止めたのはエリオットだ。フィオナも微笑み、「いいのよ」と告げる。

「もしそうだとして、私は、反対はできないわ。この国はね、帝国の血統を大事にしている国なの。両親とも帝国の血を引く王子が欲しいと言われれば、私にはうなずくしかないでしょう？」

　もちろん、胸は痛いし、嫌だとも思っている。それでも、ここでわがままを言えるような育ち方はしていない。王家の人間たるもの、不服があろうとも受け入れなければならないことがある。

「ところで、エリオットはなんの用だったのかしら」

「あ、はい。これから入学のための書類を一度ブライト王国に送るのですが、姉上も送るものがないかと思って。手紙などがあれば、一緒に持っていってもらいますよ？」

「そうなの？　じゃあ、あとでお父様に手紙を書くわ。エリオットの客室に届ければいいのね」

「はい。お待ちしています」

「入寮に関して、ほかに必要なものはない？　私から合格祝いとして贈るから、まとめて教えてくれる？」

「はい。ありがとうございます。入寮日が決まりましたら、またお伝えいたします」

　そこでふたりとは別れたが、やわらかく微笑んでいるエリオットのうしろで、ローランドは痛ましげな視線をフィオナに向け続けていた。

　同情されるのも居心地が悪く、フィオナは無意識に早足になってしまった。後をついてきているポリーが少し小走りになっているのに気づいて、足を止める。

「ごめんなさい。ポリー、速かったわね」

「いいえ。大丈夫です」

「……ねぇ、ポリー。ジャネット様のこと、どう思った？」

「大人の女性としての魅力にあふれていつつ、さすが公爵令嬢という気品のある方です。ジャネット様の香水、私は売れると思います」

　ポリーは遠慮がちにフィオナを見ながらも、淡々と客観的な意見を出してくれた。

「そうね。いい香りだったわ」

「貴族女性はもともと、香りの強いものがお好きな傾向にあります。これまでの香水よりも香りが強く、存在感を示すにはもってこいですから」

　ジャネットの香水に存在感があるのは確かだ。離れた今も、彼女の香りがどこかにまとわりついている感じがする。

「……でも、それをみんながつけたら大変じゃないの？」

「たしかに香りが混ざったら悲惨なことになりますね。同じ香りでそろえられるのならいいのでしょうけど」

「そうよね」

　フィオナは頭にいろいろと思いつくことはあったが、口には出さなかった。

　香水はジャネットが売り出そうとしているものだ。口を挟んで混乱させるのはよくないだろう。
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　フィオナと別れた後、ローランドとエリオットが客室に戻ろうとすると、談話室の前でジャネットに呼び止められた。

「エリオット様と呼んでよろしかったかしら？」

「ええ。ロイヤルベリー公爵令嬢。先ほどはどうも」

　ローランドもうしろで小さく会釈をする。ジャネットの髪が揺れるたび、花のにおいが周囲に広がった。

「よろしかったらお茶でもいかがですか？　私、今日は予定が空いていて、誰かとお話ししたいと思っていましたの」

　まさか自分の主人が誘われるとは思わず、ローランドは面食らった。どう返答するのかちらりとエリオットをうかがうと、彼はにっこりと微笑み、「では、少しだけ」と、提案を受け入れる。

　談話室には、お菓子がいくつも並べられていた。もともと誰かが来る予定だったのかもしれない。侍女が数名いて、エリオットのことを興味深そうに見ている。

「これは食用の花を混ぜ込んだマドレーヌですの。乾燥させた花を持ってきたので、料理長にお願いして焼いてもらったのですよ」

「領地のお花ですか？」

「ええ」

　ジャネットはゆったりとした動作でエリオットの向かいに座った。

　ローランドはエリオットのうしろに立ち、彼女の様子を観察していた。

　さすが大国の公爵令嬢だけあって、立ち居振る舞いが美しい。背筋はぴんと伸び、一緒にいる侍女も隙のない振る舞いで給仕をしている。

「フィオナ様にも男性のご兄弟がいらっしゃるのね。私にも兄がいますの。私はもう大人だというのに妙に心配性で困ってしまいますわ」

「兄や姉というものは、そうなのかもしれませんね。私も姉の態度に、同じようなことを感じたことはあります」

　ジャネットは、エリオットとの数少ない共通点から話を広げていった。ローランドはひそかに感心する。社交に関して、彼女はフィオナよりも上手かもしれない。

「エリオット様は、大学ではなにを学ぶのです？」

「私は美しいものに目がなくて。建築美術や造形美術に興味があるのです。王位を継ぐのに直接必要のない学問ですが、一年だけならと許可を得てきたのです。父の説得には義兄上も協力してくださって」

　ほくほくと満面の笑みで語るエリオットの言葉を、ジャネットは笑みを浮かべて聞いている。

「まあ、オスニエル様がそんなことを？」

「ええ。私の恩人です」

　時折、風に乗ってジャネットの香水があたりに漂う。ローランドはだんだん、胸がざわついてきた。

「珍しいこともあるものね。戦争一辺倒だった方が、文化や教育に理解を示されるなんて」

「そうなのですか？　私は、義兄上は知識も豊富で教養のある方なので、ごく自然なことだと思っていましたが」

（この女性の目的はなんなのだろう。オスニエル様の正妃という立場を狙っているのか？　だとしたら、エリオット様からなにを探り出そうとしているんだ？）

　最初から疑心の目で見ているせいか、不信感ばかりが高まってくる。

「……あの、失礼ですが、公爵令嬢は、オスニエル様とは親しいのですか？」

　無性に胸が騒ぎ、ローランドはふたりの会話に口を挟んでしまった。

「ローランド、失礼だよ」

　普通、うしろで控えている護衛騎士が口を出すことなどない。エリオットがやんわり叱ると、ジャネットは「いいえ」と口を挟んだ。

「かまいませんわ。少し思い出話をしたい気分ですの。私が初めてオスニエル様と会ったのは、まだこんな幼い頃です」

　ジャネットの手は、座った状態で腰のあたりの高さを指す。

「正式に決まっていたわけではありませんが、幼い頃から、この方が私の夫になる方だと言われて育ちましたの。私はお父様の意向で、王都の学校ではなく家庭教師をつけられていました。王都に来るのは、国王様の生誕祭や、公式行事の時のみです。でもその時にオスニエル様とは交流しておりましたのよ」

　であれば、事実上、彼女はオスニエルの幼いときからの婚約者ということになる。なのに、結婚しなかったということならば、オスニエルは不誠実ではないだろうかと、ローランドは思う。

　ジャネットは目を伏せ、自身の髪の毛を指に絡ませる。

「黒髪は、ボーン帝国で王家に代々伝わってきた色なのです。オズボーン王国は、帝国の流れをくんでおりますから、王家の人間は黒髪が多いのですわ。我が公爵家は、帝国筋の血が濃いので、時折黒髪の子供が生まれます。それが私でした。だから、陛下も私の父も、私とオスニエル様が対になるのは運命だと思っていたのでしょうね。私も、幼いときはそれを信じていました」

　ジャネットの頬が染まる。この女性には、オスニエルへの気持ちがあったのだなとローランドは感じ取った。

　エリオットも、淡々と相づちを打っている。

「ですから、本当に縁談が持ち上がったときに、戦争が終わらないから結婚などまだ早いと言われるとは思っておりませんでしたの」

　ローランドは、唇を噛みしめる。

　彼は幼馴染みであるフィオナにずっと恋愛感情を持っていた。その時が来れば、自分が婚約者として選ばれる自信もあった。そのせいもあり、ジャネットの話には、同情すべき点をいくつも感じてしまう。

「待てないならばほかの男を探せというオスニエル様に、父が激怒しましてね。それならば待たないと、領土の伯爵家に私を嫁がせました。予想外の相手でしたが、まあ幸せでしたのよ？」

「そうなのですか。ご苦労があったのですね」

　エリオットは微笑みながら、やんわりと話を流していく。だが、ローランドはだんだん苛立ちが募ってきた。

　オスニエルは勝手すぎるのではないだろうか。家柄もよく、幼い頃から約束のあった令嬢との婚姻を、女性が適齢期になってから断るなどあり得ない。

　フィオナが輿入れした際には、内密に彼女を襲わせたこともある。

　自ら先陣に立ち、勝利を手にする軍神のような男であるのは間違いないが、その実、卑怯なところだってあるではないか。

　ローランドは、オスニエルのことをなにひとつ信用していなかった。

　この女性がされたように、オスニエルの気まぐれにフィオナが傷つけられる日が来たら、絶対に許しはしない。

　和やかにエリオットとジャネットが話すうしろで、ローランドは固く心に誓った。
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　フィオナが、オスニエルの執務室の扉をノックすると、にこやかに迎え入れてくれたのは、ロジャーだ。

「フィオナ様、お久しぶりでございます」

「まあ、ロジャー様、ご苦労様。お疲れになったでしょう」

「もったいないお言葉です。いやあ、これですよ、オスニエル様！　ねぎらいとはこういうものです！」

「うるさい」

　テンションの上がるロジャーに、オスニエルはぶっきらぼうに答える。

「こっちに来い、フィオナ」

　執務机とは別に、小テーブルが用意されていて、すでにお菓子が置かれていた。どうやら、休憩がてら話を聞いてくれるつもりらしい。

　ロジャーが侍女にお茶を頼みに行き、しばしふたりきりになる。

「すみません、本当は、昨晩お話ししようと思っていたのですが」

「気にするな。アイラがお前から離れなかったと聞いている」

　誰が急に入って来るかわからないので、ドルフから聞いたというところは濁してくれている。

　オスニエルは、顔色を確認するようにフィオナの顎を持ち上げる。

「疲れてはないな？」

「あ、はい。大丈夫です。それで、あの。おうかがいしたかったのはジャネット様のことです」

　フィオナがおずおずと話しだすと、オスニエルが焦ったように、前のめりになった。

「先に言っておくが、彼女とはなんでもないからな。お前はいったい、誰になにを聞いたのだ？」

「聞いたというか、先ほどご本人にお会いしました」

「は？」

「偶然です。城内に滞在されているのですもの、そういうこともあります」

　フィオナは、先ほどの一部始終をオスニエルに話す。香水を王都で広めたいと言っていたと告げている途中で、オスニエルが口をはさんできた。

「彼女の第一目的はそれだ。いずれ幹線道路が完成したあかつきには、ロイヤルベリー家がこれまで手出しができなかった西方諸国とのやり取りも可能になるだろう。その前に、まずは王都でロイヤルベリーの香水を、名が通るほど浸透させておきたいらしい。王都の商人との伝つ手ても欲しいのだろうしな」

　香水という商品の性質上、顧客となるのは貴族だ。そして貴族間で物をはやらせようと思った場合は、高貴な人に気に入ってもらい宣伝してもらうのが最も効果的なやり方だ。

　この国で、最も高貴な女性は、オスニエルの母親だ。次が並み居る側妃たちだが、彼女たちは出身によっては王太子の正妃であるフィオナに劣る場合もある。

　つまり、ジャネットとしては、オスニエルの母か、フィオナにうまく売り込めればいいということになる。

　それとは別に、彼女自身が高位の立場になるのも有効な手段だ。たとえば、オスニエルの側妃になれば、今よりもずっと彼女の発言には影響力が出てくる。

　ジャネットがそこまで考えているのかどうかはわからないが、フィオナもただ手をこまねいて見ている気はない。

「オスニエル様。私、そろそろ社交に戻ろうと思っています」

「フィオナがか？　しかし体調は？」

「体調はもう平気ですし、体力もずいぶん戻ってきました。アイラもオリバーももうじき二歳です。ある程度は侍女に任せることも可能ですし、貴族女性をお招きしてお茶会をするくらいは大丈夫です。様々な噂話を集めることは、いい刺激をいただけますし、孤児院のためにも、そろそろ新しいアイデアが欲しいところですから」

「しかし」

「国王様にも、引きこもりの王太子妃では強気に出られませんでしょう？」

　自分の弱みをつぶしたいのだと、フィオナは言外ににおわす。

　いくらオスニエルが断固として側妃はいらないと言い張っても、最終的な決定権は国王にある。

　フィオナが正妃として求められるであろうことをするのは、自分の弱みを見せないため、ひいては、オスニエルのために戦うという意思表示だ。

　オスニエルはハッと目を見開き、フィオナの意図を理解したのか、ゆっくり頷いた。

「俺は助かるが、無理はするなよ。アイラもオリバーもお前じゃないと言うことを聞かないときもあるのだし」

「ええ、もちろん。子供たちを最優先にしますとも」

　話し終えて、フィオナは少しホッとしていた。決意表明と言ったらなんだが、オスニエルを譲るつもりはないことがはっきり告げられたことで、精神的にはずいぶん楽になったのだ。




　社交をがんばろうというフィオナの決意は少し遅かったともいえる。

　その日の夕方、フィオナは国王に呼び出され、「ジャネットを歓迎する夜会を開くので、主催者のひとりとして参加するように」と命令された。

　ジャネットを歓迎すること自体は問題ない。が、主催することにより、参加する貴族たちに、フィオナがジャネットを歓迎しているという構図を知らしめることになる。

　国王主催とはいえ、その手の夜会を取り仕切るのは女性の役目だ。メインで采配するのは王妃であるイザベラだろうが、フィオナも補佐として動き回らなければならない。その準備に相当忙しくなることは確実で、苦労が多い割に、フィオナにはあまり利がない。それに、失敗すれば、評判が下がるのはおそらくフィオナの方だ。

　まだ社交に戻ると決めたばかりで、貴族女性たちとの関係も曖昧だ。不安がないといえば嘘になる。

（でもやるしかないわ）

　その日から、フィオナは日中イザベラと共に夜会の料理や音楽についての相談をするようになった。空いた時間で数多くの招待状を書く作業を共に行う。

　ごねたのがアイラだ。

「おしろ、こあい。いかない」

　突然、そんなことを言いだしたのだ。オリバーだけを連れていくのも不公平感があるので、ふたりは侍女に託していくこととなる。

「オリバーとアイラも連れてきていいのよ」

　孫に会いたいイザベラはそう言うが、この場でアイラに大泣きされるのも大変だ。

　会場、飾る花、音楽、食事に関して、だいたいの方向性を決め、使用人たちに指示を出し終えたのは、準備を言い渡されてから三日後のことだ。ここから先は、使用人たちが動くため、イザベラとフィオナは当日の采配にだけ気を配ればいい。

「あの、お義か母あ様」

　フィオナはおずおずと切り出す。

「お義母様も、ジャネット様がオスニエル様のお相手として、ふさわしいと思っておられますか？」

　イザベラはきょとんとしたのち、優しくフィオナに微笑みかける。

「誰かに言われたの？」

「噂になっているそうです。侍女や、アリンガム侯爵夫人から聞きました」

　その根拠となっているのが、国王の後押しだということも聞こえてきている。

「そうね。昔、ふたりに縁談があった話は聞いているわね？」

「はい」

「家柄からいえば、ジャネットは文句なしよ。財力もあるし、ロイヤルベリー家はぜひ味方につけたい家門ではあるわ。それに、最初に断ったのはオスニエルの方だから、ジャネットがそれを許して嫁いでもいいと言うならば、反対はできないわね」

「そう……ですか」

　たしかにそうだ。傷つけられたのは、ジャネットの方だろう。格下の伯爵家に嫁いだのも、オスニエルとの縁談が破談になったせいで、悪評がついたからかもしれない。

（そうよね。きっと苦労されたんだわ。ここにきてようやくチャンスが巡ってきたと考えるなら、彼女だってもう手放したくはないはず）

　フィオナは言葉が見つからなかった。

　頭では理解しているのだ。やがてこの大国を治めるオスニエルには、少しでも味方が多い方がいい。フィオナの母国は聖獣の加護があるとはいえ、それは国を守るために使われるもので、外圧をかけるようなたぐいのものではない。

　フィオナがオスニエルのためにできたことは、平民や商人の味方をつくったことくらいで、貴族への影響力はあまりない。

「でもね、私はあなたのこと、気に入っているのよ」

　イザベラは、フィオナの髪飾りを指でチョンと触る。

「歓迎会の日は、お揃いでつけましょうか。私に似合うようなものを作ってくれる？」

「……お義母様」

「ドレスは濃紺にするつもりなの。あなたは？　どちらにも合う色で作ってちょうだいね」

「はい。できあがったらお持ちします」

「楽しみにしているわ」

　イザベラのひと言に勇気づけられ、フィオナは顔を上げる。

（そうよね。ジャネット様はジャネット様。私は私だわ。せめて自分らしさをなくさないようにしなくちゃ）










狙われた王太子妃




『元気になったんだな』

　紐編みアクセサリーの最後の仕上げをするフィオナを眺めながら、ドルフが言う。

　これは、歓迎会用の髪飾りだ。黄色とオレンジと白に、金糸を交ぜた紐を使って、デザイン違いでふたつ作った。イザベラ用にはしっとりとした雰囲気に仕上がるようにし、フィオナの分は、元気な印象になるように心がけた。

「お義母様が、お揃いにしましょうって言ってくださったの。どうしてもジャネット様と比べられるような会だから、気を使ってくれたのね」

　イザベラがフィオナを気に入っているとなれば、女性の中での勢力図はまた変わる。

「かーたま、なにしているの」

「アイラ、これは触っちゃ駄目よ」

「どうして？」

「今度夜会で使うものなの。おばあさまにお届けしようか。アイラもオリバーも一緒に行かない？」

「おしろ？」

「ううん。後宮」

「ならいく」

　フィオナはポリーとシンディを呼び、双子を連れて国王の後宮へと向かう。

「シンディ、先に行って、お義母様に訪問の許可を取ってくれる？」

「はい」

　シンディが小走りで駆けていき、残る面々は散歩がてらゆっくり歩いた。

　外に出ると、アイラがとくにきょろきょろとし始める。

「この間からずっとこんな調子ね、アイラ」

「……だって、ずっといるんだもん」

「なにが？」

「こういうの。まえはいなかったのに。おこっているからこあいの」

　アイラは手を伸ばして人の形を描く。しかし、フィオナにはさっぱりわからない。

「オリバーはわかる？」

「え、と」

　オリバーはフィオナと手をつないだまま、もう片方の手をアイラに伸ばした。

　アイラがオリバーと手をつないで、三人が一本につながった途端に、背筋がぞくりとした。なにかの気配を感じる。実像が見えるわけでもないのに、気配だけは感じる。怒っている……というよりは、神経をピリピリさせているような刺々しさが感じられる。いるのは、城の方だ。

　恐ろしくて、オリバーの手をはじいてしまった。彼は一瞬きょとんとし、すぐにうつむいてしまう。

「ごめん、違うの。オリバーが嫌なんじゃなくて。……今の感覚が、アイラが感じて、怖がっているものなの？」

「……うん」

　オリバーがうなずいた。これは、どういった能力なのだろう。説明してほしいが、オリバーはまだ言葉が上手じゃない。わかってやってはいるようだが、それが特殊な力だと認識できているかどうかは怪しいし、説明もできないだろう。

「アイラ、なにが見えているの？」

「アイラもわかんない。ただ、おこってるからこあいだけ」

　困ったように首をかしげつつ、アイラは言う。アイラは、思っていることをだいたい言葉にはできるのだが、知らない言葉が多いので、どうしても曖昧な表現になる。

　まとめれば、今までにいなかった人のようなものがいて、それが時々怒っているようで怖いのだと言っているようだ。

（アイラが、城に行くのを怯えるようになったのはいつからだったかしら）

　はっきりとは思い出せないが、ジャネットはその時すでに城にいたような気がする。

（だとすれば、ジャネット様に恐怖を感じているの？）

「あ、おばあたま！」

　シンディに先に伝言を頼んでいたせいか、イザベラは迎えに出てきてくれた。

「お義母様、約束していた髪飾りです」

「あら、素敵ね。あなたの分も作ったのでしょう？　どんなの？」

「私のはこれです。ドレスは水色のものを着ようと思っています」

　王妃は色味が同じであしらいの違うふたつの髪飾りを比べて、にっこり微笑む。

「堂々としていなさい。あなたは平和なオズボーン王国をつくった立役者よ。ジャネットのことがどう転がるかはわからないけれど、オスニエルがあなたに関心がなくなることはないわ」

「はい。ありがとうございます」

　それにはフィオナも自信がある。仮にオスニエルが側妃を娶ったとしても、フィオナを見捨てることはないと信じられるくらいには、彼は愛情をまっすぐに表現してくれているのだ。

　それでも胸がもやもやしているのは、ただの嫉妬だ。

　単純に、フィオナはオスニエルがほかの女の人に愛をささやくのが嫌なのだ。自分だけを見ていてほしいし、ほかの誰かをその手で触らないでほしい。

（大国の王太子妃としては、ただのわがままね……）

　わかっているから口には出せない。

　フィオナが内心を隠して微笑んでいるのを見て、なにかを感じ取ったのか、アイラがギュッと抱きついてくる。オリバーもつないでいる手に力を込めた。

（あれ……？）

　神経を尖らせているからだろうか、氷の力が飛び出しそうになる。

「……っ」

　オリバーとつないでいる手に、小さな氷の塊ができて、すぐに溶けていく。

「ごめんね。オリバー。……気をつけなくちゃ」

「アイラも気をつける！」

「る！」

　フィオナの独り言を双子が真ま似ねしたために、緊張感は一気に崩れた。




　いよいよ、歓迎会の日がやってくる。

　フィオナはその日、オスニエルのエスコートを受け、国王夫妻よりも下の壇で控えめに立っていた。広間の奥の方には、エリオットとローランドの姿もある。せっかく滞在中なのだからと、ふたりにも参加してもらったのだ。ローランドには今日は護衛騎士ではなく、ブライト王国の貴族として参加してほしいと、帯剣は控えてもらっている。

「ジャネット嬢はしばらく王都に滞在するそうだ。すでに交流をしている者もいると思うが、仲よくしてやってくれ」

「皆様、お久しぶりの方もおられるでしょうか。ジャネット・ロイヤルベリーです。よろしくお願いいたします」

　国王に紹介された後、ジャネットは堂々と前に立ち、挨拶をした。

　オスニエルに似た黒髪を持つジャネットは、やはり人目を引く。加えて、すでに円熟した色気を放つジャネットは、女性としてもとても魅力的だ。参加者の視線を集めるのは仕方のないことだろう。

　フィオナも、自分とまったくかかわりのない人なら、素直に彼女に憧れたはずだ。

（それにしても……）

　フィオナが気になっているのは香りだ。ジャネットが今回持ち込んだ香水。彼女がつけているのは当然だと思うのだが、なぜか香りが広間全体に広がっている。鼻が利かなくなりそうだ。

（多くの貴族女性がつけている？　そのくらい、上流貴族を味方につけているということ？）

　気品のある香りなのだが、フィオナはあまり好きではない。この香りを嗅ぐとなぜだか胸騒ぎがするのだ。

　今日の夜会は飲食での歓談が主だ。ジャネットは、王妃とフィオナに挨拶をした後は、群がる貴族女性たちの輪の中に入っている。

（あのあたりの令嬢が、みんな同じ香水をつけているのね。もうっ、どうして……）

　珍しくイライラする。気持ちがはやって、少し攻撃的な気分だ。

（駄目ね。落ち着かないと）

　フィオナはハンカチで口もとを押さえ、なるべく香りを吸い込まないように努めた。小さな舌打ちが聞こえたので隣を見上げると、オスニエルも、心なしか不機嫌そうに眉を寄せている。

　やがて、ジャネットは香水を売り込みに、男性とも積極的に会話をし始める。

　視線だけはジャネットを追いながら、フィオナも挨拶に訪れる貴族たちの相手をしていた。すると、先ほどまでジャネットと話していた女性貴族の間で、いざこざが起こり始めた。

「だいたい、あなた方は節操がないのですわ。ちょっといいものがあればすぐすり寄って。ジャネット様があきれるのも無理のない話です」

「あら、リドル伯爵家だって、同じじゃありませんか。フィオナ様の髪飾りがはやった途端にそれまでと打って変わってすり寄るようになって。皆様がそのような態度だから、フィオナ様だって調子にのって……」

　突然始まった口ゲンカに、フィオナは慌てた。しかも内容が内容だ。普通ならば、心の中に押し隠しているようなことだろう。いくら酔っていたとしても、こんなことを公式の場で口走ってしまうようなうかつな貴族など、そうそういないはずなのだが。

「私、ちょっと見てきますね」

　オスニエルにそう言い、フィオナは仲裁に入った。これもホスト役の務めだ。

「酔ってしまわれましたか？　よかったら、バルコニーにまいりませんか？」

　仲裁に入られたふたりは、あからさまにムッとし、今度はフィオナに突っかかってくる。

「酔ってなんかいませんわ。フィオナ様」

「フィオナ様はどんな手を使って、オスニエル様をたぶらかしたのかしら。我が国は軍事でこそ力を発揮する国ですのに、卑しい商人のような手法を使って」

　言い合いをしている双方から、あからさまな悪意をぶつけられ、フィオナは驚く。

（おかしいわ、これ。なんでこんなに好戦的なの？）

　驚いているうちに、後方で男性同士が騒ぎを起こしていた。先ほど、ジャネットが話しかけていた男性たちだ。

「やめろ」

　オスニエルが仲裁に入っている。が、普段ならオスニエルに恐れをなして歯向かってこない男性たちが、言い返しているのだ。

「そうだ。オズボーン帝国は力で生き延びてきたのに。変えたのはフィオナ妃だ」

「オズボーンの伝統を変えたのは、フィオナ妃だ」

「だいたい、他国の姫が、正妃になるなんて！」

　悪意が、靄もやのように広がる。いつの間にかたくさんの人に囲まれていて、フィオナは身の危険を感じた。オスニエルもそんな状況に気づき、人を押しのけてこちらに向かおうとしている。

「フィオナ様！」

　しかし、先にフィオナの腕を取ったのは、ローランドだった。

「ここにいては危険です。私と逃げましょう」

「ちょ、待ってよ、ローランド！」

　うしろからぐいぐいと引っ張られ、周囲の人間は、「フィオナ妃が逃げるぞ」と騒ぎ立て始めた。

　まったくもっておかしい。なにをしたわけでもないのに、フィオナが悪いことになっているのが不思議だ。まるで、謎の力が働いているような強引さがある。

　それに、ローランドはエリオットの護衛なのだから、エリオットのそばを離れるなんてあり得ない。

　それを指摘しようとしたタイミングで、人の群れを押しのけて追いついてきたオスニエルが、ローランドの肩を掴んだ。

「フィオナを放せ」

　しかし、ローランドはまったくひるまない。オスニエルを睨み、フィオナを背中の方に押しやる。

「お離しください。フィオナ様を不幸にする方には、渡せません」

「お前は自分がしていることがどういうことかわかっているのか。俺の妻を返せ」

　なおも抵抗するローランドに、オスニエルは足をさばいて転ばせた。そしてローランドが倒れ込む瞬間、みぞおちのあたりに一発入れて、気絶させる。

「護衛騎士にしちゃ、ずいぶん隙があるじゃないか」

　抱き寄せられ、フィオナはホッと息をつく。しかし、気を抜いている場合ではない。

「オスニエル様。なにかおかしいです」

　見上げると、彼はフィオナの腰を掴み、しっかりと抱えたまま、喧騒の中心を睨んでいた。フィオナがあまり見ることのない、敵を見つめる視線だ。社交はいつも面倒くさそうにしているが、公式の場では表情を繕うことを忘れないオスニエルには珍しい。いつもの彼と少し違うような気がして、フィオナは怖くなる。

「ああ、危ないから俺から離れるな」

　フィオナは小さくうなずく。

　波のようにどんどん高まっていく悪意。これは誰が、もたらしたものなのか。

　嫌な想像に、気が焦る。

　自分の気持ちを制御することに長たけているはずの貴族が、みんな洗脳でもされているかのように、攻撃的になっている。

「皆の者、やめるのだ」

　国王の凛りんとした声がする。てっきり仲裁をしてくれるのだと思い、フィオナはホッとしてそちらを向いたが、彼の表情を見てぞっとした。嫌悪感でいっぱいのその瞳は、オスニエルの腕に抱かれているフィオナに、まっすぐに注がれている。

「オスニエル。やはり側妃を正妃にしたのが間違いなのだ。正妃にはジャネットがふさわしい。側妃は側妃だ。分をわきまえてその座に戻るといい！」

　その叫びに、にわかに周囲が盛り上がる。それに、不機嫌をあらわにするのはオスニエルだ。彼も、いつもに比べてやや感情的になっているように見える。

「いくら父上でも、フィオナを傷つけることは許せません」

「お前は騙されているのだ」

「なにをどう騙されたというのです。フィオナは不本意ながらやって来たこの国で、未来の礎である子供たちを救うことに力を尽くし、私の子をふたりも産んでくれた。ほかになにを望む必要があるのです？」

「あの子たちには、帝国の血が足りないだろう！」

「そうだ、そうだ！」

　周囲の貴族たちも、国王に同調する。予想もしていない盛り上がりだ。

　ついに堪忍袋の緒が切れたように、オスニエルは大声をあげた。

「帝国の血に、そこまで意味があるのですか？　だったら私は、そんなものいらない！　父上がそこまで言うのなら、私は王位継承権などいりません！」

　まるで売り言葉に買い言葉だ。フィオナは焦って彼を見上げる。

「オスニエル様？」

「いいんだ。フィオナ。お前の価値を認められないような国に、未練などない」

　オスニエルはそう言うが、彼の人生は、国を支えるためだけに費やされてきたのだ。生まれ育ち、心血を注いで尽くしてきた国を、そう簡単に捨てられるわけがない。それに、国王も周囲の貴族も、そんな彼を見てきたはずだ。なのに今、ひとりとしてオスニエルを止めようとする人間がいない。

「おかしいわ。……なにか変よ！」

　フィオナの渾こん身しんの叫びと同時に、周囲の動きが止まった。

　一瞬、フィオナは自分が起こしたことかと思ったが、そんなはずはない。こんなことができるのは、フィオナが知る限りドルフだけだ。

「ドルフ……なの？」

　フィオナが恐る恐る声を出す。ドルフは後宮に置いてきている。当然、今起こっていることなどわかるわけがないのだが。

　周囲を見渡してみると、動いているのはフィオナとオスニエルだけだ。

「見ろ、フィオナ。あそこに」

　バルコニーに、エリオットの金髪が動いていた。彼は、フィオナたちが動いているのを確認すると、手招きした。

「姉上、こちらに」

「エリオット、これはいったいどういうこと？」

　オスニエルとフィオナは、止まっている人垣をよけてエリオットのもとに向かう。

　その時にジャネットの表情も確認したが、人々が怒りに染まっている中、彼女の口もとだけは微笑んでいた。

（やっぱり、ジャネット様の仕業なの？）

　なかば信じられないままバルコニーに出ると、エリオットと彼の聖獣である白フクロウのホワイティ、そしてドルフがいた。

「ドルフ！」

「ローランドが僕を置いて姉上のもとに向かうなんて、通常ならあり得ないですから、なにかがおかしいと思ったんです。ほかの貴族も妙に興奮していましたしね。だから、ホワイティに頼んで、ドルフを呼んできてもらったのです」

　さすがは聖獣の加護を持つ弟である。使いどきも使い方も間違えない。

『とりあえず時は止めておいたが、なにが起こったんだ？』

「わからん。急に皆がフィオナや俺を責め立て始めたんだ」

　ドルフの問いに、オスニエルが答えると、ホワイティが不愉快そうに口を挟んだ。

『このにおい、なんなの？　みんながイライラしているの、これのせいよ』

　たしかに、フィオナもこの香りを嗅ぐと、胸がざわついた。今は多くの女性がこの香水をつけているからか、効果も増幅している気がする。

『この香りになにかあるみたいだな。とにかく、時間を少し戻すぞ。糾弾が始まる前にだ。戻ったらすぐに、香りを風で飛ばした方がいい』

　ドルフが目をつぶり、力を解放させる。銀色の毛が神秘的に光り、彼の体を包む。周囲の空気がキンと固まった。

　フィオナが瞬きしている間に、三十分前の光景に変わっていた。

『動かすぞ』

「ええ」

　ドルフの声に、フィオナとオスニエルがうなずく。

「ホワイティ、お願いできるかい？」

　エリオットのお願いに、ホワイティは当然とばかりにうなずき、翼を大きく羽ばたかせた。強い風が室内に吹き荒れ、動きだしたみんなは、突然のことに怯え、頭や顔を押さえてうずくまる。

『とにかくお前たちは戻れ』

「ええ。あとで話しましょう」

　ホワイティとドルフをバルコニーに残し、オスニエル、エリオット、フィオナの三人は、そろって中に戻る。香水のにおいはずいぶん飛んでいて、呼吸も楽にできた。

「皆さん、よろしくお願いいたします」

　ちょうど、ジャネットが挨拶を終えたところだ。フィオナとオスニエルを見つけたのか、不思議そうにこちらを見る。彼女の記憶では、先ほどまで王族の席に並んでいたのだから、疑問に思って当然ではある。

　やがて楽団による音楽が鳴りだし、室内は自由な交流が始まった。

「私、彼女と話してくるわ」

「大丈夫か？」

「ホストとして当然の役目をするだけよ」

　フィオナは早足にジャネットのもとに近寄る。周囲には伯爵以上の貴族令嬢もいて、フィオナを見るとぎこちなく笑みを浮かべた。

「ジャネット様、今宵は楽しんでくださいね」

「フィオナ様、……ありがとうございます」

　にこやかな会話が始まると、それを見ていた貴族令嬢たちもならって笑顔になる。

「フィオナ様は本当にご商売がお上手ですのね。今やブライト王国の氷も、当然のように輸入されておりますもの」

　ジャネットが、口もとを扇で隠して言う。褒めているようなセリフだが、時を戻す前までの会場の空気ならば、令嬢たちはフィオナがオズボーン国の王族としてふさわしくないと言いだしただろう。

「そうですわね。あの氷菓子を召し上がったことはありまして？」

「ええ。すぐ溶けてしまいますから、菓子職人を呼びつけて作らせたのです。とてもおいしゅうございました」

　先ほどとは違い、どの令嬢も体面を保つことを忘れてはいないようだ。

（今度は大丈夫そうね）

　香水の香りが飛んだ室内は、暴走するほど苛立つ者もおらず、夜会は三時間ほどで、円満に幕を閉じたのだった。




＊　＊　＊




　その夜は、後宮で作戦会議である。

　双子はすでに寝ていて、部屋にいるのはオスニエルとドルフとフィオナだ。

「あの香水に、なにかあるわ」

『そうだな。それは間違いない』

「だがあれは、ロイヤルベリー公爵家の事業として、やっているものだぞ？」

　オスニエルは、公爵家滞在中に、その製造工程も見ている。原材料は領土内でとれる花や葉、木材などで、アルコールや油などにも、特別おかしなものはなかった。

『自然に存在する草花には、毒素が存在するものがたくさんあるぞ』

「綺麗に見えても毒があるといいます。まずはあの香水のもととなる精油が、どの花からつくられたかを探ることが必要ですね」

　その手の内容を聞き出すには、女性同士の方が有利だ。

「私がやります」

　フィオナが言うと、オスニエルは「危ないぞ」と首を振る。

「私にはドルフがついているから大丈夫です。できるだけ後宮の近くでお話しするようにしますわ」

「だが、いつ父上が時を戻す前のようなことを言うかわからん。悔しいが、王城では俺よりも父の方が上位だ。父が命令すれば、ここはお前にとって一気に敵陣に変わる」

「それは……」

　たしかに恐怖だ。けれど、だからといってここで引きこもっていても結果は同じだろう。

　フィオナの居場所は、子供たちとオスニエルがいるこの国だ。ここが大切ならば、守られるからといって、引きこもっていてはいけないのだ。

『思ったのだが、あの香水への対抗策をつくっておけばいいのではないか？　ホワイティなら薬が専門だ。今回の状況を見ていたのだし、頼めばなにかつくれるんじゃないか？』

「そうね。エリオットにお願いしてみるわ」

「……頼むから勝手に暴走はするなよ。お前は俺の妻であり子供たちの母親だ」

「そんなことわかっています」

「わかってない！」

　オスニエルが声を荒らげるので、フィオナは驚いてしまう。なにか怒らせるようなことを言ったのだろうか。

「お前は本当にわかってない。俺にとっても、子供たちにとっても替えが利かない存在なんだ。俺は、父上がもし本当にフィオナを側妃に戻せと言うなら、本気で王位継承権を放棄してもいいと思っている」

「なにを言っているんですか。駄目よ。あなたは今まで国のためを思って戦いを続けてきたし、今だって、国のためを思って……」

　がしっと肩を掴まれる。

「そうだ。国のためと、自分のためを思って見つけた最高の妻がお前だ。父上がお前の価値に気づかないならば、こちらから捨ててやる」

「……オスニエル様」

「俺についてくる人間もいくらかはいる。そこから立て直すことだって……」

「そんなことをしたら、謀む反ほんととられます。そうならないように考えましょう。私も力を尽くしますから」

　オスニエルを知れば知るほど、王太子として生きてきた人なのだと感じることが多かった。彼は、その血の確かさにより、王太子として盤石の地位を得ていた。逆にいえば、逃れることも許されなかったのだ。

　数多く寄せられた縁談をはねつけるのが、彼ができた唯一の自己主張ともいえるだろう。なのに、王位継承権を失ってしまったら、彼の自尊心も矜持もボロボロになってしまう。

「……お前を正妃にと望み、子供たちを得てから、俺は国の繁栄と同じくらい、お前たちとの幸せが大切なものになった」

　オスニエルの腕が、フィオナを抱きしめる。「失いたくないのだ」というささやきが、耳をくすぐる。

　それは滅多に見せることのない、オスニエルの弱音だ。

「私がそんな簡単にやられるように見えますか？」

　だからフィオナは、強気に微笑んでみせる。

「これでも私、数々の修羅場をくぐり抜けてきていますの。そう簡単に落ち込むことも、立ち止まることもありません。絶対に、あなたも子供たちも幸せにしてあげますとも」

「フィオナ……」

『こういうところが、こいつの怖いところだ』

　ぼそりとつぶやいたドルフは、俺も忘れるなとばかりに、体をすり寄せてきた。

「もちろん。ドルフは私と一緒に戦ってくれるのでしょう？　頼りにしているわよ」

　フィオナの返事に、ドルフは満足げにうなずいた。




　翌日から、フィオナは精力的に動いた。

　ジャネットの目的はわからないままだが、彼女の香水が、人の苛立ちや怒りを増幅させているのは間違いない。おそらく茶会で広めているのだろうと、フィオナは昼間、できるだけ後宮から出ることにした。

「おさんぽ？」

「ええ。アイラ、今日は怖くない？」

　アイラは先日から城の方角に妙に恐怖を感じていた。両手をアイラとオリバーとつないでいるのだが、彼女はしっかりとフィオナの手を握って離さない。

「ちょっと、よくなった」

「よくなった？」

「うん。いっぱいはおこってないの。でも、まだだめって」

「……誰かが駄目って言っているの？」

「うん」

　先日はオリバーを間に挟んでいたら、アイラの見えるものが見えたのだ。

　またやってみようかと思ったが、アイラがしがみつくようにしているので、手を離すのは気が引けた。

　フィオナがそのままの状態で、ポリーとシンディを伴い散歩していると、向こうから庭を散策していたエリオットとローランドがやって来る。

「エリオット。ちょうどよかった。話があったの」

　フィオナは、香りに酔った状態の人間を、覚醒させる薬をつくれないかと相談してみた。

「うーん。ホワイティに頼んでみます。できるかどうかは別ですけど」

「お願い。できればあなたが入寮するまでにお願いできる？」

「ええ」

　エリオットがにっこりと請け合うと、オリバーはエリオットに手を伸ばす。

「エリ！」

「やあ、オリバー。元気かい？」

　オリバーはエリオットのことが好きなようで、見かけるとすぐ抱っこをねだる。フィオナが意外に感じたのは、エリオットが軽々と彼を抱き上げることだ。

　会わなくなったのが、線が細く、まだ少年の名残をとどめる年齢だったからかもしれないが、エリオットからは小さな弟という印象が抜けないのだ。だが、体つきを見れば、もうすっかり大人になっているのだなと思う。

「かーたま。あそこ、いる」

　アイラが言った。フィオナが視線を向けた先には、ジャネットがいた。

　やはり、アイラが見ているものはジャネットに関係があるのだ。

「ジャネット様」

「こんにちは。ご家族でお散歩ですか？」

　フィオナが声をかければ、彼女はにっこりと微笑み、近づいてくる。香りがふわりと広がって、フィオナは少し息苦しさを感じた。

「かーたま、だっこ」

　アイラは不安そうな表情のまま、フィオナを見上げてくる。抱き上げようとしたら、ローランドが「私では駄目ですか？」と言って手を差し出した。アイラは「ローラン」と手を伸ばし、彼に抱き上げてもらって満足そうにしている。

　ジャネットはそれを静かに眺め、扇で口もとを隠した。

「……かわいらしいお子様たちですね。うらやましいわ。私にも、子供がいればよかったのに」

　ジャネットが目を伏せて言う。伯爵子息との結婚期間に、子をなすことはなかったのだろう。公爵家に戻ったのも、そういう事情があったのかもしれない。

「ねぇ、フィオナ様。いったいどうしたら、そんなふうになれるのですか？　戦争一辺倒で女性に見向きもしなかったあのオスニエル様に愛され、子供にも恵まれ、事業も成功させている。私が望んでも手に入れることのできなかったものを、すべて手に入れているのだもの。本当にすごいわ」

　いざ相対すると、フィオナは彼女にそこまで悪い印象も恐怖も感じない。

（むしろ、顔を合わせれば、素直な気持ちを口にしているように見えるのよね。うらやましい、とか）

　一方、昨日の行動を見ていれば、ジャネットはフィオナに対して悪意があると察することができるし、陥れようと思っているようにも見える。

　しかし、フィオナを陥れたいのならば、おだてて油断させた方がいいはずだ。直接反感を買うような真似をすることが、納得できない。フィオナが警戒するようになれば、それだけ彼女自身にも監視の目は増えるし、フィオナがオスニエルに言いつければ、ジャネットの立場が悪くなることもあるだろう。

（それに……）

　王城に出入りする貴族や使用人たちの人間関係が悪化したのは、ジャネットが来てからだ。フィオナじゃなくても、いつか誰かが香水の悪影響に気づくだろう。自分が犯人だと疑われることは織り込み済みなのかもしれない。

（……なにを考えているのかしら。ちゃんと話してみた方がいいのかもしれない）

　フィオナは、ジャネットと向き合うことを決めた。怖いと逃げていても、なんにもならないのだ。恐怖心が湧くのは、正体がわからないから。だったらその正体を、暴いていけばいい。

　子供たちをエリオットとローランドに任せ、フィオナはジャネットを伴い、一歩先を歩き始めた。

「……私が望んでいたのは、ただ、この国で居場所をつくることだけでしたわ。もとは敵国の姫ですもの。ここに来た当初は、後宮でおとなしくしていることしかできませんでした」

　ジャネットのまぶたがピクリと動く。興味を引かれたように、「それで？」と続きを促された。

「こういった髪飾りを作って楽しんでいたのですよ。私が作ったものを、ポリーという侍女が褒めてくれて、市場での販売を促してくれたのです。運よく売れ行きがよくて、だったらこの職人を育てることと、孤児の就労支援を組み合わせればいいと思ったのです。そのきっかけをくれたのはサンダース商会ですね。ちょっとしたことから、いい出会いに恵まれて、ここまでやってこられました。だから、成功したのは私の力ではなくて、私にかかわってくれたみんなのおかげなのです」

「みんな？」

「ええ。私ひとりではきっと、後宮で自分の趣味を楽しむくらいのことしか、できなかったと思います」

　そうであればきっと、オスニエルともほとんど話すことがなく、後宮の片隅で、静かに人生を終えたのだろう。フィオナは運がよかったのだ。

「だから、人との出会いは大事にしたいと思っています。ジャネット様と出会えたことにも、なにか意味があるかもしれません」

　フィオナがそうまとめると、ジャネットは寂しげに目を伏せた。

「……フィオナ様は、不思議な方ですわね。一国の姫でありながら、気さくに自分の気持ちを言葉にされるなんて」

「そうでしょうか」

「オズボーン王国の理想的な女性は、気高く凛としているものなのですよ。弱みなど見せようとはしません。王妃様がそうでしょう？」

　たしかに、イザベラはいつでも背筋が伸びているようなきっぱりした性格をしている。彼女が国王に泣きつくような姿は想像もできない。

「だから、自分の気持ちは隠すものだと教えられてきました。自分の成功が、自分だけじゃなくみんなのものだなんて、なかなか言えませんわ」

「……では、私はやはり正妃にふさわしくないのでしょうか」

　フィオナは目を伏せて言う。しかし、ジャネットは首を振った。

「いいえ。そう言いながら、フィオナ様は動じていらっしゃらないように見えますわ。周囲を気遣いながらも毅然としている人なんているものなのですね」

　褒められているような気もする。敵意がむき出しじゃないぶん、フィオナも気が緩んでしまう。彼女がなにを考えているのか、探らなければならないのに。

「それは、買いかぶりすぎですわ。ジャネット様こそ、気品があり、お美しく聡明な理想の女性ではありませんか。香水も、ずいぶん人気のようですわ。いろいろな女性たちから香水の香りがしますもの」

「そう……ですね」

　ジャネットは、庭園に咲く花を大事そうに触った。

「……綺麗だと、言ってくれたのですわ」

「え？」

「死んだ夫です。オスニエル様との縁談が破談となり、落ち込んでいた私に、自分が育てた花をいつもくださいました。『でも、花よりも君の方が綺麗だ』と言ってくれて、私、少女のようにときめいてしまいましたの」

　ロイヤルベリー領は花卉栽培の盛んな地域だという。その中でも、ジャネットが嫁いだ伯爵家は、香水精製を事業とするくらいだから、とくに力を入れていたのだろう。

「私は、彼の手助けをしたくて、今までのものよりも香りが強く長持ちする、新しい香水をつくろうと思ったのです。配合は難しかったですけれど、研究しているのは楽しかった。彼はたびたび戦地に向かったため、退屈だったというのもありますわね」

「ジャネット様」

　ジャネットは吹っきれたように笑うと、「これを」とフィオナに差し出した。手のひらに残されたのは、香水の瓶だ。

「フィオナ様にもぜひ使っていただきたいです」

「……ありがとうございます」

　フィオナは小瓶をギュッと握る。ジャネットは微笑むと、そのまま歩いていってしまった。

　ローランドに抱かれたままのアイラが、フィオナに手を伸ばしてくる。そしてぽつりと言った。

「あのひとが、しんぱい、だって」

「え？」

　アイラがなにを見ているのか不思議で、フィオナはエリオットからオリバーを抱き寄せる。

「アイラ、オリバー、私にも見せて」

　オリバーは無言のまま、フィオナをじっと見つめ、アイラと手をつなぐ。

　生まれてからは、これといった異能力を見せたことがなかったから、リーフェはこの子たちに加護は与えても能力までは授けていないのかと思っていた。でも、違う。子供たちにはたしかになんらかの能力があるのだ。それは、これまでフィオナが知っていたような、氷の力や風の力のような物理的に働く力ではない。

「――！」

　オリバーが力を注いだ瞬間、目にしている景色が少し薄暗くなった。代わりに、見えるはずのないものが見える。人の周りに人の影のようなものがいるのだ。何人もついている人もいれば、たったひとりの人もいる。人がいないところにも、薄い影がついているのが見えた。

「これ……幽霊？」

　ジャネットのうしろにも、ぼんやりと人の姿が見える。エリオットに似た感じの、線の細い男性だ。なにかが体に巻きついているようにも見えるが、フィオナにははっきりと確認できなかった。

「あのひと、おこってたの。このあいだ」

　アイラがフィオナの手をぎゅっと握って言う。

「だから怖かったの？」

「うん。でも、アイラ、こあいのいやってしたから、まえよりおこってない」

「お話ししたの？」

「ううん。でも、みてたみたい」

　アイラは、困った顔でフィオナを見上げてきた。

「……きょうは、ないてるみたいなの」

「泣いて……？」

　フィオナには表情まで確認することはできないが、アイラにははっきりと見えているようだ。アイラは気になるようで、ジャネットが角を曲がって見えなくなるまで、ずっと彼女の背中を見ていた。

「フィオナ様、あの……」

　呼びかけられて、フィオナが振り向くと、ローランドはどこか張りつめた表情をしていた。

「どうしたの、ローランド」

「エリオット様が入寮する日が決まったのです。三日後になります」

「そうなの。寂しくなるわ」

「ええ。もうじき、またお顔を見られなくなるのですね。私は……」

　なんとなく妙な雰囲気を感じて、フィオナは少し焦る。子供の前ということもあるし、侍女たちの目もある。あまり親密な態度をとられると、もめ事のもとだ。

　意識的ににおいを嗅ぐと、ジャネットの残り香がある。ローランドは、洗脳されやすいのかもしれない。

「……エリオット」

　弟に目で訴えると、彼は了承したようにうなずいた。

「行くよ、ローランド」

　そのまま、エリオットはローランドの返事も待たずに歩きだす。

　普段のローランドならば、ここで自分の意思は必ず後回しにする。しかし、今日のローランドはしばらく去りがたそうにフィオナを見つめ続けた。エリオットとの距離が二メートルほど開いた頃に、ようやく頭を下げてエリオットの後を追った。

「……困ったわね」

「なにが？　かーたま」

　きょとんとしたアイラの頭をなで、再びふたりと手をつなぐ。

「なんでもないわ。あなたたちのおかげで、ちょっと見えてきたかも」










双子の能力とリーフェの力




　フィオナは後宮に戻ると、ソファで寝ているドルフを起こした。

「ドルフ、リーフェはいない？」

『リーフェならずっと戻っていないが？』

「アイラとオリバーの能力について、相談したかったんだけど」

　先ほどの出来事を、ドルフに説明する。ジャネットのそばに影のようなものが見えたこと。アイラには、それがよりはっきり見えているようだったこと。そして、オリバーと手をつなぐことにより、フィオナにも少し見えるようになったこと。

　すべて聞き終えたドルフは、誰もいないのを確認すると、狼の姿になった。

『気になるのなら、リーフェに聞きに行くか？』

「え？」

『たまにはふたりで抜け出すのもいいだろう』

「……そうね！」

　ドルフは時を止め、フィオナを背中にのせ、空を駆ける。妊娠、出産をし、体調を崩してしばらく後宮にこもっていたから、こうやって抜け出すのは久しぶりだ。

「久しぶりね！　気持ちいい！」

『ようやく元気になったな』

　ドルフの声が優しくて、フィオナは素直な気持ちになっていく。

「バレてた？」

『ああ。お前は子供を産んでから少し我慢をしすぎだ。もっと甘えてもいいだろう。オスニエルならば逆に喜ぶんじゃないのか』

「そうかもね。でも、私、心配されたいわけじゃないのよ」

『……？』

「信頼されたいの。だって私は王太子妃になったのだもの。夫の役に立ちたいわ。だから、私の立場を利用してできることがあるなら、多少の危険があってもやりたいの」

　孤児院のことを認めてくれて、信用してくれてうれしかった。大嫌いだったはずのオスニエルと一緒にいて楽しいと思えるようになったのは、彼がこの国でのフィオナの働きを認めてくれたからだ。

「ジャネット様にとって、オスニエル様は縁談を破棄した当事者だわ。だから、彼を相手に素直にはなれないと思うの。だったら私から聞いてみた方が、本当の気持ちを話してもらえるかもしれない。そう思わない？」

『逞しいな。お前は。……ほら、着いたぞ』

　久しぶりの湖である。ここも時間が止まっていて、奥にある森の枝が、風に吹かれたような姿で止まっている。

「リーフェ！」

　フィオナが大きな声で叫ぶと、奥から白い狼がやって来る。

『あー！　ドルフにフィオナ、どうしたのぉ』

「聞きたいことがあって来たのよ」

『そっか。来てくれてよかった。お城、変な聖獣の気配があるから入れなくって』

「変な聖獣？」

『うん。ドルフよりは弱そうだったけど、鳥だったから守護範囲が広くて。よくわからないから入れなくって帰ってきちゃった』

　フィオナとドルフは顔を見合わせた。

「鳥ってことは」

『ホワイティだろうな』

　ということは、エリオットが来てからずっと、リーフェは帰るに帰れずここにいたということか。

「ごめんなさい。もっと早く迎えに来てあげればよかった。あの聖獣は私の弟のなの。薬づくりが得意な白フクロウなのよ。怖くないわ。紹介するわね」

『なんだ。フィオナの知ってる子なのか。心配して損した』

　ホッとしたように笑うリーフェをいたわるように、フィオナは彼女の鼻先をなでた。リーフェは気持ちよさそうに目を細める。

『で、聞きたいことってなに？』

「あなたの力のことよ、リーフェ」

『私の？』

「ええ。あなた自身が持つ力はなに？　私はね。あなたの加護を得た子供たちが、なんの力を得たのか知りたいの。先日、アイラは人ではないものを見ていたわ。そしてオリバーは、彼女の見えるものを、手をつなぐことで私にも見せてくれた。これってどういうこと？　あの子たちにはいったい、どんな力が宿っているの？」

　リーフェはきょとんとしている。

『力って？』

『お前の力はかなり強いはずだぞ？　だが、……そういえば、具体的に力を使っているところは見たことがないが』

「ドルフだったら、時を操ったり、氷の力を使ったりするじゃない？　あなたのそういう力はなんなのか教えてほしいの」

　簡単なことを聞いたつもりだったのに、リーフェは焦ったようにきょろきょろする。

『……えええ？　風は起こせるよ。そのくらいかなぁ』

『ほかにもあるだろう。例えばお前はホワイティのことをすぐに察知したが、あいつは気配を消すのがうまい奴だ。どうしてわかった』

『見えるもん。……え？　見えないの？　みんな』

　フィオナはドルフを見る。

『存在している、と最初から認識していれば、探すのはたやすい。だが、知らないのに察知するのは結構な力が必要だ』

　思い返せば、初めて会ったときも、リーフェはすぐにドルフを見つけたようだが、ドルフがリーフェを見つけるのは手間取っていた。

　彼女は母親とふたりきりで、この湖の森でずっと暮らしてきたのだ。ほかの聖獣との交流もほとんどない。彼女自身が、自分の価値を認識していない可能性は十分にあった。

『まずは整理しよう。お前にできて、俺にできないことがあるならば、それはお前の特殊能力だ』

『ほぇ……。え、えーっと』

　こうして、ドルフの質問にリーフェが答えるという形で、リーフェの能力をあきらかにしていった。

　基本的なものは風の力。そして、感覚的な察知能力。これはアイラがして見せたような、通常目に見えないものを察知する力だ。そしてもうひとつが――。

「増幅能力……？」

『能力者の力をさらに増幅させる力だ。双子がお前の体の中にいたとき、氷の力が暴発しただろう。あれもこれで説明がつく。フィオナの能力を、双子のどちらかが増幅していたんだ』

　フィオナはハッとする。アイラの見ているものをフィオナに見せてくれたのは、オリバーだ。

「だとしたら、きっとオリバーだわ。あの子、私にアイラの能力を見せてくれたもの」

『リーフェ、おそらくお前の母親は、我が娘のその素質をわかっていたから、あまり多くの聖獣と引き合わせなかったのだろう。聖獣がいつかないオズボーン王国はいい場所だったろうな』

『どうしてぇ？』

　リーフェが素直に疑問を口にする。ドルフはあきれたようにため息をついた。

『利用しやすい力だからだ。力の弱い聖獣ならばお前と番つがいになろうとするだろう』

『えー。でも、番の相手なんていらないよ。ママがいればそれでよかったんだけどな』

　母親はおそらく、リーフェを守っているつもりだったのだろうが、結果として、リーフェは自分の力さえも理解できなかった。できあがったのは度を越した世間知らずだったというわけだ。

『子供たちが持つ能力は、親の性質はもちろんのこと、加護を与えた聖獣の性質も影響する。これで、アイラとオリバーの力の質も見えてきたな』

　力の本質がわかれば、時々、突然怖がるアイラにも対応できる。

　フィオナとドルフが納得していると、リーフェがおずおずと口を挟む。

『フィオナ、もういい？　終わったんなら、私の話も聞いてくれる？』

「もちろんよ。なにかあったの？」

『なんか、においが気になるんだよね』

『におい？　たびたび言っているな。お前』

　ドルフに言われ、リーフェはしゅん、と耳を下げる。

『動物たちが、なんかケンカばっかりしているの。ママに、ここの動物たちは守るように言われているのに。困るよぉ』

『それって、香水のせいじゃない？』

　フィオナが、ジャネットからもらった香水を見せると、リーフェは不快そうに鼻を鳴らす。

『うーん。このにおいじゃないよ。でも混ざってはいるかなぁ。……私が言っているのは、花のにおいなんだよ。この時期、あっちにいっぱい咲いていて。風に乗って漂ってくるの。昔はここまでひどくなかったんだけど、いつの間にか増えていて……』

　リーフェは首を東の方に向ける。

「花……？」

　ここ、ルーデンブルグは、ロイヤルベリー領の西端と隣接している。だとすれば、ジャネットが精油をとる際に使っている植物もあるかもしれない。

　フィオナはドルフに頼んで、空を飛んでもらった。

　花栽培が豊富というだけあって、上から見れば、温室や花畑がたくさん見える。

『ほら、あれ』

　リーフェが視線を向けたのは、紫色の花だ。近づいてみると、朝顔に似た漏ろう斗と状の形をしている。嗅いでみると、少し甘酸っぱい苦みの残るような香りがした。

　ジャネットがつくる香水の香りの大半は百合だが、あとから広がる香りはこれに近い気がする。

「この花はなんなのかしら。この香り、嗅いでいると妙に胸がざわつくのよね」

『精神に作用するにおいもあるからな。フィオナや子供たちは、俺たちの加護があるから、ほかの人間よりは影響がないだろうが』

　そういえば、同じ空間にいても、オスニエルやローランドの方が、感情の動きは激しかった。

「……そういうこと」

　アイラとオリバー、エリオットが香水の影響を受けにくいのは、聖獣に守られているからだ。

「この花、一本だけ摘んでいきましょうか」

『ああ』

「オスニエル様と相談した方がいいわね。戻りましょう」

　ドルフはフィオナを乗せて、再び空を駆けた。

「ねぇ、ドルフ。リーフェがいないわ」

　フィオナがふとうしろを向くとリーフェの姿がなかったため、ドルフはすぐに湖に戻った。すると、リーフェはひょこりと顔を出す。

『どうした。お前も来い』

『鳥の聖獣……怖くない？』

「怖くないわよ。だからついてこなかったの？　私もお友達なのよ。紹介してあげる」

　フィオナが微笑むと、リーフェはようやくおずおずと前に出てくる。

『なら……行こうかな。鳥、苦手なんだよね。つついてくるし』

「ホワイティは優しい子だから大丈夫よ」

『俺はホワイティより上位だ。俺が言うことには逆らわないから心配するな』

　ふたりに太鼓判を押され、リーフェはようやく安心したようについてきた。

「リーフェって、もしかしてまだ子供なのかしら」

『でもあの大きさなら、二十年は生きているだろ。親は育て方を間違えたんじゃないか？』

　この状態の子供を置いて死ぬのは、どれほど心配だっただろうなどと、母親目線で想像してしまい、フィオナは苦笑した。

　後宮の部屋に戻り、ドルフが時を動かし始めた。途端に、何事もなかったかのように、物音が響いてくる。

「ふう。戻ってきたわね」

　疲れきってソファに座るフィオナに、ドルフが耳をぴくぴくとさせて扉の方を見る。

『休んでいる暇はなさそうだぞ』

　ドルフの言う通り、すぐにオスニエルがやって来た。リーフェを見るなり笑顔を見せる。

「お、リーフェが戻ってきたのか？」

『オスニエルだー！　久しぶり！』

　じゃれつくリーフェを、オスニエルはなんだかんだとあやしている。意外と相性がいいのかもしれない。

　ひとしきりかまわれて満足したリーフェが、オスニエルから離れたところで、フィオナは切り出した。

「オスニエル様にお願いがあります。こちらの香水について、効能……というか、成分を調べていただきたいのです。この花と、香水の成分が合致するのかも」

　小さな香水瓶と、紫色の花を見せられ、オスニエルは食い入るように見た。

「ジャネットからもらったのか？」

「ええ、香水の方は。この香りが精神に作用しているかどうかは、そういった研究施設で調べればわかることですし、結果さえ出てしまえば、販売の差し止めも可能です。この花は、先ほどドルフに連れていってもらって、ロイヤルベリー領で見つけたものです」

　オスニエルは少し眉をひそめた。

「ひとりで勝手に行ってきたのか？」

「事は一刻を争いますもの。ドルフがいるのですから、護衛としては十分でしょう？」

「だが……。あまり勝手に動くな。なにかあったら大変だ」

　すっかり心配性になったオスニエルに、フィオナはふっと微笑んだ。

「大丈夫ですよ。それで、リーフェが言うには、この花の香りで、動物たちの気も荒くなっているそうです。だから、興奮成分かなにかが検出されるのではないかと思うのですが」

「わかった。これはロジャーに頼んでおく」

　ロジャーならば安心だ。よく気がつく彼ならば、ジャネットに気づかれる前にそれをやり遂げてくれるだろう。

　フィオナはホッとして、ソファの背もたれに体を預けた。

「それにしても、ジャネット様の目的はなんなのでしょう」

「正妃になることなのかと思って、ロジャーに調べさせた。だが、あいつの兄のロイヤルべリー公爵は野心がない男でな。とくに公爵家から強い申し出があったわけではなさそうだ」

「そうなのですか」

「それに、ジャネットと夫のブレストン伯爵子息は、仲はよかったそうだ。今も、命日にはかかさず墓に参るそうだし」

「そうなのですか？」

「ああ。東方諸国との戦争で命を落としたそうだ。ジャネットは彼が死ぬ間ぎわに戦場にまで来たそうだぞ」

「……元公爵令嬢が戦場に？　それは、かなり心配されていたのでしょうね」

「ああ。だから、俺が憎まれているのならばわかるのだがな。自分で言うのもなんだが、ジャネットにはひどいことをしたし、ユーインの参加した戦争の総大将は俺だ。父上がそそのかしたにしても、俺はかかわり合いたくない人物じゃないか？」

「そうですね……」

　フィオナは考え込む。例えば、まだオスニエルに対して恋情があるのならば、やってきた機会を逃すようなことはしないかもしれない。そうでないのならば、なぜ今さらオスニエルにかかわろうとするのかは疑問だ。

　それにフィオナにはもうひとつ、気になることがある。

「時を戻す前の歓迎会のように、香水を使って皆の苛立ちを煽り、私を追い出すことはできると思います。けれど、その香水は、広まってしまえば回収することは難しいでしょう？　あとになってから、自分の開発したものを、危険なものだから使用しないように、自ら言うつもりだったとも思えません」

「というと？」

「香水に興奮成分が含まれていたのだとあとで人々が気づいたとき、それを配布したジャネット様は正妃にふさわしいのか？と、不信がられるのは必然ではありませんか？　だから、もともと非難されることも承知のうえだったのかもしれません」

「なるほど」

　オスニエルは、その可能性に初めて気づいたかのように、うなずいた。

（そうよ。彼女は罰せられることも覚悟していたのではないのかしら。でも、そこまでして、王都に混乱をもたらす意味はある？）

「それに、ジャネット様とふたりでいると、ジェマ様の時にはあった敵意が感じられないのです。どちらかというと、羨望めいたものや敬意を感じるのですけれど」

　そこが一番わからないところなのだ。

（彼女は、王太子妃としてうまくやっている私のことがうらやましいのかしら。だから私の真似をして、香水をはやらせ、人心を取り込もうとしているの？　……ううん。たぶん違うわ）

　単純にそうだとはフィオナには思えなかった。

「アイラが見たという、人の影も気になりますしね」

「影？」

「あの子、幽霊が見えるようなのです」

「は？」

　次々と出てくる新事実に、オスニエルは混乱しているようだ。

　フィオナも混乱はしている。はっきりしないジャネットの目的。アイラが見たというジャネットについた影。彼女の敵意は、どこにあるのか。それとも最初から敵意などないのか。

（彼女の目的がはっきりしない今は、むしろ泳がせた方がいいのかもしれない）

「オスニエル様。もし今度、国王様が私を側妃に戻し、ジャネット様を正妃にせよとおっしゃったとき、受けてみてくださいますか？」

「は？　嫌だが？」

　すごい剣幕で振り向かれて、フィオナは思わず笑ってしまう。

「ドルフに頼んで、時を戻すことを前提に考えています。ジャネット様がなにを目的としているのかわからないのですもの。どの時点で、彼女が目的を達成したと考えるのかが知りたいのです」

「俺は嫌だ。お前以外の妻などいらないと言っただろう」

「ふりだけですよ？　ちゃんと時間は戻します」

「それでも嫌だ」

　こうなるとオスニエルは聞かないのだ。一本気で強情。かたくなに強国政策にこだわっていたのも、そのせいなのだろう。

　話が進まないと思うのと同時に、フィオナはうれしかった。たとえ策略であっても、フィオナを裏切るつもりはないと思ってくれているということだから。

「わかりました。ではもう言いません」

「ドルフが時を戻せるのはたしかに便利だが、戻しすぎるな。もう一度最初から始めたとして、俺はまたお前を手に入れられるかどうかわからない」

　どうやら、ドルフに聞かされた『これまでの人生の大半で、お前がフィオナを殺していたんだからな』という言葉が、彼は相当気になっているらしい。

「たしかにオスニエル様絡みで殺されましたけれど、もうそこまでは恨んでおりませんよ？　そもそも側妃になったとはいえ、今世以外ではほとんど話もしたことがありませんからね。あなたに個人として認識されていたかも怪しいものです」

「傷をえぐらないでくれ」

「本当のことですもの」

　フィオナは少しだけ意地悪く笑う。短期間に七度も人生をやり直しているのだから、フィオナだって達観してくるのだ。

　今になればわかるが、オスニエルは個人として対峙した人間には案外優しい。迷惑な行動もある程度ならば許容してくれるし、理にかなっていると思えば協力も惜しまない。ただ、認識するまでは、〝群衆〟の一部でしかないのだろう。こうなるとオスニエルにとっては、物と同義の扱いになる。チェスのコマのように、利用できるものは使い、いらなければ排除するのだ。

　彼が結婚前に、女性と深く付き合わなかったのは、単純に情をかける相手を増やしたくなかったからだろう。陰謀渦巻く王城で出会う良家の娘は、いくら楚々としたたたずまいをしていたとしても、裏には親のどんな思惑が隠れているのかわかったものではない。そして、それに神経を注げるほど、当時のオスニエルには余裕がなかったのだ。

　おそらく、当時、戦争による国力増強という、国王の掲げた目的を達成するために、オスニエルは必死だったのだ。王太子として、父の望みを果たすために。

　だから、結婚などにうつつを抜かしている暇もないと、縁談も断っていたのだろう。

　やがて、それが年齢的に逃げきれなくなり、タイミング悪く、他国の姫を側妃として娶れと国王から命令された。

　それは、彼のプライドを考えればあり得ないことだ。まして妻はひとりだけにしたいと考えていた彼にとって、フィオナは排除したくてたまらない人間だっただろう。

　だからこその、フィオナ暗殺計画だったのだと思える。

「でも、あなたという人を知ってからは、憎らしさも半減しましたから、大丈夫です」

「半分しか減ってないではないか」

「好きはもっと増えていますよ。それに、互いに愛し合う夫婦でも、気に入らないところはあるものでしょう？　嫌なところも含めて、愛しているのですもの」

　笑ってみせたフィオナは、オスニエルが黙ってしまったのに気づき、近づいて顔を覗き込む。すると彼は、少し泣きそうな顔をしていた。

「オスニエル様……きゃっ」

　腕を引っ張られ、ぎゅ、と抱きしめられる。

「お前は、……なんでそうかわいいのだ」

「オスニエル様もかわいいですよ」

　なんとか手を回して、肩のあたりをなでる。おそらく彼は、こんなふうに誰かに甘えた経験が極端に少ないのだ。

「人を許すことは、幸せになる近道なのかもしれません」

　憎しみは、どんどん憎しみを増殖させる。負の連鎖を引き起こしやすいのだ。それを断ち切ることは難しいけれど、負の執着はつらいことの方が多い。だったら思いきって、許してみる勇気も必要だ。

「お前は強いな」

「ふふ」

『まあ、俺が気に入るくらいだからな。お前ら、いい加減離れろ』

　ドルフがふたりの間に下から顔をねじ込んできた。フィオナは笑って、ドルフのことも抱きしめる。

「やきもち？　ドルフ。あなたのことも大好きよ」

『……ふん』

　照れた様子の聖獣がかわいらしく、フィオナは幸せな気分になった。




　翌朝、リーフェを連れて居間に行くと、双子はぱっと目を輝かせた。

「あっ、リーフェ」

「リー！」

　実に二ヵ月ぶりの再会となるので、ふたりそろって押しつぶす勢いで触りに来たが、リーフェはおとなしくされるがままになっていた。

　ポリーとシンディも、双子の相手をしてくれるリーフェの登場にホッとしたような顔をしている。

「それにしても、リーフェったらどこに行っていたのでしょうねぇ。餌をもらうことに慣れている獣が、野生で生活するのは、大変だと思うのですけど」

　不思議そうに言うのはシンディだ。シンディには、フィオナに不思議な力があることは伝えているが、リーフェが聖獣だということまでは教えていない。

「そうね。心配したけれど、帰ってきてくれたからなんでもいいわ」

　フィオナがごまかすと、シンディは「でも、綺麗に洗ってあげないとばい菌などがついているのではないでしょうか」と頬に手をあてている。衛生面を心配しているのだろう。

「綺麗だとは思うけど、気になるのならお風呂に入れてくれる？」

　幸い、リーフェは湖で長く暮らしている子なので、水を嫌がらない。

「はい」

　三十分ほどしてシンディと共に戻ってきたリーフェは、つやつやの白い毛並みからいい匂いをさせていた。

　これにはアイラが大喜びで、「アイラがだっこする！」と言って聞かない。

「アイラには重たいわよ？」

「へーき！」

　フィオナが心配して視線を送ると、リーフェは片目をつぶった。どうやら体を浮かせて体重を感じないようにしてくれているらしい。

「ふわふわ～。かあいいねぇ」

「ドル」

　ドルフを呼んで手を伸ばすのは、オリバーだ。

『……俺か』

　アイラと同じことがしたいのだと理解したドルフは、あきらめの表情でオリバーのもとに向かい、抱っこされていた。




　午後からは、エリオットと茶会だ。城を出て入寮する前に、ゆっくり話したかったのだ。

　心配性のオスニエルがカイを呼びつけ護衛を頼んだため、カイとローランドが睨み合っているところで優雅にお茶を飲むという変な感じの構成になっている。

　途中、ドルフに時を止めてもらい、リーフェとホワイティを引き合わせた。

『なあに、ドルフ。……あら？　見たことのない聖獣ね』

『ホワイティ、こいつはリーフェだ。この国のルーデンブルグの湖に住んでいた聖獣で、オリバーとアイラに加護を与えている』

『この国にも聖獣がいたのね。よろしく。ホワイティよ』

　パサリと羽を広げたホワイティを警戒しつつ、リーフェは何度もドルフを見て『怖くない？』と確認していた。どれだけ鳥に嫌な経験があるのだろう。

『私、リーフェ。よろしく』

『まあそう怖がらないでちょうだい。あなたが言う、嫌なにおいを無効にする薬をつくってきたのよ？』

「できたの？　ホワイティ。早いのね」

　尋ねたのはフィオナだ。

『エリオットの頼みだからやったのよ？　感謝してよね。香りは混ぜることによって、打ち消すこともできるの。フィオナから渡された香水の成分を無効にするように配合してあるわ』

「さすがね、ホワイティ」

『でしょう？　もっと褒めてもいいのよ？　ねぇエリオット』

「ありがとう、ホワイティ。君はやっぱりすごいなぁ」

　エリオットに褒められ、ホワイティは満足げだ。

「これを拡散するには風の力がいるわね。リーフェ、悪いけど協力してくれるかしら」

『いいけど。じゃあ、しばらくフィオナにくっついていればいい？』

「そうね」

『えへ』

　リーフェは子犬姿になると、フィオナの腕に飛び込んでくる。普段はドルフか子供たちの定位置なので、なんだか新鮮だ。白の毛並みはやわらかく、ドルフより少し小ぶりなのでかわいらしい。

（性格とも相まって、本当に子供みたいね）

　フィオナも微笑み、頭をなでる。どこか釈然としない顔をしていたのはドルフだ。




　いよいよ明日は、エリオットが城を出る日だ。フィオナは寂しさを感じつつ、子供たちを散歩に誘った。

　フィオナはここのところ、散歩を日課にしている。

　なるべく後宮から出て、ジャネットの動向を確認し、子供たちの能力を見極めたいと思っているのだ。

　今日は庭園には誰もいない。家族だけでのんびりと散策していると、突然アイラが不安そうにフィオナの服の裾を握る。

「アイラ？　どうしたの？」

「なんか、へん。いつもとちがう。おしろのなかがみえるの。あのひとがいるの」

　フィオナは今、右手をアイラとつなぎ、もう一方の手でリーフェを抱いている。リーフェの増幅能力がフィオナを通して伝わって、アイラの能力が増幅されているのかもしれない。

「あの人って？」

「おはな、つけているひと。……や、おこっちゃやだ」

　突然、アイラが怯えたように座り込んだので、フィオナは守るように抱きしめた。

「やだよう。こあい！」

　フィオナの服にしがみついてきたアイラは、「たすけて、とーたま！」と叫ぶ。

　つられて泣きそうになったオリバーが、フィオナとアイラに触れた途端、フィオナの脳裏には映像が浮かび上がってきた。

　最初はぼやけていたそれは、徐々に鮮明になっていく――。




『なにを言っているのですか。父上』

　怒鳴っているのはオスニエルだ。どことなく見覚えのある場所は国王の執務室で、宰相と文官がうしろに控えていて、前の方にジャネットの姿も見える。なぜかローランドを伴ったエリオットまでいた。

　ジャネットのうしろには、金髪の男性の影が見える。アイラの言う通り、花が絡みついているのが見えた。紫色の漏斗状の花だ。

　今までと違い、顔つきまでうっすらわかった。リーフェがいることで、全体的に能力が増幅されているのだろう。

『言った通りだ。ジャネットを妃として迎えろ。フィオナと結婚してもうすぐ三年になる。そろそろ次の妃を迎えても問題ないだろう』

　国王が、オスニエルに向かって、尊大に言う。否定を許さないような強い口調だ。

『問題はあります。私にはフィオナ以外の妃は必要ありません』

『いいや。彼女はブライト王国出身。この国には、帝国の血を引く妃が必要なのだ。そしてそれは、正妃であることが望ましい』

　国王は、ちらりとジャネットを見る。ジャネットは無表情でたたずんでいて、周囲を囲む文官たちが苛立ちを隠せない様子でオスニエルを睨んでいる。この映像からはわからないが、おそらくいつものあの香りが漂っているのだろう。

『エリオット殿、そなたはどうだろう。ブライト王国とは、そもそも側妃として迎えるという約束だったのだ。もとに戻るだけのこと、異存はあるまい？』

　カッとなったのはローランドの方で、珍しく感情的に『しかし……』と口に出したが、エリオットがやんわりと止めた。

『私の一存で返事はできません。国王である父の意見を無視するわけにはまいりませんから。けれど、最初のお約束から見れば、現在の状況が、過分な対応をいただいていることは理解しております』

　エリオットのうしろで、ローランドが歯ぎしりをした。これも、彼には珍しい態度だ。それほど不服なのだろうが、いつもであれば、不満をのみ込んで無表情でいられるくらいの冷静さは、彼にはあるはずだ。

　映像の中にいる人間で、ジャネットの香りに対抗できるのはエリオットだけだ。

　なんとかエリオットがこの場を切り抜けてくれるよう、フィオナは祈るしかない。

　呼ばれてもいないフィオナが国王の執務室に、乱入するわけにはいかないのだ。

『父上。何度言われても私の正妃はフィオナです。彼女になんの問題があるというのです。孤児の就労支援に、商業促進。国の繁栄にも寄与し、なおかつ世継ぎの男児も生んでいる。正妃として必要な働きは、すべてしてくれているではありませんか』

『それは私も理解している。お前がそこまで言うのであれば、彼女が正妃のままでいてもいい。だが、王国には両親とも前帝国の血を引く王子が必要なのだ』

　どこまでも主張を変えない王に、先にキレたのはオスニエルだ。

『オリバーはいらないとでも言うのですか？　……もう結構です。そんなに血の継承が大事ならば、私の方をあきらめてください。オリバーは私の大事な息子です。あの子に帝王学を教え、いずれ共にこの国を支えていくつもりでしたが、父上がそこまでおっしゃるなら、私は世継ぎとならずともかまいません！』

『なっ、お前、継承放棄する気か？』

『さすがに謀反は起こしたくはないですからね。国の平和のために、それが必要だというなら、一公爵になって弟を支えましょう。ライリーも血統こそ劣れど、帝国の血筋ではあるでしょう』

　ライリーは十九歳になる第二夫人の息子で、第二夫人はボーン帝国解体の際に分裂した国の姫なので、一応帝国筋にはなる。しかし、ライリー本人は凡庸な男で、とくに大きな野心があるわけでもない。第二王子という立場に満足し、可もなく不可もなく淡々と生活している。

　オスニエルの兄弟はライリー以外にもうひとり王子とふたりの王女がいるが、彼らは侵略国からの人質として輿入れした側妃の子のため、王族とはいえ立場は弱い。だから国王は、王位継承者としてはオスニエル以外を考えてはいないはずだ。

（オスニエル様ってば……）

　はっきり言い放ったオスニエルに、フィオナは胸が温かくなる。

　フィオナも、一度はその提案を受けてもらって、ジャネットの反応を見ることを考えたが、オスニエルにはまったくその気がないようだ。

　自分を曲げるのが嫌いな方ね、とフィオナは思わず笑ってしまう。




　――オリバーがぎゅっと抱きついてきて、フィオナに見えていた映像が、一瞬かき消された。

「オリバー？」

「……ぼ、いらない？」

　彼は彼で、幼いなりに祖父の言葉に含まれる自分への侮蔑がわかっているのだろう。

「お父様は、オリバーが大切だって言っているのよ？」

「ぼく、いる？」

　アイラがひょいと手を伸ばし、オリバーの手を握る。

「いる！」

「あたり前よ。オリバーがいなかったら、母様は悲しくて死んでしまうわ」

　アイラとフィオナにそう言われて、オリバーは少しだけホッとしたように表情を緩めた。

　再び手をつなぎ直すと、また映像が見えてくる。今度はオスニエルがジャネットに食ってかかっていた――。




『だいたい、ジャネットだって嫌じゃないのか？　かつて縁談を蹴った俺のことなど』

『そうですわね……』

　ジャネットは不敵な微笑みを浮かべ、下ろしていた髪を手で梳すいた。

　ふわりと立ち上がる芳香が、フィオナには黒い煙のように見えた。うしろにいた男性の影が揺れる。

　近くにいた文官の目つきが、どんどんうつろになっていく。

『つまり、オスニエル様は、フィオナ様がおられるから、私とは縁談を結びたくないということですわね。であれば、フィオナ様がいなくなればよろしいのかしら』

　まるで誘導のようなひと言。国王と文官たちはぼやけたまなざしのままうなずいた。

　慌てるのはオスニエルだ。しかし、彼が動く前に、国王が文官へと命令を出した。

『そういうことだな。お前たち、騎士団にフィオナをとらえるよう伝えろ』

『はっ』

　文官はすばやい動きで踵を返し、出ていく。

『そうですな。フィオナ妃がいなくなれば、オスニエル様もあきらめがつくでしょう』

　うつろなまなざしのまま、宰相はそう繰り返した。エリオットはただ静かに、状況の変化を眺めている。

『フィオナ様が危ない』

　居ても立っても居られないというように、ローランドが走りだした。

『あっ、待て』

　オスニエルが追いかけるのを、ジャネットはただ静かに見つめている。

　エリオットは、そんな彼女に視線を向けた。




　――アイラの目を通して、一部始終を見ていたフィオナも焦っていた。

『フィオナ、もしかして危なくない？』

　リーフェが言い、フィオナもうなずく。

「どうやら、私が標的になってしまったようね。いったん後宮に戻りましょう」

　フィオナは近くにいた警備兵にカイを後宮に呼んでくるよう頼み、子供たちを抱きかかえて後宮へと戻った。

　走って戻ってきたフィオナに驚きを隠せないポリーとシンディに、なにがあっても戸を開けないように厳命し、そのまま部屋に立てこもる。
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　エリオットは、護衛の任務を忘れて駆け出したローランドを見てため息をつく。

　王も宰相もうつろなまなざしで正面を見ている。ジャネットが髪を触るたびに広がっていく濃い香りに、皆まともな思考回路を奪われているようだ。

　エリオットは、国王に呼び出され、ここに入ったときから、あまりに強い芳香が気になっていた。香りの広がり方も強さも、そして作用も普通とはあきらかに違うところを見れば、ジャネットは精霊にでも気に入られているのだろう。

　加護を与えても自分の意思は決して覆さない聖獣たちと違って、精霊は好んだ相手に対しては従順だといわれている。事の是非は問わずに、相手が望む通りに力を放出するのだ。

　精霊は才能のあるものが好きで、力を貸し与えることが多い。オズボーン王国出身の有名な建築家であるアンガスも、ブライト王国の研究者の間では、石の精霊に好かれていたのではないかといわれている。

（花の精霊あたりが、ジャネット様の味方をしているのだろうけど）

　ここで、ホワイティがつくった薬をばらまけば、この洗脳されているような状況から脱することはできるが、エリオットはその前に聞いてみたいことがあった。

「ジャネット様」

　笑顔で話しだしたエリオットを、ジャネットは不思議そうに眺める。

「あなたのつくった香水は、人の神経を過敏にし、苛立ちを増幅したうえで、ゆっくりと洗脳するものですよね」

「あなたには効かないのね？　どうしてかしら」

　悪びれもせずに、ジャネットが微笑む。

「僕には、頼りになる素敵な友人がいましてね。あなたの計画を破綻させることは可能です。でも、どうしてこんなことをなさるのですか？　僕にはあなたが、少しも楽しそうには見えないのですけど」

　エリオットがジャネットの心中を察して言う。

　哀れみに似たエリオットのまなざしに、ジャネットは怯えたような表情を浮かべた。

「なぜ、同情するの……？」

「かわいそうだからですよ。あなたが」

「なんですって……？」

　エリオットの言葉に、ジャネットはいぶかしげに聞き返す。

「なぜ、同情されなければならないの？　あなたは怒ってもいいはずだわ。私はあなたのお姉様――フィオナ様の立場を揺るがしているのだもの」

「あなたがオスニエル様に恋をしていないのはわかります。必要なのは権力ですか？　そうとも思えません。この香水が国中に浸透し、皆が苛立ちを覚え破壊的な行動をとったとしたら、あなたでも制御するのは難しいでしょう。であれば望みはなんですか？　戦争を起こしたいのですか？」

「あなた……」

　顔を引きつらせたジャネットに、エリオットは不敵に微笑んでみせる。

　エリオットは見た目のせいなのか、昔から、他人に侮られやすい。だから、なにもできないと見せかけて内情を聞き出し、糾弾する材料をそろえてから牙をむくことにしている。いつまでも心優しいだけの少年ではないのだ。

「言っておきますが、ただの人間のあなたに、僕や姉上がやられることはありませんよ。僕らには聖獣の加護がありますから」

「聖獣……？」

　ジャネットがつぶやくとともに、金色の光をまといながらホワイティがやって来る。

　エリオットの腕にのると、愛おしげにおでこをすり寄せた。

「ど、どうやって入ってきたの、そのフクロウ」

「聞いたことはありませんか？　ブライト王国は聖獣に守られていると。不思議な力と共に僕らは生きています。多くは望んでいませんが、自分と自分たちの国民を守るときは、力を出し惜しみしたりしません。姉上が嫁いだ以上、この国も縁戚ですから、このまま黙って見ているわけにもいきません」

　エリオットの合図で、ホワイティが羽ばたく。彼女がつくった薬をまき散らしながら、聖なる風が吹いていく。

「きゃあっ」

　においを飛ばすために起こした風は、小さな竜巻となり、発生源であるジャネットを巻き込んでいった。

「あれ？」

　エリオットは目をこすった。

「彼女のそばに誰かいる」

　ぼんやりとした影のようなものが、風に巻き込まれた彼女を救い出そうとしている。

「ホワイティ、止めて」

『ええ』

　エリオットに従順なホワイティは、そのままいったん姿を消した。

　残されたのは、倒れているジャネットと、風で興奮成分が飛ばされ、茫然としている国王と宰相だ。

「エリオット殿？　なんだ、今の風は」

　戸惑う国王に、エリオットは穏やかに微笑む。

「あの、ジャネット様がお倒れになったので、客室にお連れしたいと思うのですがよろしいでしょうか」

　エリオットがジャネットを抱き上げているのを見て、国王は茫然としたままうなずいた。
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　ローランドとオスニエルは長い廊下を競うように走っていた。

「お前、どこに行く気だ」

「フィオナ様をお守りするのです」

　オスニエルに負けるわけにはいかないと、ローランドは必死に言った。

「お前が護衛するのはエリオットだろう？」

　しかし、オスニエルにそう言われて、ローランドははっとして立ち止まる。

　どうしてエリオットのことをすっかり忘れていたのか。護衛騎士として、他国にまで一緒に来たというのに。

「……私は」

「落ち着け、フィオナは大丈夫だ。なにか起こっても、すぐにやられるような女じゃない」

「どうしてそんなことが言えるのですか！」

　ローランドの頭に、不敬の文字がよぎる。しかし妙に興奮していて、思うように冷静になれない。

「私は、フィオナ様を幼いときからお守りしていたのです。あの方は守られるべき方だ。恐ろしいものはすべて私が取り払って差し上げなければ」

「フィオナはそこまで弱くはない！」

　オスニエルの断言に、ローランドは眉を寄せる。

「俺だってフィオナのことは自分の命を懸けてでも守るつもりだ。ただ、それはあいつの行動を制限するものではないと思っている。どんな状況に陥ったって、怯えるだけではなく最善策を探せるような女だろう」

「それは……」

　ローランドは目をそらす。そうだっただろうか。自分が守ってきた姫は、そんなに逞しかっただろうか。

　わからない。だってローランドは、フィオナが困る前にすべての災いの種を取り除いてきたのだ。

「俺たちが向かう前になにかあっても、あいつなりに必死に自分の身と子供たちを守るはずだ。だから俺たちは、最善の方法であいつを救い出さなければならない」

「そう……ですね」

「お前はエリオットのもとに戻れ。フィオナにとって大事な弟だろう。エリオットを人質に取られる方がよっぽど悪いことになる。フィオナは俺に任せておけ」

　ローランドは、オスニエルをまじまじと見る。

　彼のことを、もっと傲慢で自分のことしか考えていないような暴君だと思っていた。けれど今、冷静に状況を把握しているのはオスニエルの方だ。

「あなたは、フィオナ様を信頼しているのですね」

「……俺の妻だからな。愛しているし信じている」

　敗北感を覚えるのは、それがローランドにはできなかったことだからだ。

　ローランドは、フィオナが苦難に立ち向かうとは思っていなかった。ただ弱く、守らねばならない存在だと思い込んでいたのだ。

「わかりました。エリオット様の護衛に戻ります」

「頼むぞ」

　指示を出し、オスニエルは足を速めて後宮の方角へと向かう。

　ローランドはあきらめに似た気持ちで、今来た道を戻り始めた。

（ああ、たった三年なのに）

　フィオナが、オスニエルの言うような強さを身につけたのは、この国で成果を出し、結果を認められたからだろう。

　フィオナをこんなふうに変えたのはオスニエルだ。少なくともローランドではない。だってこの三年間、ローランドはフィオナのそばにはいなかったのだから。

「……だからフィオナ様はあの男を選んだのか」

　彼の中には、ずっと小さな少女のままのフィオナがいた。その彼女が背中を向け、旅立っていく。ローランドはようやく、もう彼女が、ブライト王国の小さな姫ではないのだと納得できた。
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　数名の騎士とカイが、後宮の前で睨み合いをしている。

「カイ、どけ。王命でフィオナ様をお連れするのだ」

「いやでも、なんかフィオナ様、てこでも出てこない感じですけど？」

　突然フィオナに呼ばれたカイは、オスニエル以外の人間は通さないようにと命令された。詳しい理由を聞く暇もなく、騎士団員たちがなだれ込んできたため、後宮の入り口で必死に押さえている。

「いいから、どけ」

「いやいや、なんにせよ、王太子の後宮に騎士団が押し入るってのはおかしいでしょう。必要なら俺が説得してお連れしますから、理由を教えてください」

　カイと騎士団の言い合いを、フィオナは居間からこっそりと眺める。

「リーフェ、お願いがあるの。風を起こしてこれを王城内に広げて」

　渡したものは、ホワイティにつくってもらった洗脳を解く薬だ。

『わかった。いいよー』

　聖獣は気軽に請け合い、空へと飛び立つ。

「かーたま……」

「かーた」

　不安がるアイラとオリバーを、フィオナは抱きしめた。

「大丈夫よ。お父様が……オスニエル様がきっと来てくれる。それに私たちにはドルフもリーフェもいるわ。力で負けることは絶対ない」

　フィオナは元気づけるように笑ったが、オリバーはずっと落ち込んでいる。

「じー、ぼく、きらい？」

　そして、途方に暮れたようにつぶやいた。泣きださないところがむしろ痛々しい。

「そんなことないわ」

「でも」

　落ち込むオリバーをアイラが抱きしめる。

「アイラ、オリバーすき」

「そうね。母様も、オリバーもアイラも大好きよ」

「でも……」

「あのね、オリバー。おじいさまは知らないのよ。あなたのことを」

　オスニエルだって、最初はそうだった。フィオナのことを、『ブライト王国の姫』としか見ず、その心の内を見ようともしてくれなかった。

「あなたのことを知ったら、きっと好きにならずにいられないわ。だから、今度からもっとお話ししに行きましょうね」

　オリバーはまだ不安げだ。たしかに、一方的に否定されるのはつらいし、ならばかかわりたくないというのは、フィオナもそうだったから理解できる。だけど今のフィオナは、触れ合ってみればわかり合えることもあると、知っている。

「オリバー。生きていく場所って、結局は自分でつくらなければならないの。だから、嫌なことから逃げ続けては駄目。もちろん、がんばって駄目なら逃げていいわよ。でも、最初からあきらめるのはもったいないわ」

　自分の経験をもとに、フィオナは告げる。オリバーはわかったようなわからないような顔をして、うなずいた。

　まだ幼い子供たちには、わからなくてもかまわない。これから長い年月をかけて、フィオナとオスニエルでそれを教えていくのだから。

『じゃあ、いっくよー！』

　リーフェが風を起こし、ホワイティの薬を広めるとともに、まとわりついた香水の香りも払っていく。

　城中に広がるそれは、いきり立って熱くなっていた騎士団の頭も冷やしていった。
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　オスニエルは、ローランドと別れた後、まっすぐ後宮に向かって走りだした。途中で、強い風が吹く。先ほどまで持っていた強い苛立ちが、不意に霧散した。

「……リーフェか？　薬を使ったんだな」

　すばやく状況を理解し、後宮に向かうと、入り口でカイが騎士団に詰め寄られているのが見えた。

「お前たち、なにをしている！」

　オスニエルの一喝に、騎士団員はおびえて直立し、カイはホッとしたように顔を晴れ渡らせた。

「オスニエル様、王命でフィオナ様を……」

「騎士団員が寄り集まってやることか？　もう一度父上に確認してみろ」

「ですが」

「正しい判断をしろと言っているんだ。父上がフィオナを呼んだ理由はなんだ？　言ってみろ。必要ならばフィオナに自分から行かせる」

「それは……」

　騎士たちは目配せをし始めた。誰も、理由など知らないのだ。ただ――伝統から外れることへの嫌悪感が増幅したことによる、漠然とした怒りに突き動かされて、ここまで来ただけだ。

「……確認します」

「ああ。必要ならば文書を出せと言っておいてくれ」

　騎士団は一同踵を返し、戻っていく。カイはそれを見送って、ホッとしたように息を吐き出した。

「ありがとうございます。オスニエル様」

「よくやった、カイ。あの興奮状態で突入させていたら、誰かが怪け我がをしていたかもしれない」

「それにしても、なんでこんなことになっているのですか？　みんな、フィオナ様のことをすごいと言っておられたじゃないですか」

　カイに効き目がなかったのは、最初からフィオナに対して嫌悪感がないからだろう。

「王室の血統へのこだわりは、実は根深く残っているのだろうな」

　あきれたように鼻を鳴らし、オスニエルはそのまま警備するようにカイに言いつけ、中に入る。

「おとたま！」

　オスニエルに飛びついてくるのはアイラだ。

「怖かったか？　アイラ。もう大丈夫だ」

「かーたまがいたから、へーき。でもあのおねーたん」

「ジャネットのことか？」

「アイラ、おはなししたい」

　思いもよらないことを言いだしたアイラに、オスニエルが答えに窮していると、騎士団の伝令が来て、「フィオナ様をお呼びの件は、なにか行き違いがあったようです」と伝えてきた。

　どうやら国王も宰相も記憶が混乱しているらしい。

「あっちはあっちでなにかあったのかしら」

　フィオナがオスニエルと共に考えていると、今度は別の女性使用人がやって来る。

「あの、フィオナ様、ブライト王国のエリオット王子から伝言です。ジャネット様がお倒れになったので、様子を見に来てほしいと」

「エリオットから？」

　オスニエルもフィオナも驚いたが、アイラも行くと言い張ったため、全員で向かうこととなった。










公爵令嬢と謎の影




　フィオナがオスニエルと共に子供たちを連れて指定された客室に行くと、エリオットが優雅にお茶を飲んでいた。

「あ、来たね。姉上」

　護衛のローランドは、エリオットのうしろに立ちながら、なぜだか気まずそうな表情をしている。

「姉上は大丈夫だった？」

「いまいち現状が把握できていないんだけど、とりあえず」

「国王様の方は、ホワイティが薬を与えてくれたから、もう大丈夫だと思うよ？」

「そう。ありがとう。……エリオット、ずいぶん落ち着いているのね？」

　エリオットはある意味部外者だ。なのに、いきなり公爵令嬢の洗脳騒ぎに巻き込まれたのだから、驚くだろうに。

「僕、もう十八歳だよ。王家を継ぐ者として、そこそこの度胸は必要でしょう」

「エリ」

　小走りに、オリバーがエリオットに近づいてくる。彼はにこやかに微笑み、オリバーを抱き上げた。

「それに、僕も甥っ子がかわいいからね。理不尽なことを言われて、黙っていられるもんか」

　弟の意外な男らしさを見て、フィオナは驚きつつもホッとした。ブライト王国のことは、きっとエリオットに任せておけば大丈夫なのだ。心の底からそう思えるくらいには。

「ところで、ジャネット様は？」

「隣室にいるよ。貴婦人の寝室に男がいるわけにいかないでしょう。だから僕たちはここで待機していたんだ」

「お倒れになったのはどうして？」

「ホワイティが、香水のにおいを浄化するためにつくり出した竜巻に巻き込まれた……というのが正しいのかな。彼女は、あの香水に完全につかりきっていて、風で振り払うだけでは浄化できなかったのです。香水の本体は彼女だといってもいいでしょうね」

「本体？」

「あの香水は、負の感情――怒りや苛立ちを増幅させるものでしたよね。彼女が抱えている、怒りや苛立ち。それがあの香水の『核』だったのです」

　断言するエリオットを、フィオナは神妙に見つめる。

「これは僕の憶測ですが、ジャネット様は花の精霊に気に入られているのではないでしょうか。だから彼女が花を扱えば、香りも効能も強く出る。しかし、オズボーン王国は、聖獣も精霊も信じておられない。だから、ジャネット様は精霊に気に入られている自覚がないのはもちろんのこと、精霊の存在にさえ気づいていないのだろうと思います」

　フィオナは息を詰めて、彼を見つめる。興味深い推測だ。

「精霊の力が加わっている自覚がないままに、興奮作用の強い花を香水の材料として選んでしまったことによって、彼女の抱えている感情――先ほど言った『核』を増幅させる香水ができあがってしまったのでしょう。できた過程はおそらく偶然です。ですが、効果に気づき、それをわざと広めようとしたのは、彼女の意思でしょう。どういう処罰を下すのかは、義兄上がお決めになればいいかと思います」

　フィオナはオスニエルと顔を見合わせる。

「僕は先ほど、一瞬だけですが彼女のうしろに男の影を見ました。その影が彼女を守ろうとしていたのも」

「それ……！」

　きっと彼女の死んだ夫だ。アイラに見えているのもおそらくそうだろう。

「必死な様子を見れば、彼女を好いていた方でしょう。香水の核である彼女の怒りを取り払うには、そのあたりの事情を知る必要があるのかもしれません。……姉上がお話しなさればいいと思いますよ。こういった話は、女性の方が聞きやすいでしょう」

「そうね。ありがとう」

　フィオナが隣室に向かおうとすると子供たちもついてきた。

「お前たちはここで待っていればどうだ」

　オスニエルが止めたが、アイラはかたくなに首を振る。

「いや。アイラいく」

「ぼくも」

「キャン」

　最後のはドルフで、『俺が子供たちを守ってやるよ』と言っている。

「行ってきます」

　決意の固さを確認したオスニエルとエリオットはうなずき、ローランドだけが口を挟もうとした。

「フィオナ様、危険では」

「大丈夫よ」

　フィオナが自信を持って答えると、ローランドはあきらめたように言葉をのみ込んで頭を下げた。
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　ドアをノックする音で、ジャネットは浅い眠りから目を開けた。

　客室の一室のようだが、ジャネットに割りあてられていた部屋ではない。いつもならついているはずの侍女もおらず、ひとりだ。

　再びノックの音がする。ジャネットは慌てて返事をした。

「はい。どなたですか？」

　これまでになく、頭はすっきりしていた。

（いったい、なにがあったのだったかしら。ああそうだわ、私、王都に来て、オスニエル様に仕返しをしようと……）

　そこまで考えると、頭痛がした。

『フィオナです。入ってもよろしいですか？』

「フィオナ様？　……ええ、どうぞ」

　ジャネットは、上半身を起こし、手櫛で髪を直す。フィオナが入ってくると、痛む頭を軽く押さえて礼をした。相手は王太子妃だ。無礼は許されない。

「無理に起きなくていいのですよ」

　フィオナはそう言うと、ジャネットの額を触った。冷たくて気持ちがいい。

「見える？　アイラ」

「うん。はっきり。しんぱいって」

「そう」

（なにを言っているのだろう）

　ジャネットは目をつぶり考える。心配してくれる人などもういない。自分など、いついなくなっても問題のない存在なのだ。

「ジャネット様、あなたの旦那様は、金髪でしたか？」

「え？」

「目もとにほくろがあるでしょうか」

　フィオナの発言に、ジャネットは耳を疑う。フィオナは、死んだユーインと会ったことなどないはずだ。屋敷になら肖像画も残されているが、辺境の一伯爵の子息が、王城で知られることなどほとんどない。

「どうして知っているの？」

「見えるからです。ここにいらっしゃるのが」

「……え？」

　ジャネットは茫然とした。フィオナが見ているのは、ジャネットの少しうしろの空間だ。

「あなたにも見せられるかしら」

　フィオナはアイラとオリバーに促した。オリバーはアイラと手をつないだまま、恐る恐るジャネットの手を握る。

「……！」

　ジャネットの視界が一度かすむ。次に焦点が合ったとき、半透明な状態の夫が見えたのだ。

「ユーイン様……？」

　男の口もとが動く。しかし、ジャネットには声を聞き取ることはできなかった。

「もうやめてって、いっているの」

　小さな姫君が言う。ジャネットは目を見開いて彼女――アイラを見る。

「きみのせいじゃないから、やめてって」

「この人が、……言っているの？」

「うん。えっと、ずっといってた」

「ずっと？」

　ジャネットに見える夫は、悲しそうに微笑んでいた。

「おねーたんのうしろに、ずっと、いたの」

　彼女の言うことが本当ならば、ユーインは死んでからもジャネットのそばにいたのかもしれない。ジャネットは目頭が熱くなり、涙をこぼさないようにと、ぐっとこらえる。

「はじめ、おこってた。アイラ、こあくてちかよれなかったの。でも、いまは、だいじょうぶ」

「どうして？」

「アイラがこあいっていったら、おこるのやめてくれたの。やさしいね」

　それは、ジャネットが覚えている夫の姿そのものだ。

　穏やかで、いつも笑顔で、小さな子供にはとりわけ優しかった。

　彼との子供が欲しかったし、彼もそう望んでいた。なのに、ジャネットは全然妊娠せず、申し訳ない気持ちでいっぱいだった。

「……ユーイン様」

　せめて、彼のためになることをしてあげたいと思っていたのに、結果として、彼を死なせる原因をつくったのはジャネットだった。だから彼には憎まれているだろうと、そう思っていたのだ。

「私のこと、見ていたの？」

　つうと、頬を涙が伝う。一度こぼれてしまえば、もうこらえることはできなかった。自分はきっと、彼に許してはもらえないだろう。だからいっそ、すべてをめちゃくちゃにして死にたいと思っていたのに。

　顔を押さえて泣いていると、ふわりと誰かに包まれた。

「フィオナ様？」

「大切な人を亡くす気持ち、わかるわ」

　彼女の手は優しかった。ジャネットは不思議な気持ちだった。フィオナに恨まれるのならわかるが、こんなふうに慰められることがあるなんて。

「あなたがしたことは、香りを使った洗脳だわ。許されることではない」

　凛とした声に、ジャネットは静かにうなずいた。ああこれで、ようやく罰せられるのだという気持ちさえあった。

「でも私は、あなたが、そうしてしまった理由を聞きたいと思っているの」

「え？」

「あなたがどうしてこんなことをしたのか。教えてほしい。私、あなたがそんなに悪い人だとは、どうしても思えない。なにか理由があるように思えるの」

　ジャネットはハンカチを差し出すフィオナを、不思議なものを見るように眺めた。

「フィオナ様は寛大でいらっしゃるのね。私があなたをここから追い出そうとしていたこと、気づいていたんでしょう？」

「ええ。でもジャネット様は私を嫌ってはいませんよね。それはわかったんです」

　黙ってしまったジャネットの手を、フィオナは微笑んで握りしめる。

「私、ここに来たばかりのときは、嫌みもたくさん言われたし、毒を盛られたこともあります。私を嫌う方の私への態度は、隠そうとしても嫌悪感がにじみ出てくるのですよ。でも、ジャネット様は、優しい言葉をかけてくださいましたもの」

「フィオナ様」

　ジャネットの心は今すっかり凪ないでいた。

　やってしまったことは戻らないのだから、どうせ罰は受けるのだ。だったらすべて話してしまってもかまわないだろうとジャネットは考え、大きなため息をつき、目をつぶる。

「そうね。どうせもう処罰されるのでしょうから。最後にお話しいたします」

　ジャネットが語り始めると、アイラとオリバーがぴたりとくっついて、彼女のドレスにしがみついた。

「始まりは……そうね。オスニエル様に縁談を断られたことかしら……」




　――ジャネットは、ロイヤルベリー公爵家の箱入り娘だ。

　ロイヤルベリー公爵家は、三代前の王家の三男が興した家で、王家特有の黒髪が受け継がれることが多かった。独特の緑っぽい黒髪を持つジャネットは、初代国王の容姿を色濃く受け継いでいるといわれ、特別扱いされていた。

『お前はいずれ、オスニエル様の正妃になるのだ』

　ジャネットが物心ついた頃には、そう言われていた。相手は自国の王子様だ。ジャネットに異論などあるはずがない

　ジャネットを溺愛する父親は、いずれ手放すのならと、幼い彼女を王都の学校にはやらず、家庭教師をつけ、自領で大切に育てた。そのため、彼女がオスニエルと会うのは、年に数回。国王の生誕祭、春をことほぐ聖花祭、そして新年を祝う祭りの時くらいだった。

　それでも、ジャネットはオスニエルがいつか自分が嫁ぐ相手なのだと認識し、男らしい彼のことを好ましく思っていたのだ。

　しかし、年頃になったジャネットに送りつけられたのは、縁談を断る手紙だった。

　しかもそれが、オスニエルが望んだことだと知り、余計に落ち込んだ。父親は怒り、しばらく王都に向かうことはなくなった。

　そしてすぐに、領内の貴族子息を屋敷に迎え、ジャネットとの縁組を図ったのだ。

　傷心のジャネットは、それがとても不快だった。傷ついた心に塩を塗るような所業だと思い、挨拶を済ませた後は、義理は済んだとばかりに誰もいない庭園に向かった。

　昼間ではあるが、公爵家の庭園は花が多く植えられており、茂みの裏側にいれば、ぱっと見では気づかれない。

　だが、ジャネットを見つけた人はいた。金髪で緑色の瞳を持った、伯爵子息、ユーイン・ブレストンだ。

『おや、こんなところに隠れておられるとは』

『……！』

　うまく隠れていたつもりのジャネットは、彼の声を聞いて驚いた。柄にもなく、動揺したせいで顔が赤くなっていたかもしれない。咄嗟に顔を隠してしまった。

　くすり、小さな笑い声がした。ジャネットは指の隙間から、ちらりと彼を見る。

　彼はまだ笑っていた。ずいぶんと穏やかな笑い声だ。

　同年代の男性といえばオスニエルと兄くらいしか面識のなかったジャネットは、不思議な気がして、顔にあてた手を下ろしてしまっていた。

『あ、あちらに行ってくださいまし』

『しかし、ご令嬢。こんなところにいては危ないですよ』

『へ、平気ですわ！　お花、そう、お花をとってきてくださいな。この庭で一番綺麗な花ですよ！』

　とりあえず難題を押しつけて消えてもらい、その間に逃げようと思っていたジャネットは、彼が枝に手をあてて、ますます逃げられないように囲ってくるのを見て困惑した。

『あ、あの』

『仕方がありません。この庭で、一番綺麗な花がここにあるのですから』

『え？』

『あなたが一番綺麗ですよ。ジャネット様』

　言葉だけで聞けば、あまりにもきざなひと言だ。少なくとも、兄からもオスニエルからも、こんなことは言われたことはない。でも、彼は本心から言っているんだろうなと、不思議と信じられた。

　それでもその時、ジャネットの心はいじけてひん曲がっていた。なにせ、結婚すると思っていた相手から拒否されたのだ。自分なんてまったく魅力がないのだろうと思ってしまっていた。

『お世辞など結構です。どうせ私など、魅力がないのですから』

『オスニエル様のことですか？　あの方は、職務に一途ですからね。ジャネット様が駄目なのではなく、時期が悪かったのです。今はどの女性が相手だったとしてもお断りされたと思いますよ。……おかげで、私もあなたと知り合うきっかけをいただけたわけですが』

　差し伸べられた手は、強引ではないが、有無を言わさぬ強さがあった。

『あとで戻るからあっちに行ってください』

『いつまでもそんなところにいると虫が寄ってきますよ』

『虫は平気です。それより、……隠れていたから、髪が乱れているの。……恥ずかしいから見ないでください』

　真っ赤になったジャネットに、ユーインはますます笑った。

『ではなおさら、私に摘まれるとよろしいですよ。花の扱いには長けていますから』

　ナンパ師のような言葉にも思えたが、ジャネットは彼の手を取ってしまった。

　庭にある東屋に連れてこられ、椅子に座るように促される。じっとしていたらユーインが髪を直してくれた。

『男の方なのに髪を結えるの？』

『姉がいるので、侍女がしているのを見て覚えました。手先を使うことが好きなのですよ。男らしくないと叱られますがね』

　シュルリとリボンのすべる音がする。花の香りが鼻孔をくすぐり、穏やかな日差しが、ジャネットの頬を染めていく。

『はい、できました』

『……ありがとう』

　それが、ユーインとの出会いだ。オスニエルとは真逆のタイプの彼に、ジャネットはすぐ恋をした。

　それでも、気位の高い公爵令嬢だ。自分から彼に会いたいとは言えない。

　彼からの誘いを待つという形の交際を、ジャネットは半年ほど続けた。

『ブレストン伯爵家のユーイン殿とよく話しているようだな。気に入ったか？』

『お父様』

　ジャネットが頬を染めたのを見て、父親は苦笑する。

『家柄的には劣るが、ブレストン伯爵家は花卉栽培において、一番進んでいる。これから手を組むには悪くない家だ。お前さえよければ、話を進めるが』

『私がうなずいたら、ユーイン様に無理強いをさせてしまうのでは？』

『ユーイン殿はお前のことが気に入っているようだぞ。同じようなことを言っていた。まだ傷心のお前に無理はさせたくないから、時間をかけると。だが私には、お前が今も傷心のようには見えないのだが』

　ジャネットは、自分を気遣ってくれるユーインの言葉がうれしかった。そうなってみると、ジャネットはなぜ、オスニエルに固執していたのか不思議に思えてきた。彼からは一輪の花だって、ほんのわずかな気遣いだって受け取ったことはなかったのに。

　ジャネットは彼に、恋などしていなかった。ただ、断られたことで自尊心が傷ついていただけのことだ。それに気づいて、ようやくジャネットは素直になれた。

『……私、ユーイン様とお会いしたいです』

　こうして、今度はふたりで会う機会を何度もつくった。結局、結婚したのは初めて出会った日から一年後で、ふたりはそこで初めてキスをした。

　あの日のことは忘れない。いつもはこちらが照れてばかりだったのに、あの日は彼が真っ赤になって、照れてそっぽを向いてしまったのだ。

　口で言うほど、女性慣れしていないところがうれしかったし、愛されていると実感できたことがうれしかった。

　ジャネットは結婚したその日から、ブレストン伯爵家のために生きると誓った。

　家業である花卉栽培の手伝いをすべく、草花とその効能を調べ、生花の販売だけではなく、加工製品の開発にもいそしんだ。ジャネットがブレンドした香水や香油は、そんな中でできあがった製品だ。見た目が悪く出荷できないような花も、精油にすることで利用できるようになり、ユーインにも伯爵夫妻にもとても喜ばれた。

　さらに、ジャネットはその社交性をもって、香水や香油を領内に広め、ブレストン伯爵家に繁栄をもたらしたのだ。

　それが、ジャネットにとって、一番幸せな時期だった。

　やがて、王家主導の東方侵略が始まると、状況は一変した。公爵領からも兵の派遣が求められ、小領主であるブレストン伯爵家にも、それは平等に課せられた。

　兵を率いる将校として、貴族子息たちも出兵しなければならない。それはユーインも例外ではなく、彼は伯爵領の領民百人を率い、戦争へ身を投じていった。

　オスニエル率いる王国軍は、無敗の常勝軍だ。被害は最小に抑え、次々と勝利をものにしていった。

　戦争といっても行きっぱなしではない。国土が広いオズボーン王国は、戦地に出る部隊も半期ごとに交代するのだ。

　ユーインは戻ってくると安心したように、ジャネットに甘えた。

　彼は戦いなど好きではないのだ。もともと、神経も細やかで優しい人だ。戦争に出るようになってから、夜中も悪い夢を見て飛び起きることが多かった。殺伐とした戦場が彼の精神に悪影響を与えているのはあきらかだった。

『もう戦争など行かなくてもよろしいのではありませんか？』

　ある日、ジャネットは夫にそう言った。しかし、彼は首を横に振る。

　今は、北のソルディオス王国と戦争中だ。

『だが、総大将のオスニエル様は交代することもなく、前線に立たれているのだ。恐れることなく、敵陣に一番に向かっていく。王太子様がその身を危険にさらして戦っているというのに、私がうしろに隠れているわけにはいかない。この領地の兵を率いる責任もある』

　通常、貴族の子息は将となるが、形だけだ。部隊の一番奥で守られ、戦いの場面そのものを見ない人だっている。しかし、生真面目な彼は、総大将であるオスニエルが前に出ているのに自分が下がってはいられないと思っているようだ。

　王家への不敬となるため、口に出すことはできなかったが、ジャネットはオスニエルが憎かった。彼が、普通の王太子のようにうしろでおとなしくしてくれたら、ユーインだってこんなふうに怯えながら前に出ることなどないのにと。

　彼のためになにかできることはないか。ジャネットは考え、ひとつのアイデアを思いついた。

『では、恐怖を取り除き、勇気の出る香りをつくりましょうか』

　香りの研究をし、様々な香水をつくっていたジャネットは、精油の配合ひとつで、気分を変えることができるのがわかっていた。

　領内に出回っていたのは、主に元気が出る香りやリラックスできる香りだったが、同じ要領で、勇気が出る香りをつくろうと思ったのだ。

　彼が戦いに赴くまでの間にと、ジャネットは昼夜を惜しんで精油の配合を考え、その香水をつくり出した。自分でも何度も試し、恐怖が薄れ、強気になってくることは、実証済みだ。

　香水ではすぐに香りが飛んでしまうので、彼に渡すものは香油にした。

『ありがとう。ジャネット』

　彼女がつくった香りをまとった彼は、恐怖など感じていないかのようにまっすぐ背筋を伸ばし、勇敢に戦った。

　彼はジャネットに感謝し、帰ってからも夜中にうなされるようなこともなくなった。

　自分のつくった香油が彼を救ったのだと喜んだジャネットは、それからも香油をつくり続けた。

　その香りの効果が、いつしかエスカレートしていることには気づかなかったし、ジャネット自身も、香りの影響を受けていて、恐怖心を失うことがどれほど危険なことなのか、考えるだけの冷静さを失っていた。

　そして、悲劇は起こったのだ。

　ユーインが、矢を射られて倒れたという知らせが、伯爵家に届いたのだ。

『どうして……』

　彼の負傷を伝えに来た伝令兵に、ジャネットは詰め寄った。

『最近のユーイン様は、まるで怖いものなどないかのように向かっていかれることが多く……、今回も、これは勝機だと言って……』

　止めた兵もいたが、ユーインは独断で馬を駆ったらしい。

　自分のせいだ、とジャネットは理解した。

　彼のためにとつくった香油が、彼から恐怖を排し、行ってはならないところへ向かわせてしまったのだ。

『私のせいだわ』

　ジャネットは急いで戦場へと向かった。彼が収容されたという救護所は、戦地からは離れていたが、敵の気配はあった。確実に安全だとはいえない場所だったが、ジャネットはかまわなかった。そして、彼女はその場で彼の死を看取ったのだ。

　ジャネットは何日も泣き崩れた。よく眠れなくなり、精神的にも不安定になった。彼の両親に申し訳なさを感じ、せめて伯爵家を盛り立てるためにと、精油抽出と香水・香油の精製に身を費やした。

　恐怖を取り除くような配合をしたそれは、やがて怒りなどの負の興奮感情を増幅させるものへと変質してしまっていた。つくり続けながら、ジャネットは自分自身への怒り、オスニエルへの怒りを増幅させてしまったのだ。

　その数年のうちに最愛の父もなくなり、跡目を継いだ彼女の兄は、妹を公爵家に呼び戻した。

『子もなしていないのだ。いつまでも伯爵家に固執するものではない。お前はまだ十分美しいし、ほかの男と縁をつなげばいい』

　妹を心配する兄のひと言に、ジャネットは反発心を覚えた。

　しかし、くるったように香水づくりにのめり込むジャネットを御することのできないユーインの両親は、兄の案に同意した。

　ジャネットは負の感情を抱えたまま、公爵家に戻り、毎日香水をつくり続けたのだ。

　そのうちに、オスニエルが結婚するという噂が聞こえてきた。

　あまたの女性を切り捨てたことによって、正妃を娶るより前に、ブライト王国という辺境国の姫を側妃として娶らなければならなくなったというのだ。

　ジャネットはいい気味だと思った。オスニエルも、少しは結婚で苦労すればいいのにと。

　しかし、一年もしないうちに、その彼女を正妃に迎えるという宣言を聞いたときには、耳を疑った。

　あれだけ傲慢で、人の気持ちなどひとつも考えない人が、好きな女性を正妃に迎えようとするなんて。

　自分が傷つけた女性のことや、彼を見習ったがために命を失った男性のことなど、なにも知らずに幸せになるのかと思えば、ひどく腹が立った。

　もうなんでもよかった。オスニエルを、陥れられるのであれば。

　だから、兄からオスニエルの側妃にと言われたときはチャンスだと思った。

　香水を王都に広める段取りがついたときに、くだんの香水を持っていったのも、王城に争いの種をまき散らしたかったからだ。

　もうジャネットにとって、王太子妃などなんの魅力もない。この国自体が、彼女の守るべきものではなくなっていた。ただ、オスニエルを自分と同じくらい不幸にしてやりたかった。

　だから、彼の愛するフィオナ妃を傷つけ、王城から追い出し、オスニエルと臣しん下かの信頼関係をめちゃくちゃにしてしまおうとしたのだ――。




「――そして、彼の後を追おうと思っていたの」

　話し終えたジャネットは肩から力が抜けるのを感じた。だらりと落とした手を、フィオナが気遣うようにそっと握ってくれる。

「あなたが、オスニエル様を憎らしく思うのも、不幸に押しつぶされそうだったのもわかるわ。でも、だからといって周囲の人を洗脳することは違う」

「フィオナ様」

「あなたのしたことは間違いよ」

　断言するフィオナを、ジャネットは茫然と見つめる。

　兄は、ジャネットの不幸に同情していた。今回のこともうすうす気づいていつつ、なにも言わなかったのはそのせいだろう。

　正直、事情を知った人間がここまではっきり断言するとは思わなかった。でも、逆に断言されてすっきりもしている。

「……知っているわ」

　自分のしていることは逆恨みだ。ユーインが死んだのは、オスニエルではなく自分のつくった香油が原因なのだ。ジャネットは、そうわかっていても悔しくて悲しくてどうしようもなかった

「あの人に、どう謝ればいいのかわからない。だから、誰かに罰してほしかったの」

　公爵令嬢であるジャネットを罰せられる立場の人間はそう多くない。国王はジャネットを気に入ってくれているし、兄は同情している。でもオスニエルは違う。王都で騒動を起こせば、たとえ公爵令嬢であろうと、罰するはずだ。自分に引導を渡せる人物として、ジャネットはオスニエルこそ最適だと思ったのだ。

　なのに、久しぶりに会ったオスニエルは、感じが変わっていた。

　公爵領での仕事も真面目にこなし、夜は夜会などがなければ部屋にこもる。そして妻に会いたいからと仕事も早く片づけようとするのだ。

　彼をこんなふうに変えた妻は、おそらく良妻だろう。だとしたら、ユーインを殺した自分は悪妻だ。

　考えれば考えるほど、ジャネットは追いつめられていった。

　――もう、公爵家がどうなろうと、この国がどうなろうと、かまわない。自分はユーインに許されない。一生、誰にも許されない。いばらの道を歩むのだ――と。

「……ごめんなさい、フィオナ様。あなたはなにも悪くないのに。私は、あなたを不幸にしようとしていたの」

　最後まで言葉にすると、不思議と胸がすっきりした。もしかしたら自分は、誰かにこの話を聞いてほしかったのかもしれない――と、ジャネットは思った。
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　泣き続けるジャネットをフィオナは抱きしめた。

　男性に振り回され、不幸な生涯を送るその姿は、かつてループする前の自分にもよく似ている。他人事だとは、どうしても思えなかった。

　もし、人生をやり直せなかったら、フィオナだっていろいろなものを憎んだだろう。

　自分を守ってくれなかった母国、人となりを知ろうともせず自分をののしったオスニエルやジェマ。実際、フィオナは殺そうとまでは思わなかったけれど、複雑な気持ちはたしかにあった。

　例えば、ドルフに頼めば、ジャネットの時を戻してあげられるのだろうか。

　だけど、そうなればフィオナの運命も変わることになる。自分の幸せと彼女の幸せを天秤にかけたとき、フィオナにはどうしても選べなかった。

　今の生活を愛している。オスニエルがいて、ふたりの子供たちがいるこの生活を、失ったらきっと生きていけない。

「ううん。私もごめんなさい」

　フィオナもまた、ジャネットに詫びた。彼女を幸せにできる方法がわかっていてなお、フィオナには選べない。そこまでいい人にはなれない。

「どうして謝るの？」

「……あなたの後悔を晴らせてあげられないから」

　ジャネットには、なんのことだかわからないだろう。それでも謝らずにはいられなかった。

　フィオナとジャネットの違いはただ一点。ドルフの加護がなかったことだけ。

「……あなたが謝る必要はないわ」

　ジャネットは凛としていた。

「全部、私が悪かったのだもの。あの人を死なせて、不幸にしてしまった」

　だがその瞳は潤んでいた。フィオナもなぜだか一緒に泣きたくなってしまう。

「ジャネット様」

　すん、とフィオナが鼻をすすると、ジャネットもつられたように泣きだした。

「あの、あのね」

　アイラが、おずおずとジャネットの服の裾を掴んだ。

「あのひと。ちがうって、いってる」

　アイラは必死に訴えた。

「……ユーイン様が？」

　ジャネットは驚いたようにアイラを見つめる。

「あの人はなんて言っているの？」

「えと。しんぱい、してるの、その、えっと……」

　まだ幼いアイラは、ユーインが言っていることが、理解できないのかもしれない。

「ドルフ、ジャネット様がユーイン様の言葉を聞こえるようにはできないのかしら」

『うーん。俺の能力とは違うからな。リーフェに頼った方がいいだろうな。呼ぶか？』

「お願い」

　ドルフは時を止め、後宮にリーフェを呼びに行った。

　再び時を動かすと、ジャネットは突然白い犬が現れたので、驚いたようだった。

「ジャネット様、ブライト王国の王族には、不思議な力があることをご存じですか？」

「エリオット様が言っていたわ。聖獣の加護があると」

「ええ。私にもあるのです。しばらく目をつぶっていてくださいますか？　あなたに、旦那様の想いを伝えることができるかもしれません」

　フィオナの声に、ジャネットは戸惑いながらも目を閉じた。

「リーフェ、お願い」

『どうすればいいの？　フィオナ』

「アイラとオリバーの力を増幅して、ジャネット様にユーイン様の声を聞かせたいの」

　しかし、リーフェは困ったように首をかしげる。

『うーん。なんかアイラのだけやるのは難しいから、みんなの力を増幅してみるね』

「え？　ちょ、私の力はいいのよ。みんな凍っちゃうじゃないの！」

『えー、でももうやっちゃった！』

　すぐに周囲の空気が冷えてきた。まさにフィオナの力が勝手に暴走してしまっている。このままでは部屋中凍りついてしまうとフィオナは慌てて、その場にいた全員を抱き寄せた。

　ジャネットの眠る布団に子供たちを忍び込ませ、自分はドルフを右腕で抱き、左腕側でベッドに覆いかぶさる。

　みんながどこかしらくっついた状態になり、フィオナ、アイラ、オリバー、ドルフ、全員の力がリーフェの力でまとめて増幅された。

　空気はキンキンに冷えたが、くっついているおかげで、皆が凍りつくことはなさそうだ。

　安堵した途端、ぐらりと世界が揺れたような気がした。周囲がくるくる回り、吐き気にも似た感覚が襲ってくる。

　それがようやく収まった頃、フィオナは恐る恐る目を開けた――。
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「……ここは」

　ジャネットは目を開けて、先ほどとは打って変わった光景に驚く。

　そこは、王城にある客室ではなかった。白い花がたくさん咲いている花畑だ。先ほどのような寒さはなく、春の陽気が感じられた。

　フィオナは宙に浮いていて、オリバーとアイラは彼女にしがみついている。ジャネットも、同じように宙に浮いていた。

　よくはわからないが、不思議なことが起こっている。これがフィオナの言う、聖獣の力なのだろうか。

　ただ、ジャネットは今いる場所を知っていた。

「ここは、ブレストン伯爵家の農園だわ」

　覚えのある、白い花。結婚してすぐ、ユーインが連れてきてくれた場所だ。

『すごいだろう？　君に見せたかったんだ』

『本当に綺麗』

　聞き覚えのある声に、振り向いたジャネットは、そこに結婚当初の自分たちを見つけた。

「……どういうこと？」

　まるで時が戻ったかのように、ジャネットの記憶通りの光景が、目の前に広がっている。

『オスニエル様のような身分も強さもないけれど、僕は君を幸せにするためにこれからの一生を使うよ』

『まあ』

『格下の伯爵家に嫁いだことを、後悔させないように』

　当時のジャネットは、ユーインの言葉にぽうっとするばかりだった。

　しかし、こうして客観的に聞くと、彼の言葉の端々に、家格が下であることへの劣等感や、オスニエルに対抗するような言葉が隠れている。

（彼が、こんなにもオスニエル様のことを気にしていたなんて……）

『花嫁衣裳の君は、この白い花よりも、ずっと綺麗だった。君が僕の、一生枯れない花だよ、ジャネット』

　甘い言葉を残して、景色が変わる。

　次にたどり着いたのは、戦場だ。

　川の向こう側に、敵国の陣が敷かれている。手前ではユーインが鎧をまとって騎乗し、厳しい顔で対岸を眺めている。

『膠こう着ちゃく状態だな』

　どうやら、東方諸国との交戦中のようだ。東方には小国が多くあり、あの頃はそれを一国ずつ侵略していた。すぐに降伏してくる国ばかりではなく、どう見ても勝ち目のない戦争に、必死に抵抗していく国もあったのだ。

　そんなとき、オスニエルは先陣を切って、敵の大将を討ちに行ったと聞いている。将が落ちれば、後は続かず、すぐに降伏する。この戦争自体の是非は置いておいて、戦いを早く収束させるという点において、オスニエルはたしかに有能な将だったのだ。

『私も、戦果を出さなければ……』

　ユーインがつぶやく、しかし、その体はかすかに震えていて、剣を持つ手にも力が入っていないようだ。

（ユーイン様……大丈夫かしら）

　もともと彼は温厚で、平和主義だ。彼にとっては、戦地にいるというだけでも、かなりの精神的苦痛だったに違いない。

　彼が、左手で耳に触れ、その手を鼻の近くにあて、微笑んだ。ユーインが香水や香油をつける場所は耳もとだ。ジャネットは彼のしぐさの意味に気づき、胸が熱くなる。

　ユーインが次に顔を上げたときは、戦士の表情に変わっていた。

『皆、構え！』

　腹の底から大きな声を出し、応える兵を率いて馬を駆る。

　そして彼が敵陣へと切り込んでいくのを、ジャネットはハラハラしながら見つめた。

　その戦いは、ユーインたちの勝利で終わった。しかしそれは一部隊を撃破しただけにすぎず、戦争はまだまだ終わらない。

　自陣に戻り、ユーインは体の震えを隠しながら、一般兵をねぎらいに歩いて回った。

　人を気遣い、言葉で労わる。それは、ユーインらしい行動だった。

（ユーイン様は優しすぎるんだわ）

　ジャネットは胸が痛かった。自分こそ、誰かに弱音を吐き出したかっただろうに、彼は将であるがゆえに、それすらも許されなかったのだ。

『あれ、ユーイン様、いい香りがしますね』

　一般兵の問いかけに、彼は頬を染めて微笑む。

『ああ、妻がくれたんだ』

『ジャネット様ですね。相変わらず仲がよろしくて、うらやましいです』

『……そうだといいのだが。私はまだまだオスニエル様にはかなわないからな。彼女と結婚できたのは、たまたま彼女が失意に暮れていたタイミングで出会えたからなのだと思うよ』

（そんなふうに思っていたの？）

　ジャネットはショックだった。自分たちは互いに思い合っているのだと疑ったこともなかったのだ。

『戦果を得て、オスニエル様にも負けない男にならねば。そうすればきっと、神も私を認め、彼女との間に子を授けてくれるんじゃないかと思うんだ』

　子供ができなかったことさえ、ユーインは自分が至らないせいだと思っていたのだろうか。

　この国では、女性の方から気持ちを伝えるのははしたないという風潮があり、ジャネットも、自分から積極的に気持ちを伝えようとは思っていなかった。

（もし私が、家格の違いなど気にしていないし、オスニエル様のことも好きじゃない、ただ、そのままのユーイン様が好きなのだと伝えていたなら、彼はあんな無理はしなかったのかしら）

　自分たちの間に、そんなすれ違いがあったのだと今さらながらに知り、ジャネットは胸が苦しくなる。

　場面が変わる。また戦場だ。今度は木々が多く入り組んだ立地で、敵軍は別の王国軍と対峙していた。移動中のユーインたちは、たまたま、敵の大将を横から狙える位置にいた。

『突撃しよう』

『お待ちください。こちらは現在少数ですし、味方との距離も離れております。大将の首を取る前に気づかれたら、こちらが不利になります」

『だが、これはチャンスだ。みすみす逃すわけにはいかない！』

　ユーインは突撃を指示し、自ら馬を駆った。しかし敵の大将のもとにたどり着く前に、ユーインは矢に打たれ、落馬した。

「嫌！　ユーイン様！」

　ジャネットの叫びは、当然ながら届かない。

　味方の兵が慌てて駆け寄り、ユーインをかかえて、命からがら逃げる。

　伏兵がいて、敵との距離がまだあるうちに射られたのは、不幸中の幸いと呼べるのだろう。そうでなければ、彼は多くの馬や兵に足蹴にされ、遺体さえ回収できないような状態になっていたに違いない。

　自陣に運ばれたユーインは、意識が戻らず、ずっとうなされていた。

　ジャネットはなんとか近寄ろうとするが、透明な壁のようなものに阻まれて、近づくことができない。

『う……ジャネット』

　数日間、ユーインはうなされながら、何度も彼女の名前を呼んでいた。

　そこに、髪を振り乱して当時のジャネットがやって来た。

（そうよ。落馬して怪我をしたと聞かされて、居ても立っても居られずに戦場まで来たんだったわ）

　ジャネットは当時を思い出して、眼下のふたりを見つめる。

『お願い、ユーイン様、死なないで』

　泣きながらすがりつく過去の自分の姿を見て、ジャネットはうらやましくなった。

（私も触れたい。ユーイン様にもう一度）

　ユーインは苦しそうに息を吐き、またも彼女の名を呼んだ。

『ジャネット、……すまない』

　最期まで自分の名を呼んでくれた、今にも事切れそうな夫に、ジャネットはどうしても触れたかった。

「ユーイン様！　お願い！　死なないで」

　ジャネットは必死に透明な壁を叩いた。けれど、彼女の力では、そればびくともしない。

『無理だ。今のこの状態は、リーフェが俺の力を使ってつくり出した現象だ。ここにいる人間の時間までは戻していないんだ。それに、過去をいじると未来がすべて変わるぞ』

　銀色の狼が言う。狼が人間の言葉を話すことへの驚きはあったが、今はそんなことどうでもよかった。

「お願い。未来を変えたいの。ここから出して」

『駄目だ。お前の未来を変えたら、俺たちの未来も変わってしまう』

「じゃあせめて、ユーイン様を生き返らせて。死なせないで」

　しかし、狼は首を振る。フィオナも泣きそうな顔でジャネットを見ていた。

「ごめんなさい。私は未来を変えたくないの。私にはもう子供たちがいる。この子たちのいない暮らしなんて考えられない」

「……私だって、ユーイン様のいない未来なんて考えたくなかった」

　ジャネットは声をあげて泣いた。公爵令嬢としての体面などもうどうでもいい。ただ、彼ともう一度話がしたい。本当の自分の気持ちを、彼にも知っていてほしかった。

「ごめんなさい、ジャネット様」

　フィオナの目尻からも涙がこぼれ、それを見ていたアイラとオリバーは不安を抑えるようにギュッと抱きしめ合った。するとふたりの間から、小さな光が生まれ、一気に広がる。それはすぐに周囲の景色を消してしまうほどのまばゆさとなった。




　しばらくののち、ジャネットは自分を呼ぶ声に目を開けた。

「ジャネット」

　声は、すぐ近くから聞こえた。ジャネットのうしろに、金色の光に包まれた青年の影が見える。

「ユー……イン様？」

「聞こえる？　ジャネット。僕の声」

「き、聞こえます！」

　本物だろうか、とジャネットは何度も瞬きをした。涙のせいで彼の姿がぼやけるのがもったいなくて、何度も涙をぬぐいながら、青年を見つめる。しかし、彼を包む光がまぶしくて、表情まではよく見えない。

「ジャネット。ごめん。君を置いて死んでしまって」

　彼が一歩近づいてくる。その輪郭が少しずつ鮮明になっていく。

「謝るのはこちらです。私がつくった香油のせいで、あなたは……」

「君のせいじゃないよ。あれは僕の無謀な判断だった。僕は戦場で、香りで君を感じられるのがうれしくて、つけすぎてしまったんだ」

「……恨んではおられないのですか？」

「恨むはずないだろう？　僕は君を愛している。僕の残した花を君が広めてくれるのがうれしい」

　ジャネットは目を瞬かせる。

「……本当？」

「ああ。ただ君が、いつまでも悲しみに暮れているのが、心配だよ。ジャネット。僕は、君が泣いている姿は見たくないんだ。守ってあげられなかったふがいない僕を許してくれるのなら、どうか幸せになってほしい」

　表情がはっきり確認できるくらい鮮明になったユーインが微笑む。

　しかしやがて、光が弱くなってきたかと思うと、姿自体も見えなくなっていく。

「待って。ユーイン様。私あなたに言っていないことがあるの。私が好きなのはオスニエル様なんかじゃない。あなたよ。……あなただけ。庭園で慰めてくれたあの日から、あなただけがずっと、大好きなの」

　光の塊になったユーインが、軽く揺れてジャネットの肩にのった。

　まるで頬にキスをされたような、そんな感覚が訪れ、ジャネットの目から涙があふれる。

「行かないで、ユーイン様」

「ごめんね、ジャネット。どうか笑って……」

　最後の方はよく聞き取れないくらい小声になり、光の塊ごとかき消える。

「う……うう」

　うなだれるジャネットの背を、フィオナが支えた瞬間、双子が手を握り合いながら、ふらりと倒れる。

「も、むりぃ」

「ね……む、たい」

「アイラ！　オリバー！」

　倒れるふたりを抱きとめたフィオナが、銀色の狼に目配せをする。

　彼がうなずき、『もとの時間に戻るぞ』と叫んだのを機に、ジャネットの意識も遠のいていった。










未来への種




　目を開けると、そこにはオスニエルの姿があった。

「フィオナ！」

　端正な顔に安堵の表情が浮かぶ。初めて会った頃の、つんけんした態度からは想像もつかないほど、その瞳は優しい。

「アイラと、オリバーは？」

「大丈夫だ。別室で休んでいる」

「……ジャネット様は？」

　オスニエルはくしゃりと顔をゆがめて、フィオナの手に自分の額を押しつけた。

「他人を心配している場合か。ドルフに呼ばれていけば、部屋はキンキンに冷えきっているし、全員気を失っているし……。お前が目覚めなくて、俺がどれだけ心配したと思っている」

　少しかすれた声。彼の心配がうれしい反面、愛する人を失ったジャネットの悲しみはいかほどかと思うと心が痛む。

　自分ばかりが、すべて手に入れてしまったことを申し訳なくも感じた。

「オスニエル様」

「なんだ？」

「……ジャネット様の過去を見てきました」

　オスニエルはわずかに息をのむ。

「ジャネット様はユーイン様のために、あの香水をつくったのです。最初は戦地に向かう彼に、勇気を与えるためにでした。でもそれが、ユーイン様を無謀な行動へと導き、ジャネット様は、自分のせいでユーイン様がお亡くなりになったと思っていたのです」

　誰もが、なにかのためを思っての行動だった。ジャネットはユーインを思って、ユーインは領地の平和を望んで、オスニエルは国を強固にするために。誰が悪いと断じることはできないが、運が悪かったというひと言で済ますのもまた違う。

「夫を失い、自らを責め、自暴自棄になったジャネット様の気持ち、私はわかるような気がします。彼女は、オスニエル様を苦しめようとしましたが、あなたに罰してもらいたくてそうしたのです」

「お前は、自分がひどい目にあわされたというのに、なにをのんきな」

「例えばあなたのせいで私が死んだとしたら、あなたはどうなさいます？　王太子であるあなたを罰する人などいません。自分に非があるとわかっていたとしても、それを抱えて生きていかなきゃならないとしたら、どれほどつらいでしょうか。私は、ジャネット様を責める気にはなれません」

　オスニエルは、フィオナの額を優しくなでる。

「国を豊かにするためと思っていた戦争が、皆を苦しめたというわけだな」

「あなたを責めているわけじゃありません。それに、戦争でもたらされた利益もあったでしょう。ただ、私は……」

「わかっている。戦争で得た平和には、不幸になったものが必ず土台にいるということを、改めて実感した。彼らの声をすくい上げ、国政に生かしていくことが必要だな。ジャネットのことも、みんなを洗脳するという行為には処罰しないわけにはいかないが、彼女の力を生かせるよう、考えてみよう」

　オスニエルに伝わっているとわかって、フィオナはホッとした。目尻から、ぽとりと涙がこぼれ落ちる。

「本当ですか？」

「ああ。だから俺を嫌わないでくれ」

「嫌う？」

　フィオナは、目尻の涙をぬぐってくれる彼をじっと見ていた。今の彼は、心細そうな子供のようだ。

「どうしたの……」

「お前は最初、俺のことが嫌いだっただろう。許された今も、俺はたまに不安になるのだ。お前が、いつ俺に愛想をつかしてしまうのかと」

「オスニエル様……」

　フィオナは少しあきれてしまった。オスニエルの方が、ずっと過去にこだわっているではないか。

「私は、時間をやり直させてもらったから、大丈夫です。もちろん最初は憎んでいましたけど。あなたは前だけを見る不器用な方ですが、全然話を聞いてくれないということはありません。今まで、小さなことに目を留めることが少なすぎたのです。だからきっと、謝罪しなければならないことも多いでしょう。私も一緒に謝ります。あなたの妻ですから」

　オスニエルは泣きそうな顔をして、フィオナを抱きしめる。

「……許してくれるのか」

「ずいぶん前に許していますよ。あなたのことを理解していなかったのは、私も一緒です。私たちはお互いに、歩み寄ることが必要だったのです。それができたから、今があるんでしょう？」

　オスニエルの硬い表情が、緩んだ。それをかわいらしいとフィオナは思う。

「ジャネット様のこと、一緒に考えましょう」

「ああ」

「旦那様を失って、悲しくてああなってしまったのです。どうか、一方的に責めるのだけはやめてください」

「……わかった」

　オスニエルがこれまでに踏みつけてきた過去を一緒にたどり直したい。話し合い、向き合っていきたい。そしてできれば、もう一度、やり直していきたい。

　ドルフに過去に戻してもらえなくても、自分たちの力でできる限り過去に対して償うことはできるはずだ。

　フィオナは彼を抱きしめながら、そう思った。




＊　＊　＊




　目が覚めたとき、ジャネットは客室で眠っていた。

　人はおらず、ひとりだ。窓から差し込む光は、やや赤い。きっと、もう夕暮れどきなのだろう。

　ジャネットは目をつぶり、不思議な体験をさせてくれたフィオナのことを思い出す。

　夫の声や姿を見せてくれた不思議な力。そして、彼女の子供たちが発した光に包まれたとき、ジャネットは浄化されたような気がしたのだ。

「ユーイン様、本当に私のそばにいるの？」

　残念ながらジャネットには、不思議な力はなにもない。声も聞こえなければ、気配を感じることもできない。

　なんの返事もない空間を見ていると、涙が浮かんでくる。

　それでも、フィオナや子供たちが、ここにユーインがいるのだと教えてくれた。だから聞いてくれていると信じられる。

「私ね。私があなたを死なせたのだと思っていたの。それがつらくて、苦しくて、オスニエル様のせいだといって、こんな騒動を起こして……」

　頬をつうと伝う雫は、握り込んだ手の甲へと落ちていく。

「罰せられてもいいと思っていたの。そうすれば、あなたのそばに行けると思って」

　だけど今は、それで彼が喜ぶのかどうかわからなくなった。だって彼は、ジャネットに笑ってほしいと言ったのだ。

　結局、死者との折り合いをつけるのは自分自身なのだ。残されたものをどう受け止めて、どう生きていくのか、決めるのは自分自身だ。

（ユーイン様は私を恨んでいないと言ってくれた）

　あの不思議な体験はもしかしたら夢かもしれない。だけど、今はその言葉を信じようと、ジャネットは思った。

「私、あなたの育てた花を、もっと広めたいって思っているの。あなたと私、ふたりで育てたものだもの」

　子供には恵まれなかった。だけどそのぶん、ふたりで花に囲まれてたくさんの話をした。香りの配合、香水としての利用法。ユーインと共に考えるのは、とてもわくわくした。この香りを、悲しい思い出の香りとして終わらせたくない。

「いいかしら。続けても」

　広い空間に霧散していく自分の声。現実は無情で、返事はない。それでも、ジャネットの鼻孔をくすぐったのは、最初に訪れた白い花畑の香りだった。

『君は、笑っているときが一番綺麗だ』

　聞こえないはずの声が、頭の中に響く。

　そうだ、彼ならばきっとそう言うだろう。ちょっときざで、気が優しくて、誰よりも自分を愛してくれた彼ならば。

　人の死を乗り越えるのは難しい。もしかしたら、乗り越えた気になっているだけかもしれない。それでも、ジャネットはようやく、過去ではなく未来に目を向けられる気がしてきた。

　彼が愛してくれた自分のままでいられるように。




　翌日、ジャネットはオスニエルの執務室へと呼び出された。

　そこにいたのはオスニエルと側近のロジャーだ。

　ジャネットは深々と腰を折り、まずはオスニエルに謝罪をした。

「このたびは、皆様にご迷惑をおかけして、申し訳ありませんでした」

「こちらも謝ることがある。十年前の破談の件に関しては、一方的ですまなかった」

「いいえ。それはもうかまいません」

「それと、ユーインのことも。すまなかった」

「あなたが指示したことではないでしょう？」

　ジャネットは思わず笑った。

　冷静になれば、ユーインが勝手にオスニエルに対抗心を抱いていたこともわかる。

　だが逆恨みしなければ耐えられないほど、ジャネットもつらかったのだ。

「ロジャーに調べさせていた結果が出た。君の持ち込んだ香水には、神経を高ぶらせ、怒りといった負の感情を増幅させる効果がある。原料の一部に、この花を使用しているだろう」

　紫色の漏斗状の花だ。ジャネットは驚いてオスニエルの顔を見つめる。

「ロイヤルベリー領とルーデンブルグが隣接したあたりで発見したものだ。周囲の動物が花の咲く季節になると興奮状態になるらしい。おそらくだが、この花の成分が、憤まんを呼び起こすのだと思う」

　ジャネットは静かにうなずいた。まさか、使用した植物まで特定されているとは思わなかった。

「この成分については、国王や宰相にも説明してある。君の持ち込んだ香水はすべて回収させてもらうし、原料となった花も焼却処分することになるだろう。あまりにも危険だからな」

「はい。申し訳ありませんでした。どんな罰でも受けます」

　ジャネットは頭を下げたまま、下される沙汰を待った。

「しかし、香水や香油を感情に働きかけ、効果を得るという点は、非常に興味深い。俺は、今後のことも考え、研究チームを組めばいいと思っているんだ」

「え？」

「今回はマイナスの効果が出たために、こんなことになったが、プラスの方向に向けることもできるだろう？　フィオナも新しい商売のアイデアを欲しがっていたし、共同でなにかしてみたらどうだ？」

「……許していただけるのですか？」

　あまりのことに信じられず、ジャネットの声は震えた。

「フィオナの意向だ。断じるほどひどい被害が出たわけじゃない。もとを断つため回収はさせてもらうが、まだ市場にも出ていないし問題はないだろう。ただひとつ、頼みがあるのだが」

「わかっています。縁談の話ですね。今回はこちらからお断りさせていただきます」

「悪いな。俺が言っても父上が聞く耳を持たない」

「国王様に、私からもお伝えします。オリバー様は幼いながら聡明なお子様ですし、フィオナ様は寛大な素晴らしいお方だと」

「それは俺もそう思う」

「まあ。……オスニエル様からそんなのろけが聞けるとは思いませんでした」

　ジャネットが笑うと、オスニエルもふっと相好を崩した。こんなふうに笑うオスニエルを見るのは、初めてのような気がする。傲慢なだけかと思っていたが、優しく、妻を愛する心のある人なのだ。

（結局、私は誰のこともきちんと理解できていなかったんだわ）

　かたくなに閉じていた心が、ようやくほどけていく。再会して以来、初めてふたりの間に和やかな空気が漂った。
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　アイラとオリバーは、ひと晩ぐっすり眠って、すっかり元気になっていた。

「ドル」

　オリバーは相変わらずドルフに引っつきまわっている。運動神経がいい彼は、侍女が追いつけない速さで走っていた。

『元気だなぁ、オリバーは』

　リーフェは、みんなの力を増幅したことによってすっかり疲れてしまったらしい。のんきに日向に寝そべって、アイラに背もたれにされていた。

　やがて、ドルフがフィオナのもとに戻ってくる。

『なあ、浄化の力は誰のものなんだ？　あの時はもう、ホワイティの薬もなかっただろう？』

　ドルフの問いかけに、リーフェは小首をかしげた。

「ジャネット様に、びっちりとこびりついていた香りの効果がなくなったことを、ドルフは言っているんじゃない？」

　過去に戻って以降、ジャネットから花のにおいは消えていた。そして、憑き物が落ちたかのように、雰囲気も変わった。悲しみから転じた憎しみが消え、今は凪のような穏やかさがある。

　フィオナが説明したが、リーフェは戸惑ったままだ。

『えぇ？　知らないけど、たぶん、アイラとオリバー、ふたりだと思うよ』

「ふたり？　どちらかじゃなくて？」

　フィオナが聞くと、リーフェはパッと顔を輝かせる。

『そろっていると、なんだか特別な力を発するみたいなんだよ。不思議だよねー』

　あきらかに他人事だ。加護を与えた聖獣の言うことではない。

『お前は適当だな』

『力なんて、本人の特性もあるもん。なにが起こるかなんてわからなくない？』

「まあ、それもそうね」

　無邪気に笑う子供たちだが、この先、ふたりの力がどう暴走するかわからないのだ。

「どんな力があったって、私はこの子たちを守るだけだわ。母親ですもの」

『えへ。フィオナってちょっとママに似てるよね』

　フィオナの言葉に、リーフェは尻尾を振って喜んだ。




　その後、ジャネットとオスニエルの縁談の話は立ち消えとなった。国王はまだ不満そうなそぶりではあるが、仕方なく了承したらしい。

　ジャネットの香水は、『皮膚に悪影響が出る可能性がある』という名目で回収された。表沙汰にしない代わりに、今後ジャネットには商品の開発に協力してもらうことになっている。フィオナとしては、孤児院の就労支援事業を今後とも発展させるために、これからはジャネットにも協力してもらう予定だ。

「では、ジャネット様はしばらくこちらに滞在されるのですね」

　ロジャーはそう言いながら、少しうれしそうにしている。

（まさかロジャー様……。いやたしかに今は独身だけど、死んでいるとはいえユーイン様は強敵だわ。前途は多難じゃないかしら）

　ロジャーは日頃から独身を嘆いているが、好きになる相手が悪いのではないだろうか。こういうのも女運が悪いというのかもしれない。

　フィオナはロジャーに同情のまなざしを向けた。




　その後、エリオットとローランドは大学寮に移った。

　時折ホワイティが運んできてくれるエリオットからの手紙を見ると、大学生活を楽しく過ごしているようだ。

　フィオナがジャネットの過去を体験する前に会ったローランドは力ない感じだったけれど、今はもと通りになり、誠実に護衛任務をこなしているらしい。

　エリオットの留学期間は一年。まだしばらくは、頻繁に会うこともできるだろう。




　ジャネットの香水騒動からひと月が過ぎ、香水回収も完全に終え、日々の生活が落ち着きを取り戻し始めた頃だ。

「例えば、眠りを引き寄せる効果のある香りとか、つくれないかしら」

　フィオナがジャネットに相談を持ちかけた。

「眠りですか？」

「ええ。不眠の人って結構いませんか？　子供たちも、すごく寝つきの悪いときとかあるでしょう」

「ラベンダーを主成分とすればよく眠れるとはいいますけれど」

「ジャネット様が処方すると効果が強く出ますので、試しに配合してみてくれないかしら」

　フィオナは、人気が下火になっている紐編みアクセサリーを、香りとの抱き合わせで売ることも考えている。石膏を紐編みで包み、ネックレス状にするのだ。石膏部分に香りをつけると、長らく香りを楽しむことができる。肌の弱い人でも香水が使えるし、気分に合わせて香りを変えることもできる。

「ジャネット様の力を、いい方に役立てていきましょう」

　フィオナは、自分がした孤児院の就労支援事業を、ジャネットにも提案する。

「例えばロイヤルベリー領の孤児院で、花の加工方法を教えるの。一大産業になったときに、作業人が足りないようでは困るでしょう？　公爵家の孤児院支援としてもいいと思う」

「孤児……。そうですね」

「大変だけどやりがいはあるはずです。しばらくは私と一緒にやってみてくれないかしら」

　ジャネットはまだ半身半疑の様子だが、フィオナは誰かとかかわることが彼女を救う手立てになると信じていた。子供たちはとくに、自分たちを守ろうとする人間には、素直に愛情を表してくれる。それがきっと、彼女を支える力にもなっていくだろうと思うのだ。
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　ジャネットが公爵領に帰る日がやってくる。

「ジャネット、気をつけるのだぞ」

「陛下、ありがたいお言葉、恐悦至極に存じます」

　ジャネットは、国王に深々とお辞儀をした。彼の意に沿う結果にはならなかったことを叱責されるかと思ったが、とくにとがめられることはなかった。

　結果として、近年疎遠だった公爵家と親交を結べたとして、オスニエルとフィオナの評判が上がったことがよかったのかもしれない。

「待て、ジャネット」

「あら、オスニエル様」

　ロジャーのエスコートで馬車に乗りかけたジャネットを、呼び止めたのはオスニエルだ。

「どうされました？」

「思い出したことがあってな。俺とユーイン殿とは、あまり交流はなかったのだが、昔、一度だけ手紙をもらったことがあったのだ」

　渡されたそれには、ジャネットのことが書いてあった。

　ジャネットが気落ちしていること。どうか、彼女を嫌いで縁談を受けなかったのではなかったのなら、せめて彼女に非がないことを伝えてほしいと。

「どちらかといえば気弱なユーインが、こんなことを言うなど珍しいとは思ったんだ。しかし、当時の俺は、戦術のことで頭がいっぱいで、結局君に謝ることはなかった。すまないな」

「いいえ」

　彼の文字でつづられた自分の名前。それが残っているのはうれしかった。

「それと、これを」

「……これは？」

「ユーインの遺品だ。軍部に問い合わせて、なにか残っていないか確認してもらった。おそらくこれがそうだろうと」

　カプセルになっているペンダントだ。

　開けてみるとそこには、乾燥した花びらが入っていた。色あせてやや黄色くなってはいるものの、きっともとは白い花だろう。

　ジャネットの目尻に涙が浮かんでくる。

「きっと、ユーインにとって、そなたは白い花なのだろうな」

「……どうでしょう」

「君が美しく咲き誇ることを、願っていると思う」

　まだ胸は痛いし、完全には自分を許せない気持ちもある。それでも、彼の好んだ花を生かす道を目指したいという目標ができた。

　ジャネットは未来を閉ざすには若すぎるのだ。

　たとえ永遠に彼のことが好きだとしても、恋愛以外にも生きる楽しみはある。

　フィオナと話している間、ジャネットはずっとわくわくしていた。自分の人生は決して終わりではなかったのだと、周りに目を向けることさえできれば、道は広がっていたのだと気づかされた。今度は人を陥れるためじゃなく、人を幸せにできるのかもしれない。そう思えることがうれしかった。

「私、がんばります。フィオナ様にもよろしくお伝えください」

「ああ」

　こうして、ジャネットを乗せた馬車は走り出した。
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「あーあ、帰っちゃいましたね」

　オスニエルは、残念そうにつぶやくロジャーを見て、にやりと笑う。

「ジャネットはお前の好みだったのか」

「誰でも好きじゃないですかね。あんな素敵な女性を袖にする男なんて、オスニエル様くらいですよ。まあ、私には身分的にも高嶺の花ですけどね」

「そうか？　お前だっていつかは伯爵位くらい持つだろう」

「なに言ってるんですか？　タウンゼント伯爵家は兄が継ぐって決まって……」

「無欲なもんだな。俺が国王になった時には、お前になにかしらの爵位を与えようと思っているんだが」

　ロジャーは一瞬無言になり、次の瞬間、ぱっと顔を晴れ渡らせた。

「本当ですか！　好きです！　オスニエル様。一生ついていきます」

　感極まって抱きついてきたロジャーを、オスニエルは本気で嫌そうな顔をして、引き離す。

「やめろ。俺が好きなのはフィオナだ」

「そういう好きじゃないことくらいわかってるでしょう。隙あらば、のろけるのはやめてください」

　なかなか切れ味よく言い返してくるロジャーに、オスニエルは笑った。

　見上げた空は青く、すがすがしい気分だ。

　いつかジャネットは、ユーインを忘れて違う男と恋をするかもしれない。

　オスニエルはそれを見たいと思う。

　フィオナにあてられたのか、最近は、みんなに幸せになってほしいと、願うことが多くなった。それはいい変化なのだろうと、オスニエルは思う。
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　ジャネットが王都を去ってからひと月がたった頃、フィオナのもとに贈り物が届けられた。

「ジャネット様から？」

「ええ。お世話になったお礼だそうです」

　運んできた従者から受け取ったポリーが、そう説明してくれる。

「なにかしら」

　開けてみると、小瓶に入った香水だった。前のものとは違い、ほのかに甘い桃のような香りがした。フィオナは同封されていた手紙に目を通す。

【フィオナ様、お元気でいらっしゃいますか？　フィオナ様とオスニエル様のことを思い出しながら、新しい香りを配合いたしましたの。きっと喜んでいただけると思います。ぜひ効果のほどをお聞かせくださいませ】

「効果……？」

　効果を教えてほしいというわりに、肝心のどんな効果があるのかが書いていない。

「開発をお願いしていた、眠りを引き寄せる香りかしらね」

「いい香りですし、つけてみてはいかがですか？」

「そうね。今眠くなったらこまるから、夜につけてみるわ」

　フィオナはそう言い、予定していた社交の場に向かった。




　その夜、子供たちを寝かしつけたタイミングで、フィオナは香水のことを思い出した。本当は入浴後につけた方がいいのだろうが、香りを確認するつもりで、少しだけ鎖骨のところにつけてみる。

　眠くなるというよりは、なんとなく元気が出てくる気がした。

（うーん。効果はいまいちなのかしら）

『お前、それ……』

　寝室にいたドルフが口を開いたが、フィオナが顔を向けると、『……いや、なんでもない』と口をつぐんでしまった。

（……なんなの？）

「戻ったぞ」

　そこに、オスニエルが入ってくる。

「オスニエル様、お帰りなさいませ」

「ああ。……ん？」

「どうかなさいましたか？」

　オスニエルはきょろきょろとあたりを見回したかと思うと、じっとフィオナを見つめる。あまりに強い視線に、ドキドキしてしまう。なんとなく、体温が上がった気がした気がした。

「ああ、お前から香るのか」

　オスニエルはフィオナの銀糸のような髪をひと筋持ち上げ、匂いを嗅いだ。

「ちょ、嗅がないでくださいませ。まだ入浴前で汗のにおいがついてますから」

　恥ずかしさにそう言うと、オスニエルはなぜかますます距離を縮めてくる。

「そうか？　むしろ果物のような香りがするが」

「あ、それは……」

「食べてくださいというような、熟れた果物の香りがな」

「え……？」

　にやりと微笑むと、オスニエルはフィオナの首筋に唇をあてる。

「ちょ、……ちょっと」

「なんだかそそる香りだ。今から風呂だと言ったな。たまには一緒に入ろう」

「ええっ！」

　オスニエルは有無を言わさずフィオナを抱き上げ、そのまま風呂へと向かう。

（香りって……ジャネット様、もしかして！）

『香水っていうか、男を誘う媚薬みたいな感じだったな。効果はばっちりだと手紙で返せばいいだろう』

　ドルフがフィオナにだけ聞こえる声で言う。

（そういうことなら説明しておいてよ！）

　フィオナが恥ずかしがるほど、体は熱を持ち、香りを広げていく。

　オスニエルはその香りを楽しみながら、フィオナの体を優しく解いていく。結局、フィオナはのぼせてしまうまで、オスニエルにさんざん愛でられてしまったのだ。










エピローグ




　国王が、求心力が弱まったと感じるようになったのは、国を縦断する幹線道路が開通し、フィオナとジャネットが共同で作ったという紐編みのアクセサリーが評判になった頃だ。

　交通網が整備されたことで、いろいろな情報が一気に伝わってくる。それを活用しようと各大臣が力を入れ始め、新しい施策に積極的なオスニエルの発言の影響力が強まってきたのだ。

　彼は、妻がひとりであるゆえに、後宮にかかる経費は、国王の六分の一。まして、経済を回すことに長けた正妃だ。平民からの人気も高く、次第にオスニエル夫妻を国政にと望む声も高くなってくる。

　時代の終わりを感じた国王は、オスニエル三十一歳の春に退位することを決めた。

　退位後は、ボーン帝国の名跡の残された都市、リースバルに館を建て、そこに移ることとなる。まだ成人にならない幼い王子とふたりの王女の母親たちは城に残るが、成人した第二王子ライリーの母親である第二夫人と子供のいない第六夫人は実家に戻り、正妃のイザベラだけが国王についていく。
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「お義母様も行ってしまうのですか？」

　フィオナは後宮で、王妃とお茶を飲んでいた。王妃が城を去ると聞いて、最初に去来したのは寂しさだ。

「ほとんどの妃が、人質として輿入れしたようなものだもの。あの方のもとに残る人間なんて、私しかいないでしょうし。長年連れ添ってきた情はありますからね」

　彼女はツンと澄ましてそう言う。こういった情を捨てきれないところが、オスニエルの母親にあることが、フィオナはうれしかった。

「私、まだまだお義母様に教えていただかなければならないことが、たくさんありますのに」

「あなたなら大丈夫よ。それに、私たちの時代と今はもう違うでしょう。あなたとオスニエルが正しいと思う道を選んでいけばいいわ。大事なことは、諫めてくれる家臣を大事にすることよ。自分の意見と違うものを排除し続けていくと、ひとつの考えしか通らない偏った国になっていくわ。反面教師にするといいわよ」

　どこかあきれたように、それでもどうしようもない我が子を見つめるようなまなざしで、正妃は言う。

「国王様のことですか？」

「私だって、諫めたことはあったわ。でも聞いてはもらえなかった。あの人は、自分の考えを正当化するのに必死だったの。それがやがて、一般的な正しさから離れていく結果になったのだけれど、その事実を認められなかったのよ」

　誰だって、最初から悪いことをしようと思ってしていたわけではないのだろう。

　国王がこだわり続けた戦争による成長路線が、この国にもたらしたものもあったはずだ。

「……肝に銘じます。私たちがそうならないとは限りませんもの」

「そう思えるなら大丈夫よ」

　正妃は穏やかに微笑んだ。彼女は人としても母親としても尊敬できる人だとフィオナは思う。

「おかあさま、おばあさま！」

　きゃっきゃとにぎやかな声をあげながら走ってくるのはアイラとオリバーだ。三歳になった双子は、大きな力の暴走もなく元気でやっている。

「きいて！　オリバーったら」

「しー！　アイラ！」

　アイラは相変わらずおしゃべりが上手で、最近では歌が好きだ。人ならざる者のことは今も見えているようだが、あまり怖いとは言わない。というか、最初から見えているので、普通に兵士を見かける感覚でしかないのだそうだ。その存在が負の感情をあふれさせると怖いらしく、アイラが元気にしていると、おおむね城の中が平和なことがわかる。

「こんなの、だいじにもっているの！」

　縞模様のある石だ。ごつごつしているので、自然の中からとってきたものだろう。

　動くのが好きなオリバーは、たまにドルフにのって、いろんなところに行っているらしい。

　ドルフには危険だからやめるように言ったが、彼はオリバーには弱く、頼まれればつい連れ出してしまうのだそうだ。

　地質に興味があるようで、いろんな形の石を集めては、宝物だといって隠している。

　まあ、アイラにはすぐに見つかってしまうわけだが。

「この子たちの成長を見られなくなるのは寂しいわね」

　アイラを膝にのせ、しんみりという正妃に「おばあさま、どこかにいくの？」とアイラが上を見上げて聞く。

　別れの日はきっと泣かれてしまうのだろう。




　冬が終わり、芽吹きの春を迎える季節に、戴冠式は行われた。

　一年の留学期間を終え、ブライト王国に戻っていたエリオットも、ブライト王国からの賓客として参加し、王冠を授かるオスニエルに、穏やかな顔で拍手を送っている。

　この慶事に王国では恩赦が出され、トラヴィスも解放されることとなった。

　もう二度と、オズボーン国内に立ち入ることはできないが、ブライト王国に戻って、幸せになってくれればいいとフィオナは思っている。

　子供たちも今日は正装し、堂々と理想を語る父を尊敬のまなざしで見つめていた。

「おとうさま、かっこいーね」

「うん」

「アイラ、おとうさまみたいなひとと、けっこんするんだ！」

　ぼそぼそと話す子供たちに、フィオナの顔はほころんだ。

「この国の発展のために、持てるだけの力を使うことを誓おう」

　かつて軍神とも呼ばれたオスニエルは、威風堂々としたたたずまいで、臣下を、そして家族を見つめる。

　彼と共に、この国に尽くすのだと、フィオナも気持ちを新たにした。




【Fin】
















特別書き下ろし番外編










幼馴染みから脱却するには




　カイ・コープランドは王国騎士団所属の騎士である。

　コープランド伯爵家の三男である彼には、長兄のように受け継ぐ領地もなく、次兄のような文官として身を立てる賢さもなかった。できることがあるとすれば、剣の腕を磨くことくらいだ。

　三男ということで、わりと放任にされて育ったカイは、学生の頃から、サンダース商会で荷運びをして小遣い稼ぎをしていた。貴族らしからぬ行動と親には言われたが、じっとしていてはなにも入ってこないのが、三男というものである。稼ぐチャンスは逃さないのだ。

　ポリーとは、その頃からの顔見知りだ。

　当時のポリーはまだ十歳にもならない子供だった。元気がよく、そばかすのある頬を赤く染めて、積極的に店に出てきては、店頭で客と話をするような看板娘だった。

　こんな妹がいたら、かわいいだろうなぁと、カイが目を引かれることも多かったものだ。

　しかし当時、カイは自分の生き方を模索していた時期でもあり、天てん真しん爛らん漫まんで悩みがなさそうな彼女のことは子供としか思えなかった。

　学校を卒業したカイは、騎士になるべくまい進していた。王国騎士団は、エリート集団である。学校では武芸の達人と言われたカイも、ここに入ってしまえば、ほかの団員とそう変わらない。落ちこぼれにならぬよう、ついていくだけでも精いっぱいで、毎日が飛ぶように過ぎていった。だから、ポリーのことも、すっかり忘れていたのだ。王城で、うつむいている彼女を見るまでは。

『……ポリー？』

『あれ、カイさん、ですか？』

　ポリーは厳しいことで有名な侍女長と歩いていた。侍女長に咳ばらいをされ、ポリーは慌てて、『また今度』と言って行ってしまったのだった。




　その後、いろいろなところから聞き込みをした情報を総合すると、ポリーはサンダース男爵の意向で、王城の侍女として出仕しているらしい。しかし、サンダース男爵は爵位を金で買ったといわれる一代貴族で、古参の貴族からは軽んじられている。当然、その子供たちも、ポリーのことは軽蔑のまなざしで見ているのだろう。

　子供の頃の快活さが失われたポリーに、カイは少しだけ残念な気がした。

　昔のよしみで、不条理に絡まれているようなことがあれば助けに入ったが、しょせん騎士と侍女、仕事を共にすることはない。気になりつつも、なにもできないまま、日々は過ぎていった。

　それが変わったのは、フィオナがオズボーン王国へと来てからだった。




　ポリーがブライト王国からの人質のような側妃に仕えなければならなくなったのは、おそらく侍女間の嫌がらせだったのだろう。

　しかし、そこから彼女は目に見えて明るくなっていった。

「ドルフ様っていう犬を飼ってらっしゃるんです！　とってもかわいくて」

　ふと、城で会ったときに話しかけてみると、彼女はそんなことを言った。

「ポリーは犬が好きなのか？」

「大好きですよ！　でも、うちは店をやっているじゃないですか。ほえたり、人に怪我をさせたりしたら大変だからと、飼わせてもらえなかったんです。だからうれしくって！」

「そっか。よかったな」

「はい！」

　ポリーのこんなに晴れやかな顔を見たのは、いつぶりだろう。カイは安堵とともに、もっと見ていたいと思った。

　だから、フィオナの護衛をひとり出せと上から通達があったとき、カイは真っ先に志願した。ポリーが仕える他国から嫁いだ姫の人となりを、知りたかったのだ。

　フィオナは気さくで、あまり細かいところにはこだわらない性格のようだった。カイは気を抜くと、つい口調がざっくばらんになってしまうため、貴人には無礼ととられることもあるのだが、フィオナはまったく気にしていなかった。

　護衛は仕事なのだから当然のことなのに、終われば「ありがとう」と言葉をかけてねぎらってくれる。

　犬だけじゃなくて、仕えた主人もよかったんだなと納得した。




　ポリーとも以前よりも一緒にいることが多くなり、カイは自然と、彼女を目で追うようになっていた。

　昔馴染みだからなんて文言は、今や言い訳にすぎない。今のポリーが好きだから、ずっと見ていたいから、だから目が離せないのだ。

（とはいえ……）

　恋心を自覚して以降、カイは彼女との距離を詰めようと努力してはいる。

「ポリー、今度の休みっていつだ？」

「休みですか？　うーん。一応三日後なんですけど、その日は紐編みアクセサリーの売り込みに行こうと思って！」

「それ、休みの日にやることじゃないだろ」

「私は侍女ですもん。売り込みこそ担当外ですよう。だから、休みの日にしないと」

　どうやらポリーは、商売のことを考えているのがとても楽しいらしい。明るくなったのはいいことだが、休みも関係なく動き回っているのでは、体が心配だ。

「いいアイデアを思いついたんですよ。フィオナ様なら、絶対生かしてくれます！」

　おどおどとうつむいていた頃の面影はもう欠片かけらも見あたらない。今のポリーは生き生きとして、とても魅力的だ。

「楽しそうなのはいいんですけどね……」

「どうしたの？　カイ」

　護衛の際に、ついついこぼしてしまった独り言を、フィオナに聞きとがめられ、カイは頭をかきながら、吐き出してしまった。

「ポリーのやつ、全然休んでいないみたいで」

「お休みは少ないかもね。私もポリーが気に入っているから、ほかの侍女よりもポリーに頼ってしまうし。ポリーには負担をかけちゃうわよね」

「それだけじゃなくて、休みの日に商売のことばっかり考えているんですよ」

「ああ。……それも私のせいかも。ごめんなさいね。子供が生まれる頃には、侍女を増やせるようにするわね」

「……すみません。差し出がましいことを」

「いいえ。あなたの言う通りだもの。私、少しポリーに甘えていたわ。彼女の人生も考えてあげないと」

　怒るでもなく、フィオナはそう約束してくれた。




　フィオナが妊娠六ヵ月になると、侍女の選定が行われた。詳しい動向は、護衛のカイにはわからないが、五人程度が選ばれたようだった。

　ローテーションで勤務日程が組まれ、ポリーも週二日は確実に休みが取れるようになる。

　どこかに誘い出そうかと考えていたカイは、なぜだかすごく落ち込んだ様子のポリーと出くわしてしまった。

「ポリー？　どうした？」

「ああ、カイさん。なんでもないんです」

　どう見ても、なんでもなくはない。

「誰かに嫌なことでもされたのか？　新しく入った侍女とうまくいかないとか」

「いいえ。皆さんとってもいい人です。親切だし気が利くし、仕事も早くて」

「なら、どうして」

「ドルフ様も、私以外の人にもブラッシングさせるんですよ。前は私かフィオナ様じゃなければ嫌がったのに」

「それは……いいことじゃないのか？」

「……そうですよね」

　ポリーのため息は止まることはない。カイは心配で何度か話しかけたが、これだという返答はなかった。




　カイの所属は騎士団である。一応フィオナの専属護衛騎士という立場になっているため、優先事項はフィオナのことが一番高いが、それがなければ騎士団の訓練に参加している。

　その日も訓練中で、藁で作った標的を相手に、一瞬で懐に入り、急所を突くための動きをシミュレートしていた。

「キャン！」

　そこに、聞き慣れた鳴き声がした。

（犬の鳴き声……ドルフ？）

　ペットを飼うのがはやりであり、フィオナ以外にも、犬を飼っている国王の側妃はいる。しかし、騎士団の訓練所なんて危険なところにまでやって来る犬は少ない。きょろきょろとあたりを見回し、犬の姿を探す。そして茂みの陰から灰色の毛、紫の瞳の小さな犬を見つけた。

「やっぱりドルフ。どうしたんだ？　抜け出してきたのか？」

「キャン」

　ドルフはカイの服の裾をかじり、有無を言わさず、カイを引っ張っていこうとした。

「おい……」

「カイー！　団長がお呼びだぞ」

「え？　あ、はい！」

　うしろから同僚に呼ばれ、カイは慌てて返事をする。

「悪いなドルフ。仕事だ」

「キャン！」

　しかし、ドルフはカイを離そうとしない。

「まいったな……」

　普通なら、命令の方が重要だ。だが、そのあまりの必死さがカイは気になった。

「団長には少し遅れますと伝えてくれ」

「え？　おい。カイ」

「急用なんだ。終わったらすぐ行くから」

　そう言って、ドルフについて駆け出した。




　ドルフが向かったのは、後宮の入り口だ。

　段差になっているそこで、ポリーは足を踏み外して転んでしまったらしい。周囲には、フィオナが紐編みで使う絹糸や、天然石が散らばっていて、ポリーがうずくまっている。

「怪我をしたのか、ポリー」

「……カイさん」

　ポリーの顔は涙で濡れていた。カイはぎょっとし、慌てて彼女を抱き上げる。

「カイさん？」

「どこが痛い？　医務室に行くか」

「ち、違うんです。違……」

　しかし、言っている先から、ポリーの涙がこぼれてくる。

「わた、私、自分が情けなくて」

　どうやら怪我などではないらしい。カイはポリーを人目のつかないところへ運んでやろうとしたが、「落としたものを拾いたいですー」とごねられて、ふたりで一緒に拾った。拾い終えた頃にはしゃくりあげる程度で涙は止まっていたが、無視して腕に抱き上げる。

「泣きたいなら、泣きゃいいだろ」

　そう言って、カイは休憩場所という名のサボり場所へと連れてきた。

　そのときにはもう、ドルフの姿は見えなくなっていた。




「大丈夫か」

「はい。……すみません。なんか最近情緒不安定で」

「仕事は楽になったんじゃないのか？　侍女も増えたし」

　ポリーはうなずいたが、顔は晴れなかった。

「なんかよくわからないけど、言えばすっきりするんじゃないのか？　俺、誰にも言わないぞ」

「……私、心狭いなって思ったんです」

「うん？」

「フィオナ様の侍女が増えて、私、今、すごく焦っているんですよ。だって皆さん、とっても仕事ができるんです。私なんて、商魂逞しいだけで、侍女としての仕事が有能なわけじゃありません。せっかく、一生お仕えしたい方に出会えたのに、私、お払い箱になっちゃうんじゃないかって」

　それはカイには予想もしていなかったことだ。あきらかにフィオナはポリーを優遇しているし、信頼もしている。ドルフだって、ポリーが大事だから、わざわざカイを呼びに来たのだ。

「それはないだろ」

「あるんです。私、ミスが多いんですもん。侍女としては全然有能じゃない。だからせめて、紐編みのことで役に立ちたいって思って」

　珍しい紐を見つけて買ってきた帰りに、転んでしまったのだという。

（もとをただせば……俺のせいか？）

　どうやら、カイの進言は、ポリーを逆に追いつめてしまったらしい。そのくらい、ポリーにとって、フィオナに仕えるということは大事なことなのだろう。

　彼女の気持ちも考えずに先走ってしまったことを、カイは後悔した。

　こんなに思いつめて、仕事が多かったときよりもっとつらそうで。

「……ごめん」

「え？　謝るのは私の方です。助けに来てくれてありがとうございます」

「そうじゃない。フィオナ様はポリーの体を心配して、侍女を増やしたんだ。俺が言ったんだよ。子供が生まれれば昼夜関係なく仕事が出てくる。とても侍女ひとりじゃ回せないって」

「そう、なんですか？」

「そうだよ。だからポリーの仕事が気に入らないとか、そういうことじゃないんだ」

「そっか。ならよかった」

　少し落ち着いた様子で、ポリーは微笑んだ。

「私、昔から、居場所がないんです」

「え？」

「商売は好きでしたが、うちには兄がいるから、後継ぎにはなれないんです。父からは人脈をつくるようにと王宮侍女に出されましたが、それもうまくいかず……。フィオナ様の侍女になれて、ようやく自分の居場所を見つけたって思ったんです。けど、今回侍女を増やされたことで、……ずっと私がここにいられるって保障、ないんだなって思ってしまって」

　心細そうな背中は、フィオナがここに来る前によく見た姿と同じだった。

「ポリー」

「……私、自信がないんですね、きっと」

　寂しそうな横顔に、カイは胸が痛くなる。

　ずっと、思っていたことがある。

　最初のデートは屋台がいい。それとなく誘い出し、一緒に飯を食べて、帰りは紳士的に家に送る。それを何度か繰り返してから、気持ちを伝えよう。彼女がうなずいたら、次のステップへ。自分なりに、大切に、順序を踏んでそこに向かおうと。

　けれど、今、無性に気持ちを伝えたくなった。ポリーにずっとそばにいてほしいと思っている人間がここにいることを。

「俺、家を買おうと思っているんだ」

「え？」

「小さな家しか買えないけれど、城に通うには遠くないところがいいと思っている。一軒家なら、犬が鳴いても苦情は出ないし、休日もゆっくり過ごせる。商売をしたいなら、ちょっと改造しなければならないが、自宅兼店舗みたいな形にしてもいいんじゃないかと思うんだ」

「カイさん？」

　不思議そうに見上げてくる、濡れた瞳。そばかすのあるピンクの頬。それが誰よりもかわいらしいとカイは思う。

「ポリーの希望は、なんでも叶えてやるよ。だから俺のところに来ないか？」

「……え？」

　まん丸の目がますます丸くなる。ちょっと間が抜けた顔がかわいくて、カイは楽しくなってきた。

「それは、どういう……」

「俺のところに嫁がないかと言っている。ポリーの希望の犬を飼うし、仕事をやめたくないならやめなくてもいい」

「待って、だってカイさんは、私のこと妹だって思っているんじゃ……」

　そんなふうに思われていたのか。アピールのつもりでしてきたことは、すべて曲解されていたらしい。

「初耳ですよ。私のこと好きだったんですか？」

「そうだよ。知らなかった？」

　さらりと肯定してみたら、ポリーは顔を真っ赤に染め、自分で頬をパンとたたいた。

「嘘。信じられない。ないないないない」

「本当だって。俺は、フィオナ様に楽しそうに仕えて、うれしそうにドルフの世話をした話をするポリーが、好きなんだよ」

「……その私は、私も好きです」

　戸惑ったままぽそりと言う彼女に、「俺のことは？」と問いかけてみる。

　すると彼女は、ますます顔を赤くして「……好きです」と小さな声で言った。

「やっと届いたな」

「え、あの……」

　順序を守りたいとか言っていた自分はどこに行ったのかと、ポリーにキスをしながら考える。

　恋は人をおかしくさせる。きっとそういうものなのだろう。




　そしてカイは、その後呼び出しに応じなかったことを団長にこってり絞られた。

　休みの日には、ふたりでサンダース商会に挨拶に行き、男爵には、少しあきれたように、「この年までなんのアクションもなかったのだから、カイはないかと思っていたよ」なんて言われてしまう。

　カイとしてはすぐに結婚してもよかったが、彼女はやはり侍女の仕事に未練があるらしいので、ここから先はのんびり構えることにした。

　フィオナの子が双子だと判明すると、彼女の仕事はまた忙しくなり、結局ふたりが結婚したのは、婚約から二年目の社交期の終わりだ。こぢんまりとした教会で行われたそれに、フィオナは警備の都合上来られなかったが、ドルフらしき犬がじっと見ていたのを、カイは見逃さなかった。

　幸せにすると宣言するように、カイはドレス姿のポリーを腕に抱き上げた。




【Fin】










お疲れさまのお供に




　戴冠式を終え、国内外にオスニエル即位の報せが知れ渡ると、フィオナも王妃としての執務が増えてくる。

　各国から送られてくる即位祝いの返礼品を選び、お礼の手紙を書くのだ。

　これが結構手間がかかる。社交が苦手なフィオナには情報も足りないため、辺境貴族とやり取りし、各国の文化や禁忌事項、個人的な好みなどを確認してから返事をするというなんとも手間のかかる作業になっていたのだ。

　疲れてくると食べたくなるのが、氷菓子である。

　フィオナの母国・ブライト王国は北方にあり、氷には事欠かない。果物やプリンを凍らしては食べていた。

（氷なら、自分で出せるものね。でもなにを凍らせよう……）

　自分だけなら甘いものがいいが、オスニエルにも食べさせたいと思えば、悩ましい。

　こんな時に頼りになるのはポリーだ。

「疲れたときに食べたいもの……ですか？　そうですね。果物とか私はさっぱりした甘みが好きですが、オスニエル様だったら、コーヒーのリキュールなどはどうですか？」

「コーヒーリキュール？」

「蒸留酒にコーヒーを混ぜたものです。適度な苦みがあり、ミルクなどで割れば飲みやすいですよ」

「お酒ね。いいわね」

「城の厨房にあったと思いますよ。料理長に相談して分けてもらってきましょうか」

「ありがとう。そうね、夜までにお願いできる？」

「はい」

　こうして、その日の夜には、ポリーがリキュールを持ってきてくれたのである。

　通常、コーヒーリキュールは、牛乳などで割って飲むものだ。飲みやすいがアルコール度数が高く、気がつけば酔っているということも多いというので注意が必要だ。

「飲みすぎないように凍らせてみようかしら」

　牛乳は凍らせると逆に舌触りが悪くなるため、リキュールの方を凍らせる。そこに牛乳をかければ、シャリシャリとした食感で徐々に溶けていき、シャーベットと飲み物の中間のようなデザートができあがるのだ。

　これならオスニエルも気に入るに違いない。




　その日、早々に子供たちを寝かしつけ、フィオナは居間でオスニエルが戻ってくるのを待った。

　ところがこんな日に限って、オスニエルは遅い。このままでは、せっかく凍らせたものが溶けてしまうと思ったフィオナは、味見も兼ね、先にそれをいただいた。

「おいしい」

　本当にデザートのようだ。つるりとしたミルクに、少しずつリュールが溶けて、最初シャーベットのような食感だったのに、徐々に飲み物になっていく。

　半分なくなったころには、妙に陽気になっていた。

（度数が高いとは言っていたけど。……結構ふわふわするわ）

　フィオナは酒には弱くない……はずだった。けれど、出産のためにお酒をやめてから、かれこれ四年と少し。長い禁酒期間のせいか、すでに酔っぱらった気がする。

「……おかしいわね、このくらいで酔うなんて」

　もうやめなければと思うのだが、ついついおいしくて手が出てしまう。

「オスニエル様にも、あげたいなぁ」

　きっと、彼は好きだろう。硬派な印象を与える彼だが、チョコレートなどは好んで食べる。少し苦みのあるところなどは、気に入ってくれるだろう。

「もう、なくなっちゃった。新しく作ろうかしら」

　浮かれた気分で、リキュールを再び凍らせていると、居間に入ってきたドルフが顔をしかめた。

『おい、飲みすぎだぞ』

　ほかに誰もいないからか、聖獣の姿だ。

「ほえ、ドルフ」

『そろそろやめておけ』

「どうしてぇ」

　フィオナはドルフの背中に抱きついた。いつもとは逆だ。

『どうした、いったい』

「こうして、ドルフに甘えるのもたまにはいいなぁって」

　なんとなく酔っているという自覚はあるが、ふわふわして自制が利かない。

　ばさりとドルフの尻尾がフィオナの体をなでる。

『やれやれ、子供みたいだな』

「うん」

『そういや、まだ二十二歳だもんな。お前は』

　ドルフに言われて、フィオナも自分の年を思い出す。

　側妃として嫁いだはずが、正妃となり、今や国母だ。この若さで掲げるには大きすぎる肩書に、プレッシャーを感じていないと言えば嘘になる。

『……やめたいか？』

「なにを？」

『王妃を』

「……ううん。がんばりたい。必要とされるのはうれしいし。私にしかできないことが、最近はわかってきたのよ」

『お前にしかできないこと？』

「うん」

　ドルフのぬくもりが伝わってきて幸せだ。なにか物音がしたような気がするけれど、今はどうでもよかった。

「オスニエル様は以前よりずっと優しくなったでしょう？　弱い者の気持ちをおもんぱかってくれるようになった。それはいいことだけど、本人にとっては、つらいこともあると思うの。だって今までは、争いがあっても、簡単に切り捨てていけばいいだけだったけど、今は負けて傷ついた人たちのことを考えて、罪悪感に悩まされたりもするでしょう。だからね。私、一緒にかかえていこうと思って」

『かかえて？』

「うん。どれだけいい人であろうとしても、生きていれば、誰かを傷つけてしまうものよ。そんなときは、一緒に謝って、もっといい国をつくっていくために努力する。オスニエル様はひとりでもきっとやり遂げられると思うけど、……ひとりよりふたりの方が、がんばれるでしょう？　だから私、オスニエル様のそばにいようと思う」

　これからの人生で起こる、つらいことや楽しいこと。すべて、共有していくのだ。

「アイラやオリバーが大人になる頃には、どこよりも平和でいい国だといわれるようにがんばりたい。オスニエル様と、一緒に……」

　頭が優しくなでられる。気持ちがよくてフィオナはうとうととしてきた。

「夫婦、なんだもの。私、オスニエル様の、助けになりたいの……」

　ふわふわして、温かくて、気持ちいい。

　そのままフィオナは眠りについた。




　居間に入ったオスニエルは、フィオナが語る未来を黙って聞いていた。途中で口を挟んでは、大事なことを聞かせてもらえなくなる気がして。

　やがて、フィオナが眠りにつくと、ドルフが顔を上げた。

『――だそうだぞ』

「いったいどうしたんだ、酒を飲んだのか？」

　テーブルには空になったグラスがある。

『お前が遅いからだ。疲れたときは甘いものがいいだろうと思って、作って待っていたんだぞ、フィオナは』

「……そうか」

　オスニエルはグラスを持ち上げ、底にほんの少し残っていたコーヒーミルクをぺろりと舐なめる。たしかに甘く、酒のにおいがする。

「代わろう、ドルフ」

『ふん。まあいい。代わってやる』

　オスニエルはフィオナを抱き上げ、そのまま寝室へと向かった。ドルフはフィオナのいなくなったソファで横になる。

　ベッドの上でフィオナを抱き込むと、彼女が身じろぎをした。

「ん……、オスニエル、様？」

「起きたか？」

「……待っていたんですよ」

　まだ少し幼さを感じさせるような、頬を染めた満面の笑みでそう言うと、フィオナは再び眠りに落ちる。

　オスニエルは苦笑して、フィオナにキスをする。

「……たしかに甘い」

　ギュッと抱きしめながらと髪をなでる。

　愛おしさと安堵が、オスニエルを優しい気持ちへといざなう。こんな穏やかな時間を過ごせるようになるなんて、結婚する前は考えたこともなかった。

「お前は、世界で一番かわいいな」

　ギュッと腕の中に抱き込んで、幸せな甘さを噛みしめながら眠る。

　こんな夜が、いつまでも続けばいいと願いながら。




【Fin】










あとがき




　お久しぶりです、坂野真夢です。このたびは、拙作をお手に取っていただき、ありがとうございます！

　今回は初めての二巻です。本当にうれしい。夢が叶いました。普段から応援してくださる皆さんのおかげです。

　とはいえ、基本続刊できないと思っているので、一巻で話はきっちりまとめてしまったわけですよ。いざ、二巻も出しましょうとなった時、内容にはかなり悩みました。国は平和になってしまったし、結婚してから仲をこじらせるのもちょっとなぁ……なんて思いまして、結局、すれ違いで嫉妬するオスニエルがメインになってしまった気もします。

　今回は一巻の番外編で出てきたリーフェや、その時は生まれていなかったアイラとオリバー、意外に策士っぽく育ったエリオットが活躍してくれました。

　アイラは話すのがうますぎないか？というご意見もありそうですが、これは私の娘の幼少期を参考にしています。一歳半には普通に意思疎通できたのですよ。

　あと今回は、ロジャーを幸せにしようと意気込んで書き始めたはずだったんですけど、不思議とお相手ができないまま終わってしまいました。ごめん、ロジャー。でも君はいい人だから、最後は幸せになるはず！

　表紙イラストを担当してくださったのは、今回も八美☆わん先生です。お忙しい中、スケジュールを調整していただき、本当にありがとうございます。幸せそうな家族のイラストは一生の宝物です。

　そして、担当の鶴嶋様、書くのが遅い私のためにいろいろヤキモキさせたかと思います。でもこうして一緒に形にすることができ、本当にうれしいです。佐々木様には、的確な指摘をいただき、いつも助けられています。おかげで、サイト版よりもぐっと読みやすくなったと思います。また、出版にかかわっていただいたすべての方に、お礼を申し上げます。

　そして最後に、いつも応援してくださる読者の皆様。続刊したいという夢を叶えてくださって、本当にありがとうございます。

　今回の作品で、少しでもお返しできますように。




坂さか野の真ま夢む
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８度目の人生、嫌われていたはずの王太子殿下の溺愛ルートにはまりました


～お飾り側妃なのでどうぞお構いなく～２
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